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11は じめに :11

o子どもひとりひとりを大切にするバズ学習
:も ぃ今年で通算 7年次を迎えた。この教育研

、究基盤は,先輩たちの永年にわたる歴史の中
1で育て られ、培われてきたものである。

_|の間.本校 のバズ学習も研究先進校に学

び、関係図書を読み、研究授業を通しても思

索 しっ実践していく過程で新たな問題点が提

起され、その解明に努めてきた。

このような現状の中で.バズ学習の指導理

念をわたしたちの手で.わたしたちな りに確

立することに努力しFLOそのことはこ研究の

構えからいえばtひとりひとりの子どもを,

:集団相互作用の中で分折総合し、真に効果的

な方法を実証的に追求しようとする研究的態
:度

を教師ひとりひとりの中に確立することで

あった

<本板のバズ学習指導理念> ■
oすがての児童脅授業の真の主体者として参
加させ¬聾ましぃ人間関係における相

=作
用

‐
「を通してぃ自主性、協調性、創造性の豊かな

人間形成を目指す能動的な自己実現活動を健
進する。             「

o今年度の研究の焦点を、この指導理念から

見直し、効率高いバズ学習を希求し.:今年度 :

の研究方向を定めt全人的な個の伸長をはか

れる指導法の改善:を望んできた。  ,1  ,

2研 究 主 題

o本年度は、過年度の研究成果が機 浸させ、

研究主題
｀
学習指導における個別化 と集団化

の調和と統一 を目ざした教育機器の活用 .の
研究に取 り組むことにした。

それは,今日、学習指導の体質改善が叫ば

れ、1岬響警19海寒、徹底をはかる■め教育
、
l平学費黎術の導入によ?て個別指導の近代化

を目ざした研究が各地で盛んに行なわれてい

る。その方向には、個別化教育の方向と、集

圏化教育の方向 とい う質的には相異なる方向

をもっていることは指適できる。しかしtよ
り重要なことは、調和とか統一 とかの考え方

ll"I、 ことに教育や指導において下層重要視さ

れなければならなぃ。このことをヽ 個別化あ

るいは集団イしの方向のちヵミ はヽあるにせよ、

その究極的な課題が.学習者個 の々中に「学

習の成立Jと い う事実が的確につくりあげら

れるような学習指導の改造 ,と ぃう点であった。

このような今 日の動向に対応して研究テーマ

がたてられ、その中で 児童ひとりひとりが、

学習のな らいをもって、1ひ と,で学習すちこ

とに責任をもつ と同時に.みんなとともに学

習することに意味と喜びを感 じる状況をつ く

りあげることに取 りくんできたのである。

教育活動の中核は、各:■ 仁いつても授業が

本命である。日 の々授業がきわめて効率的に

行なわれ、バズ学習の究極のねらいである
｀自主性ご協調性.印造性の豊さをもった人

間ヽを育成することに総力をあげ、常に全職
:員

が創意と工夫を領けていきないと順ってい

る。以上の観点からこれまでのバズ学習の成

果をさらに深化. 発展させながら、 レくズ

学習と教育機器利用」との調和 と統一という
|::視点から従来の学習指導をより科学化して、

改善の究開に努めることにした。この研究過

程で、教育機器の導入をはかり有効適切な活

用によって、各 力々ヽ持っている特性を生かし
つつより高次元での指導を強化していくこと

:こ し■ゝ

主題にせまるために

(1〕 学習効果があがる子どもの側に立った課



o研究婦 は二社会t算数.道徳の二部を構

■茂:Jぞ 表業研究は各入■自を原lllと する。

i::理鷲T警:鰐維菫T量虚IL軍棟
・ を究明しなが ら共同研究テーマに違ってい く

ための研究推進 をはかる。

ィ  o全校的立場から各月の授業の視点を設定し、

それを踏まえ.展開しも視点_と のかなわり合

いで研究の深化をはかる。

4バ ズ学習 の基本的 指導過程

これはこそれぞれの教科における学習の基

本となりこ教科め性格や特質、教材内容や学

習のねらし`によらて弾力性を1も って変形され、

駆使されるようた考えている。

5研究の基本的態度

o授業研究に焦点をあても授業の中で子ども

の変容
:を
追跡し、:そのデータニを考察し授業

記録の集績に重点をおき進める。

○ 本板め基本的指導過:程  : :

含l意 ,工夫

備
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5実 践 の 中で こ1予算数I科 う●|

:  ´`:::i:ヽ 111 11 ti li fili:i::1:I「 :|

■o、都主題 :F集覇の場でひ‐と

'ひ
と,り の考えを

■伸ばす算数料指導法ゴ: :II,「 | ‐

菫.さ
務費概要 :「

11■
|11・ 11 :. :

二「算数の指導で、数学的考え方を伸ばす指導

:が特に強調されている。そのためには、算数

:1の 畢標 卜内容および指導法をよ:り よく改善す
1=る ことが必要であるよ1児 童たちの自主的・創
■選轟濃活動によって、数学的な考え方を伸ば

し,発見創造および論理的な力を孫な|には

「研究し、■うレ:夕 下ヽはならなごヽ問題かたく
.さ

～
ある=.零:::内容の明躍化し,:綿密な指導

11計画の作成、::教材
iの開発 .指導法のくふうな

ギ:夕,煮れつれる。時こゝ 児童の能力には差異が

・ あ:II.患考ら多様性がみられるので,個人の

ュ1羊力.適性に応 じて能率的に指導することが

1本切である3他方では,過経の中で、バズ学

習で期待される態度、景pち、子どもの望まし

,こ 人`間関係を意圏的に指導を強化していくこ

とを考えて1葉 くユ要さを,|´ その中に、近代
的教具である教育機器、も間 、1レ 算ゝ数指導法
の研究を推進することにした。

薄1の本硬基本遇華み羊
=二
事
=事

ニフ
ローチやァ`卜のパタ:■ シiを考fえ ている。

ち:=きモ:授業の中でのバズあ位置づけをゝ 本
時ゴi療に照ちこそ:‐

:そ れぞれのプロセスで学

:曇
翼 競 職 意 f麟難 W鷲 鱗

してぃく段階を、準備・ 中心・確認の中に組

みこむようにしている。

1埋澤:軍鯛難継驚島?:21露
置づ諄モtヽ ふ::∵・  ‐1‐・″11■ 11i l i

∵ つまう二斉嚢桑
`墨

体j経轟静二櫨
i入
と、

1集由とお轟菫口島場栗を
―
蘊姦じ::」ふ1り

・ふiり

の個性犠揮させるふた募ぶモttふ「
■・I

tt'∴
:課題

:Iこ

うtヽ そ十■
|ギ 111:|| ■

i:尭
董あ撃芳lil由

:L間
麓意識碁ξも恙題を

解決して:tt‐通違誌革驀者ら
'も'お

をふふ。こ
の性格・機能を十分た生かして児童が主体的

に活動できるように、'課題を与えること力秘

要である。

o 課題の内容が児童の考え方・知識よりも

高度す ぎると、手llmと 方向を見失うことが

ある。子どもの意欲を湧きただするために

は、どのような内容をFiム まら
:鵡

面で

。
提
薫畠1曹∬Lli:壼進″曇』」|:そ寺
どのように組織だでたらよて`懲1」

o 課題の構成1111‐装議恭拳結サ大きだと思

うが、児童あ意轟苺itt=たξ:あがょり価値
がある.し かし、低・中 :高 t・ltぃ ちょぅ

に構成できなぃ.課題の作成はいかにある

べきか。

(2)取 り くみ

教師を含あた児童対児童の相互作用 を深化

していくには、学習時における児童の活動量

を増し、網医学習の場を設定して、自分たち

の学習であることを意識させぅひとりひとり

を生かすことが大切である。 .1・
  ~

o 人と話し答うこと:と正三モ1‐ 1募 L違っ
た考え

子
が理解でき、1菫 人あ思考 五伸びて く

I:=｀ご憲奪就るあミ、をあ探花暮ずすめる議し

・ 靭」驚撃摯:?=ザ|の 1,千あ
,ベ

‐
3Fll量警ttt率嚢桑

:由直1‐活動の意轟男Lな

るがご
iタルニプあ編成にもいるL｀ろと蘭題

-6-



がある。編成の手順やリーダーの養成や役

割などをどのように配慮したらよLゃか。「
:

o 学習過程の中で,課題に対するパパの位

置づけや各段階の基本的発FE5や教師の補説

をどのように考えて準備すべきか。

(3)評 価 につい て

評価は、特に対人的な態度面について、評

価の基準・測定方法の準立t←努ゆ準,1欄際し

て評定するには.技術と時間が必要である。

短い時FE5に バズを観察することは,な かなか困

難で,観察の対象を計甲岬・目的坤11抽事し

て実施する必要がある。 _   :}
o 認知的な評価についてはも事前・事中・

事後テストによって実態を握んでいるが、

考え方についても視点を設けてまとめあげ

:ていくことが望まれる。

O 態度的な評価は,できるだけ用具や内容

を容易なものへと改善することが必要だろ

: ‐1 う。    |

「_o 態度面は.その一時間で培われるもので

はなく、長期的な観察を続けt徐 |々こ習慣

l 化できるように努めたぃが,その資料の生

かし方など十分でない。    i
o 個人思考を伸ばして、1く 年■卜個本ρ変

容をとらえることが大切だが、どのような

場面でどのような方法で記録す:ればよい力、

■o 自己評価・相互評価の内容 と位置づけは

‐ どうあるべ、きか。

(■ )難育機器の特性を年かした

実践上の問題点
機器としてンヽ 本硬FIも、

:ヽ主:と し

=Rハ
や

o事 Pを使用してし1る が、機器 :を 導入すれば ,

現代イじ事れた算数の輝導
に■ると|■ 11も ?で

はなぃ。機器の特徴 :?探作の仕方・使用法を

十分に研究してぃ目的達成のために,これを

用いるように心カミけoこ 蕉で`大切でをる。

o 学習指導の効率化をはかるためにぃ基本

過程のどこに機器を取り入れていったらよ

もり、機器の特性を生かした利用法を考え

ることが望まれる。

o RAは .児童の学習状況が数値として把

尋できtその事業から傾向を推察し指導の

: 手がうてる。.特に、下位児童の反応に心を

くばったり、フィードバ ックの機能を十分
考慮すべきであるLi  :   :
o RAで 応答をとらえる場合.選択肢の作riり

方が問題となるがごきまりきった思考範

囲の回答ばかりでなぐ
=:児

童の遮由な発想
が望めるような配慮が望まし、ヽ。rそ れを教

_響がいかに順序だてすぃあげてぃくかもそ

111:施轟麓よ:窮箪警

`I虚

驚〒。
■6:・OHPは二主体的な活:動も思考の深まり

,:が望めためヽ ::少 し授業申余祐がなかったこ

1:'と も反省|さ :サ:られぅので―下J用場面や構成
‐ 面を考えることが必要である。

(ら ):今後の課題
oiバ ズ学習の理念をふまえ「同時学習1の
原理を具現化しつつ。毎時間の思考過程を
ファーチ ャー トに表わし、よりよぃ基本過

:程、と改善 していきたし、

o‐ 教育機器でとらえた個人の数値的な反応

な バズでさぐりを入れて、柔軟な筋道だっ
た思考を育てる:そしセ集由あ■で.個が
のびていく:よ :ぅ に.個人の変容記録をとり
活用していく。  ● : : :

0 バズ警汚肇::`,う■■,:事ず鐸人が自分

[:i質菫醒i讐』れ纂]・

ことになろうr‐         ■

また、集団と集団のパ パセッションでい

っそう質的な深まりを求めさせることも必

要である。

o 観察した結果の活用が不十分だったので、

継続してまとめ蓄積して,今後の反省の資

料としたい。

か わ り に '|
現在.わたしたちは、個別化と集団イLO調

和と統一をめざした研究に取り組んでぃる。
その|と は.御人,,こ 集団の下体化なくして個
としての高まりは菫めそ .´ なぃし、個は集
団の中で育てられ、集饉を軽視しては学習の

成果は期待できないからである。
そこで、わたしたちは,学習の:し くみや流

―れを科学的にし、能率的にするためにバズ方
式や教育機器を考えだしも駆使してき

「

Lつ も
りである.し かし、研究と実践の積み重ねが

浅く、確信するほどの成果までには至ってい
ない。

今後も教科学習の中で練りあげられた子ども
の態度が、生活の中に生きて働く行動力にな
るまでには,どんな手だてを必要とするの力、
まだゝ未解決の問題が残されたいる:先輩

。同志のご批判とご指導を仰ぎたいぶ
-4-



一―ひとりもとりのこさないで、ひとりひとりを

できるだけのばすための方法を求めて一

兵庫県姫路市立城南小学校

永   井

1.学 校教育σう目標についてのと らえ方

〔学校教育 が要請される能力、学 力観 )

教育 目標 の定義

(人格性 )
/学校教育の目標

望`疲 しい学力・ 能力 )一
― ―(審 議 )

守

2。 学校教 育 目標

○ かけがえのないわたしたちです、

心をこめて学習しよう。

○ ノむや体の悪いところを直し、

気力や体力を養っていこう。

○ いたらなさに気づき、

感謝の′心を育て いゝこうハ

3.ひ とりひとりを生力す ことにつぃて

これらの教育目標が全ての児童に達成さ

れなければならないのであるが、ひとりひ

とりを生かすことについて今日、二点の歩

みがみられる。

(1)ひ とりひとりが311々 に学習する3(碁

ちこばれをなくするために一方法論的 ゝ

能力適性に応して個人の学力を量的に

とらえ、学級内の子どもをそれぞれの違

いでふるいわけ、個人差に応じて学習さ

せ よつ とする発想である。

C学 習の最適化 (完全な学習を目指し

てヽ

子 どもの学習環境や能力のような与

えられた条件の もとで、操作可能な学

習方法や時FElな どの側面をいろ棒ろ操

作することにょって最上の,効.果 (授業

の理藩睦デルヘの量的接近 )をあげよ

領 治

域

で

人

間

像

科 学 性 認知目標 農J造 性
―

―

´ ヽ
ゝ

人 間 性 価値目標 自 主 性
｀

｀ ｀ ヽ 、 、

社 会 性 態度 目標 協 調 性



りとするもの

a.教育工学 f教育機器による個別指

導のシステム ゝ

教育機器にょる一斉指導 と億別指

導 のシステム

b.学習のフローチヤー ト化 f授業の

システム化 )

c.ilI〕 :言:ξノ点

学習者が自分で考え、 自分でや

つてみることをはなれて、一定時

間に、一定内容 気 一方法に注入

し、 で きない状1饉 か らで きる状態

にもってい くことができたとして

も、それがひとりひとり生かした

教育 とは考えられない。

(21 ひとりひとり件個性に応 じた学習 fひ

とりひとりを伸ばすために一躍釣論的 )

学力差は認める
"ヽ

学習能力の高低 だ

けてとらえないで認識や性格のちがいを

考えた指導法や救材 を工夫す る。子 ども

ひとりひとりの認識鐘集圏の中で培われ

てい くものであり、 わからない状態か ら

さらにわからない状態 lFCも つて幹 く学習

によって、ひ とりひとりの思考が変容さ

れるものである。前者と比較すれば質的

なとらえ方 といえよう。

C思 考、創造性 をのぼす学習

C集団化の研究

a.学習集団の規範 を変革して学習を

集圏化する。

b.集団化のため集団技術なこまかく

用意し、子どもの活動を組織化して

実質的に有効な学習集団まで形成し

ていく。

ce両者の統合

集団技術 として整理されない実践

は一般化されず名人芸となる。また

集覇の価値的形成の方向と結びつか

ない集団技術は本来の意味で集団形

式にはならない。即ち、競争 を否定

して協同的な学習をしなければなら

ないことを認知して、協日的な学習

のしかたを身1/Cつけることが重要で

あり、理念と方法の統合 をはかるこ

とが必要である。

そこで本校では、

(3)ひ とりひとりの教育の進め方として

教育機器等による学習の価別化 と、思

考、創造性をのばす学習による個性化が

集鋼化の中でこ ひとりひとりを生かす教

育として統合されるべきであろうと考え

た 。

4.教育方法 として従来、放送、教 育

機器 1/Cよ る教育 をとりあげ、

設備の充実、指導技術の向上をめざして

とりくんできた。 しかしゝ 認無 態度の調

和のためには、次の点が反省点として上づ

てきた。

(1)学習指導の過程は、学習の仕方をも学

ぶ、方法、目的が考えられなければなら



ず、又、教師 → 児乳 児童 → 児童の  5。 そ こで教育方法、指導理念 として

相互作用の過程であり、その理念が生か   (1)実 質、形式、陶治を目ざし、探究的学

されなければならないb           習方法の導入をはかる。

(2)教育機器は相互作用の道具 として駆使   (2)教 育機器を効率的に活用し、 目標達成

し、先生 f学習者 )の機能の拡大、強化    への援助とする。

に役立たせ、集団の中で変革できるよう  (3)学 習と生活の一体化をはかるバズ学習

機器を使 うことが妥当である。        を基底にすえ相互作用の中で人間形成を

(1)教育機器使用の技術 と科学的知識によ    はかる。

って認知だけでなく態度 も治療して(個   (4)教 材精選、重点化、構造イ賦 をはかり

別イヒ 集団化 )い く目標達成へのシステ    課題を明確化することを考えた。

ム化を考えることが大切である。

(4)機器でできない醜 員「ち実証主義 (機

器 ヽには限界がある。

その点には学習法 ξ発見的、探究的手法 )

をとりいれてhく ことが大切である。

(5)子 どもが主体的に自己の個性を生かし、

授業の進行を学習者も知 り、評/igも 学習

者検証の立場で学習が進むことが大切で

ある。
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7.教 育 機 器 の活 用

全体計画にのうて、全領域■ 認無 態

度、価値の目標を錬成 していく中で、個別

に能力指導をすることも大切である。

又、学習中に検証場面で主体的に活用する

よう機器の総合的な活用をはかる。

8`ぉ ゎ り に

バズ学習を中核にぃ探究的学習をそこに

か り込みながら、学習指導を進め、そこに

効率的に機器の導入をはかつてきた、それ

らの活動の中で、

11)ソ フトの作成

(2)ハ ードの改善

等の問題点も明 らかになり、今後甕すまヘ

それらθ)充実、発展を期し、 よりょい実践

をはか り、各現場での先達となる役害」を果

したいと考えている。



集団の中で、ひとりひとりの学習が

1.私たちの求めている学 習指導

(1)学習指‐導の原理

O競 争 を教育方法の原理とせ貧 知 り

たいこと、やりたいこと、 認められたい

と思 つ心がいつでも、誰れにでも発動

できるように条件をととのえて、学習

させる方法を常に求めていな

C｀ 学習集題のなかでかとりもとり残さ

ず、ひとりひとりをできるだけ伸ばす

学習の場と方法・技術 をとり入れる。

○ 学習集団のなかで、ひとりもとり残

さず、ひとりひとりをできるだけ伸ぱ

す学習の場と方法・技術をとり入れる。

C義 主亀 倉1造性、協調性が養われる

学奮方法をとる。

以上のような基本的な考えに立つて、次の

ような具体的方法をとつた。

(2)学習指導のための具体的方法

C学 習するものは何か、中心課題は何

かを明確にする、そのために教材を構

造化し、内容を精選する。

成立するためσ)技術や方法を求めて

――一一すべての子どもが参神し、生 き生 きと学習するために 一二一

兵庫県姫路市立城南小学校

LL   ル軽        鶴1

は じ め 夕こ

今教育の現場 で最 も大 きな問題は
″
おち

こほれ密なくするために1■ どつしたらよい

つ√ ということである。授業の中で、すべ

ての子が、いな構きと学習するためには、

どんな指導方法をとればよいのか。

いき棒ことした学習、 一 子ども達が楽

しいといつ学習は、きびしい受験体制のレ

ールに乗つたのでは、生まれてこな棒。

せきたて教育、おいたて教育、まけるな教

育の中では、他人を敵と思い、友達をライ

バルに常に対立と競争の中で、 畿分だけが

よかつたうよい、他人の不幸や悲しみに大

いに抽手をおくる人間を作つてしまつ。

そこで私たちは、 もリー度
″
人間とはど

りあるべさか
″

を問いただし、人間教育 /JD

真の姿を求めて指導の根本とした。



@教 育機器の有効な利用と討議方法の

工夫にょり学習の個性化、個別化 をは

かる。

C 「小集団学習 fバズ学習 )Jを とり

入れ、学習集副の規範 と組織化 をはか

。 り学習の集団化をはかる。

2.い きい き とした授 業 を求め て

(授 業 の成 立 )

/

パ ズ学習

C 暁 見学習」等により思考力、倉1造

力をのばす学習過程を正夫し、学習の

パターンを学習させる。

慰
樹

構

品
岬
′‐―
―

の
　
の

材

題

教

課〓／／
／／

′

(1)バズ学習をとり入れて

今までの一斉指導が競争の原理に立つ

て、受験のために学業成績をあげ、多 く

σ)かちこばれなつ くり、学習に対する

″
不安

″
と

″
あさらめ

″
をもつょうな子

どもをつくつていた。

そこで、私達は児童ひとりひとりの学

力を高め、協力しあつて学習をすすめて

いくバズ学習をとり入れて授業の改善を

はかつた()_

内容 の精選

薯
~嘘

:~~―
―教育機器の利用

率    /
/

その中心 目標は、

o 学習集団の価値 をつ くりあげる。

集団にょって個人が高められるの

であるから、学習集団の価値を作 り

あげることが大切である。即ち
″
協

力するということが最 も大切なんだ

という目的 をもった集団、個人の畿

争より、みんなで助け合い、みんな

でカケ合わせることが、個人 を大切

にし、個人 を高めることになるとい

う、集団の価値基準をつくってい く。

思考力
創華性

|

発 見 学 習



o 学習集国の役llJを組織化するよ

ひとりひとりの学習を成立させる

ためには、ひとりひとりが活動し、

ひとりひとリカ∫役害Jを もつことつ`大

切である。先生から児童への一方的

な、一斉的な指導だけでなく、先生

と児童、児童と機の児童ヽ との間に

コミユニケーシザンがなければなら

4翼 し` 。

今まで、先生がしていた指導の要

素 一 特に相互作用を児童にかえじ

てやる。そして、児童が主人公にな

つて、主体性をもつて学習を進める。

先生がしていた説明、追求、発 FHZ

まとめなどを子ども達自身でするよ

うに返 してやる。 そのことによって、

全員が役害Jを もっ て、いさい なと活

動する。

すなわち、先生 と児童、児菫と児

薫の相互作用が一層充実 したもC7Dに

t幼 教材を構造化 し、内容を精選 ― 中心

課題の明確化 ―

何を課題にするかによってその目標の

達成度がちがってくる。

目標達成のためにどう教材を配列したら

よいか、叉課題の内容はどりする力、

このことは、教材の構造化、内容の精

選によって、効果的な教材を取捨選択し、

関連づけが行われねばならない。学習内

容を本質
PFtせ まるものにしていくことが

教育機器の効果も一層高めることにもな

り、授業の内容 も充実した ものになる。

(3)教育機器の効果的利用

⊂)機器利用の基本的立場

機器は先生 f学習者 )鉛 道具である。

機器が先生や指導者lFtは ならない。人

1場 が先生 f学習者 ｀であって、機器は

先生ではない。機器 ll■ あるからft~う の

ではなく、学習している時今までのチ

ヨークや黒板では、どうにも考えられ

をい、伝えられない、主体的に動 くこ

と がで きない是非必要なんだという

時に使う。機器は先生 (学習者 )の機

誰を拡大してくれるものである。その

機能もすべてではない、 ある1部の機

能である。特に
″
伝える

″
という相互

作用の働 きは最 も拡大できる機能であ

る。

② 機器不U用 とバズ学習

前述のよりに機器は、先生 (学習者 )

の道具である。現在、 よく使用されて

い る教育機器は、 OHP、 VTR、

TV、 スライ ド、隣写磯 である。

これらの機器は、情報提示 (伝 える )

犠 重 ――I検藤

|ゝ〔|)
等  : ぐ   /

プ レ

´



と換 う働 きが最 も有効である。 認矢爾釣

轟標達成のために使用することが最 も

有効であるが、態度的 露標達成のため

σp過程における、行動、意志の伝達な

どの機能 を拡大するためにも大ねに役

立つ。それは相互作用の道具 として使

l璃 することである。

人瞬鋼係を深めることをねらったバ

ズ学習にお椰ても、相手に考えや意志

を伝える場合、言葉だけでな く、鱗像

と音声の両方を使 9こ とによって一層

ご
｀

学習指導過程 と機器利用の場

相手に意志が伝わ り人 FHD関係もますま

すよくなつてい く。協力、協調性 も強

いものになつ てい く。機器は、冷た松

ものであるが、冷たい機械 を使っても

人間関係が冷た くはならない。

要は、機器が先生 (学習者 )の機能

f伝える )を拡大t FJ■化 して くれると

い う特性 をしっか りつかみ、 こオl´ を相

互作用の道具としての利用の仕方を考

えることつヽ 機器の調和的利用 と考え

ます。

学習指導過程 機 器 利 用 の 場 主な機器

構

　
　

　

　
　

　

り

‐「‐‐‐‐

成

くみ

学習効果の判定評価

課霧構成のヒント

課題翁提示

課題の確認

OHP
VTR
TV
SL
AN

o 資料の提供  o フイードバツク

o 方法の提示

o 情報の伝達 (イ臥 グループの話缶 〕

o まとめ    o 補足、修正

OHP

VTR

TV

SL

学習の理解駆

学習の参加度

学習の進愛

AN

OHP(ォ ーバーヘッドプロジエクター )

TV(テ レビ)  SLfス ライド映 写機 )

VTR(ビデオテープレコーダー )

AN〔 アナライザー )



④ 実践例 → 万」 紙

3.問 題 点 と 今後 の課題

(1)機器を相互作用の過程の中でどこに位

置づける力ゝ

(2)機器の特性と効果的利用

限界
([言[]〔riヶ _シ ョン

(3}機器の整備、充実

(4)色々な障害にょってとりこぼれている

子 ども達にどう機器 を有効に使っていく

力ゝ



「

―
‐

実 践 例    4年 理科   単元名  温 度 と空 気 や 水 の

目  標   あたためる湯の温度のちがぃにょってフラス コの中の空気は ど う変夜

ひと りひとりの考え を深め、 みんなで正 しい考え にしてい く。

展   開

時 間 学習過程 学 習 目 標 教 師 の 活 動

分

1傘 分

15分

35分

40分

45分

導 入

課 題

予 想

一幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
一　
　

，‐‥‥‐
‐
‐‐，‐―
―
‐―

恭数

―
‐
‐

‐
‐
‐
‐
‐

一
申

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
　
　
　
　
　
　
　
考
　
　
　
　
　
級

実験のめあてがいえる。

予想をたてる。

実験の しくみが作れる

実験の順字がいえる。

実験の役害Jを きめる。

ふえた空気の量を正しく測定

する。

あたためる温度と空気のかさ

の変化 を表にする。

織定値から空気の性質の特徴

がいえる。

1.前時の学習から課題を確認させる。

2。 あたためる湯の温度のちがぃにょ

つて、 フラスコの中の空気はどの

よりにかわつてぃ くだろう力、

3.実験方法 を話 し合わせる。

0準 備 物

o'贋  亭

0 役   害J

O 気なつけること

湯の入れ方

温度の測定

フラスコの甕わりに湯を入れて空気

のかさを測定させる。

o 湯の入れ方に気をつけさせる。

測定した結果を発表させる。

湯がひえていく途中の試験管中の空

気に注目させる。

実験からわかつたことを発表させる。

次時の問題 を知 らせる。



ふ くれ 方

1し てい くか定量的に調べる。

AN(確 認 )

OHP

T P8

0フ ラスコ

oゴ ム栓

0温度計

0水 そうf2)

0ビニール管

0ま ′■9びん

0竹棒  0試 験管

T P2(実験方法 )

AN(参力露度 )

認豪用紙

TP留 シート

(記録 をシー トに書 く)

AN(進 行度 )

T P3(ま とめ )

(グラフ )

0 本時学 習のめぁてをきめる。

o 各人が問題をたしかめる。一一―

予想をたてる。 一一―_~~~~―
3 湯の温度が高 くなると空気のか

さもふえるら

。 あま りかゎらない。

・ 低いとぁま りふえない。

発表する。 一 ― ― _~~ ~~―

実験方法を確認す る。 一一―一~~|

・ 必要な器具の名前 をいぅ。

・ 実験の順序n

` 役割 をきめる。

0 器具 をととのえ装置 をつ くる。

0 実験をはじめる。

側定 した ものを表に記入する。一一―

自分の役害Jを果す。

各自でわかったことをノー トにする
° まわ りの湯がひぇてぃ く時、試験

管の中の空気の量に気をつける。

まわ りの湯をぁっ くすると空気のか

さはふえ てぃ く
^__一 ― グループ

・ まわ りの場がひぇてぃ くと空気の

かさはへる.

水につぃて同 じ方法で調べる。

――個人 → グループ

→ 全体

~0他
へ → グループ

グループ → 全体

グループ

o l人 が必ず役目をもつ

o 協力ができるよぅに責任

をもたせる。
~― ―一 グループ

~― グループ

0 安全に実験 を行う

o それ熱 唯 Jを課けょぅ気
つけ一―一個 人

0 す ぐ変化はあらわれない

ので適当に指示

0 まわ りの湯がひぇた場合

はあたためるよりはっ き

りしないので特 に注目さ

せる。

児 童 の 活 動 指導 上 の 留意点
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理科授業におけるOHPの効果的な活用
―― とくに先行経験を生かす授業展開における活用について 一一

愛知県春 日井市立東部中学校

1。 1ま しめ に

OHPを 活用して効果的な授業展開をしよ

うとするとき,従来,OHPの 特性を生かし

た情報提示としての活用が多 くみられた。そ

して, OHPの効果的な活用についての研究

も,いかにして鮮明でわかりやすいTPを つ

くり提示するかという「 TPの作成技法」が

中,いになっていたょうである。

しかし,今後は,単 なる資料の提示のみで

なく,生徒を主体的に学習活動に参加させた

り, ひとりひとりの生徒の反応を的確にとら

えたりして,指導法の改善に役立つような0
HPの活用を考えることが大切であると思 う。

理科学習は,駅 なぜ?" “どうして?"
《へんだな?" "おかしいな?"と いう素朴

な疑問から始まることが多い。そして, この

疑間は,自然現象に対して自分がもっている

経験の範囲内で処理しきれないときに生まれ

るものである。

したがって,生徒に疑間をもたせ,そ れを

学習課題として意識させるためには,ひ とり

ひとりの生徒の先行経験が生かされるような

問題の提示のしかたや場面の設定を考える必

要があろう。

そこで,OHPを 活用 したプリテストを実

施し,生徒の先行経験を調べ,そ の結果を授

業展開に生かす授業を考え, こうした授業が

効果的かどうかを研究してみた。    ‐

2.先行経験を生かす授業展開の基本型

先行経験を生かす授業の基本的な指導過程

として,つ ぎの 3つの過程のサイクルとして

とらえた。
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① 準備過程 (導入)

新たに直面した事実と既有の経験 との間

のズレを主体的にとらえ,自 らの問題とし

て探究していこうと意識することができる。

② 中心過程 (展開)

その問題を解決するための方法を考え,

これに必要な情報を収集 し,一般化・法則

化ができる。― (問 題の解決)

③ 確認過程 (整理)

授業をとおして何がわかり,ま た, どん

なことがわからないかを明らかにすること

ができる。一 (自 己評価)

この基本的指導過程を表示すると,つ ぎの

とお りである。        i

〔 〕内は,生徒の反応)

過 程 基本的指導過程 指導上 の留意点

準 備

(導入)

中 心

(展開)

確 認

(整理 )

(予  想 )

(実験計画 )

(実  験 )

(あ 現♂逼)

(考  察)

(次時、)

(ポストテスト)



5。 プリテス トの問題の作成につもヽて

テス トのねらいが単に生徒の知識・理解の

程度を測定するだけのものであるならば,‐ 単

元末の評価問題や市販のテス ト問題で代用す

:る こと,も できようなしかし,そ のテストによ

って,ひ とりひとりの生徒の先行経験を調べ

その結果を授業に生かしていこうとするため

には,綿密な教材研究に基づいたいわゆる「

よい問題」を作成することが大切である。

問題を作成するための教材研究の下般的な

llF序 として,つ ぎのように考えている。

……その教材 (ま たは分野)

の基本的概念を明確にす

. る。

……基本的概念をふまえて,

単元ごとの学習目標を明

確にする。

…… 1時間ごとの学習目標を

action verbを 使って表

現する。

……分割目標を生徒の反応を

予想して問題形式で表現

する。 (TPの作成)

e・ …目標を達成するための課

題を授業を成立させる諸

要素を考慮してとり出す。

…… 1時間の授業課程の中に

課題を位置づけ,授業を

くみたてる。

4。 授業実践による検討

(1)単元,植物は, どのように栄養分を得

ているか。

(2)単元の目標

① 植物のからだのしくみを, その生活

と結びつけて考察できるようにする。

② 植物は,光合成をして栄養分を得て

おり,光合成をして生きていくための

からだのしくみがあることがわかる。

③ 光合成をするためのからだのしくみ

を手がかりにして,水中に生活するも

のと陸上のもの,その中間のものを比

較しながら説明できる。

(3)単元の指導計画 (4時間完了)

第 1次 一ヒメジョオンやオオバコの生活

と植物の成長のもと (2時間)

第 2次一水中で生活する植物 (1時 FR3)

第 3次 ―湿地で生活する植物 (1時間)

(4)生態の実態

授業に先だって,植物とくに野草につい

ての生徒の認識を調べた結果は,下表のと

おりであった。この調査結果からみて, ヒ

メジオンやオオバコなどのありふれた植物

でも,よ く知っている者は

“

%程度で,ゼ
ニゴケについては,わずか 6%にすぎない。

これは,野草に対する興味や関心が強 くな

いことにつなが りがある。

したがって, この単元の授業展開におい

ては,野草に直接ふれさせる機会を多くも

つような配慮が必要であろう。

(5)第 3次の指導

① 目標 コケ類も光合成をして養分を

つくり,生活 していくためのか

らだのしくみがあることを説明

できる。

② プリテストの問題

《湿地で生活する植物≫
13∠

乗聾軍な掃彙百二言璽雷l∬象永[:1画 T「:l
②  か ら だ 全 体 で 水 を 吸 収 で き る し くみ に な っ を R電 甥ゝ

8]:唇 [Z革こ二I:量 :源写↑二霞[[11:き手|:

28 :][3ラ

[『当:[な要 {i:→

41

38[:i:う

〔[:看予讐「堡liili:こ
1[別

が
8 蚤事ゴ写lilま根季璧〒糞帰畠読ふ菱?馨[1ダ

ある。

-2-

基本的概念

1:
目 標



③ 学習過程

学 習 活 動   1 指導上め留意点・評価
○プリテス トを行な う。
・ 挙手により集計する。

○ソウ類の生活について復
習をする。

00HPで 問題を提示し,解
答用紙に記入 させる。(ボ ー
ルペン使用)

・ 問題の意識化ができたか。

○水中の植物では,水を吸収
するしくみは特に必要がな
いことをおさえておく。

○コケの生活場所について
話し合う。

○ゼニゴヶとスギゴヶのか
らだのつくりをしらべる。

○養分のとり方について話
し合 う。

1 鯉昌ξ[讐ぴつ覧?F'ら買雫
Oゼ ニゴケやスギゴケは知 ら

おくように指導 してお く。

○班 ごとに準備 した標本によ
つてコケのか らだのつ くり
をしらべ させる。
・ 観察 ノー トの記録は正し

くで きているか。

○コケ類 も,光合成をして養
分を得ていることを推論さ

1, せる。
°ず―ストテストをおこな| 。こあ時間で何がわかった
う。         |  かを自己評話き薔乞。

ソウ類には,根がなくでτ戸光合成をして生
活できるのはなぜか。

ゼニゴケやスギゴケは, どこにはえてぃるか。

ョケのからだのしくみを調べよう。

脅得ているか。

④ 授業の記録

T。 本時は,「植物は, どのように栄養分

を得ているか」の4時間目ですね。まず

プリテストをおこないます。

1露黒lttfT良 3環唇冒會量「
解答

|

T.で きましたね。では,集計しますか ら

手を高 くあげてください。

T.ゼニゴケの生活場所について,答 えが

2つに分かれているが, どちらが正しい

だろうか。

Plゼニゴケは,コ ケのなかまだから, 日

かげにはえているのが正 しいと層tう 。

P2いつも湿っているところならば,日 あ

た りがよくてもはえていると層tう 。

P3日 あた りがよい方が光合成に適 してい

るから,コ ケがよく育つと思います。

T.では,実際にはえているようすを観察

してみよう。中庭に静かに移動 しなさい。

(2分間で,池のまわりに移動)

P4わ ~あ ,た くさんはえているなあ。

P5傘みたいなものがついているよ。

P6石のかげやさつきの下の日かげにはえ

ている。やっばり,予想 どうりだ /。

P7 このあたりは,ゼニゴケが枯れている

P8ス ギギケは,乾いたところにもあるよ。

T.教室にもどって,ゼニゴケとスギゴケ

のからだのしくみを調べてみよう。

T.コ ケは, どのように養分を得ているか。

P9か らだに葉緑素があるので,光合成を

してつくってしヽると思つ。  :
T。 光合成には光が必要だが,ゼニゴケ‡ム

なぜ日かげを好むか。

以 下 略

⑤ 授業の反省

本時のヤマ場への追 りかたとして,つ ぎ

の 2つの過程を考えた。そのひとつ|ま ,ゼ
ニゴケがはえている場所を予想 させ,それ

を実際に確かめさせることであり, もうひ

とつは,ゼニゴケがなぜ日かげを好むかを

からだのしくみと結びつけて考察させるこ

とであった。

そして, このヤマ場への迫 りかたが,本

時は,実にうまく展開できたと思 う。

≪本時の評価マトリックス≫
① ②
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漑 茉 蝠予 綽瓢

・ スギゴケは,ス ギの本のような形で,

根 。茎 .葉の区別がある。

●ゼニゴケは,か らだがうすべ らで,細
い糸のような根がはえている。

・ どちらも,か らだに葉緑素がある。



本時の展開を成功 させた最大の要因は,プ
リテストによって生活場所に関する問題意識

を持たせたことと,そ の解決のための観察場

所が教室の近 くにあり,授業展開の過程で実

際に観察させたことであったと思われる。

5。 研究のまとぬ

「先行経験を生かす授業展開」というサブ

テーマのもとに,OHPを 利用したプリテス

トによって先行経験を調べ,そ の結果をとり

入れた授業展開を試みてきた。この方法が効

果的であったかを反省し,ま とめとしたい。

(1)OHPに よる問題提示について

プリテスト問題の提示は,単元で 1～ 2

回程度のことであるならば,わ ざわざOH
Pで提示 しなくても印刷した問題を生徒に

配布してやることもできる。しかし,毎時

間ごとに問題を印刷するということになる

と至難なことになろう。これに対し,OH
Pによる提示は, 1枚のTPを作っておけ

ば,そ れが全クラスに使えるので,時間的

労力的に節約ができ,継続が可能である。

(2)問題作成のための教材研究について

授業展開に生かすょうなプリテスト問題   :
の作成のための教材研究は,教材内容を見

直し,教材の構造化をはかる機会になると

ともに,授業の組織化につながった。この   |
結果,「ぜひとも,○○をわからせよう」

という意気ごみで授業に臨むことができる。

ようになった。                |
'(3)基本的指導過程について         |
: 理科学習における探究の第 1歩 は,問題

の意識化にはじまる。準備過程において実

施したプリテストは,生徒ひとりひとりに

問題を意識化させ,学習意欲を換起させる

ために効果的であった。また,授業のまと

| めに実施したポーストテストは,授業で何

がわかったかを自己評価させ,主体的に学

習にとりくませることができた。

(4)態度目標の自己評価について

| わたしたちは,毎 日の学習指導で認知的

な目標と同lleに態度的な目標の達成を目ざ

して授業をすすめてひる。しかし,認知的

目標の評価に比較 し,態度的目標の評価が
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少なかった。そこで,学習に最 も必要だと

思われる態度をTPにかいて提示し,自 己

評価 させるようにした。この結果,学習の

準備や学習への参加において好ましい方向

に変ってきている。

6.お わ りに

教育機器をとり入れた評価の実践研究の多

くは,VTRや OHPと アナライザーの併用

の形でおこなわれている。ところが,本校に

おいては,VTRも アナライザーの設備 もな

いため,OHPと 挙手によって生徒の反応を

とらえ,そ の結果を授業展開に生かそうとし

たのがこの実践研究であった。

個人の解答を挙手によって調べることに対

して,「まちがった生徒は,恥かしい思いを

しないか」とか「手をあげない生徒ができは

しないか」などの心配があった。が,実際に

やってみるとほとんど抵抗がなかった。

このわけは,本校がバズ学習にとりくんで

いて,毎 日の学校生活の中で,「質問は, ク

ラスの宝」,「わからないことより,だまつ

ていることが恥だ /」 といった学習に対する

基本的な素地が生徒にできていたからであろ

う。

OHPと挙手による即時即価や自己評価の

方法は,そ の気になれば,だれにも活用でき

ることであると思 う6と ころが,個々の生徒

の反応を記録し,評価のための資料として毎

時間記録し,蓄積する作業は,教師にとって

相当の負担であり,至難なことである。この

点で,OHPと 挙手による評価にも,や はり

限界があると思われる。

足問題点≫

① この先行経験を生かす授業展開の基本

型は,第 1分野でも有効か。

② 評価マトリックスをどう生かしていけ

ばよいか。

③ OHPの活用をさかんにするには, ど

うすればよいか。



∫電2。 復
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第 10回 全国バズ学習研究集会

自主的な学習態度り育成をめざして
ノJヽ 集団活動による短学活の実践的研究 一一一一

愛知県春日井市立知多中学校

は し 1カ に

日本の教育は、いまその荒廃 と危機が多 く

の人たちから指摘 されている。その中で、最

も注 目されることは、生徒の教師に対する不

信感である。

その原因 ,ま 、複雑な社会状態にもよるが、

われわれ教師 が考えなければな らない分野 も、

少なくない。そのずつに、学習形態の問題が

あると思 う。

いつでも、特定の生後 だけがち学級の大多

数の代弁 をつ とめることによって、学習が進

め られ、一言も発言できない多 くの生徒まま無

視 されゐとした ら、通れ らの生徒 ,ま 、学習意

欲を失 ってしまい、教師に不信の念をいだく

のは当然であるう。

生後から信頼 され、生徒ひとりひとりを生

かす量のかよった教育を行 つためには、いま

一度、学校教育の本質 を考え、死角をおぐり、

問題 をとらえ、通れ を検討 し、ひとりひとり

の生後が向主灼 。積極的に、主体性をもちな

がら、成長 してい くような指導 をしなくては

な らない。

その例実な願レヽを、少 しでも達成するため

に、本校は、バズ学習をとり入れることにし

たのである。

初年度は短学活に、 2年 目からは教科指導

にもとり入れて、すでに4年 目。ようやく、本

校にも、バズ学習が定着してきたように思う。

教育は、教師と生徒、生徒同志の間に望ま

しい人間関係ができていなければ、その成果

は望めない。教師と生徒との心の疎通、生徒

同志の信頼と友情で結ばれた凝集力こそ、自

主的・積極的な協調 0協力によって、問題を

解決していこうとする態度育成の根底となる。

そのためには、学校でのあらゆる教育活動

の場で、適切な指導 がなされなければならな

いことは当然であるが、本年度は、再び初年

度にかえり、短学活に焦点をしぼることにし

た。短学活こそ、生活指導・ 学習指導のかな

めであり、その充実は教育目標達成への最大

の基盤と考えるからである。

量 短学活の充実をめざして

1。 短 学満 の意 義 とバ ズ 学 習

短学活は、学校生活 1日 の出発であり、ま

とめである。また、教科を離れて、担任と生

徒との「心のふれあい」の場でもある。以下、

短学活の充実へ と試行錯誤した実践経過であ

る。

(1)l学 期前半の場合
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上記のがターンをふまえて、短学活を行い、

はじめに、次のような問題が出てきた。

O 生活反省の話し合い、それに基づ く班

ノニ トの記入が形式的・表面的であった。

O 生活反省が翌日に生かされなかつた。

これらは、生徒が短学活の目的、必要性を

まだ十分に理解してなく、生活面での班活動

も目的意識が低く、パターンにのって流れて

いるだけであった。この観点から、改善すべ

き点をあげて、後半にのぞんだ。

0 反省は班員の協力、到達目標を軸に

O 教師による班ノー トの紹介

0 教師の積極的な班活動への参加

0 生徒に班活動の良さの追体験

② l学期後半の場合

改善点をふまえ、次のように実践した。

ア.効果のあった点

・ 班ノー トの内容が深まってきた。

・ 話し合いに目的意識が生まれ、や

や活発になってきた。

イ.残 された問題点

・ 生活反省が形式的・表面的である。

・ 生徒の短学活の目的、必要性に対

する理解が増すも、不十分である。

151 2学期前半の場合

1学期の問題点は、生徒の短学活に対する

目的意識の低い参加、パターン定着によるマ

ンネリ化と共に、教師の短学活、バズ班に対

する指導姿勢の再考を含んでいる。

O 短学活の内容、パターンを流動的に

O バズ班に対する再指導

○ 短学活の意義、必要性の再認識

○ 教師の計画的な指導

我々は、短学活について、細かな技術方法

論から出発したが、結局、短学活の意義とそ

れを支えるバズ班のあり方を生徒 と教師が再

認識し、そのあるべき姿を共に見つけ出して

レヽ くことが肝要と考える。

2.班 編 成 と班 長 指 導

班編成・班長指導には、いろいろの方法が

考 えられる。本校は、まだ暗中模索の段階で

あるが、少なくとも、一年生の入F電期で、班

編成の意義、班長の役害1等について充分理解

させる指導が必要であると考える。

(1)班編成の方法

ア.教師中心

・ 班長、班員 (教師 )

・  班長 (教師 )一)班員 (抽 選 )

0 班長 (互選 )→ 班員 (教師 )

・  班長 (教師 )→ 班員 (班長 )

この方法は、教師が指導しやすいという利

点はあるが、生徒たち自身のつくったものだ

という意識に乏 しく、教師への寄 りかかりや

責任転嫁もあらて、 とりくみの意欲に盛 り上

がりを欠 くきらいがある。

イ.生徒中心
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（
２
０
分

）

・ 健康観察

・ 生活の出発

連絡二係、週番、議員から

班活動一学習、生活目標の決定

・教師連絡

帰
り

（
３
０
分

）

。生活の反省

班活動一班ノー ト、反省発表

学級討論一問題点の討議

・ 学習

教科連絡―各係から

班活動一復習、家庭学習の計画

・ 教師連絡とその他一合唱、訓話



・ 班長 (互選 )→副班長 (班長 )→班員

一班の班長より1買に指名、または名簿

1 1買に,好 きな班に入る。

・ 班長 (互選 )→班員 (抽選 )

・ 班員 (抽選 )→班長 (互選 )

1班長互選の問題点としては、班長が固定さ

れやすく、馴れ合いムー ドにおちいりやすレ、

この場合は、班員同志もまた、できるだけ固

定 しないような配慮が必要であるg特に、行

動面に問題のある生徒など、特殊な生徒が集

まることのないよう、最終決定は教師の責任

においてなされなければならない。

班編成は教師が決めるよりも、生徒にやら

せる方が結果的によいように思 う。生徒は教

師以上にかくれた面もよく知っているので、

生徒の中から、委員を選び編成させれば、す

ばらしい班ができるのではないかと思う。こ

のように、いろいろな方法を繰 り返すことに

よって、班編成がスムーズに行わ:れ る。

しかし、どんな方法をとうても、最終的に

は、教師の承認が必要であろう。

0 班長指導

ス 全体の場での指導

[ふ  班編成の意義、班長の役害J、 班の協力

体制等について指導する。

e ある事象 をとらえて、常に、班長なら

びに班員を指導する。

イ。班長のみ集めての指導 (班長会 )

・ 班長としての自覚の喚起

・ 学活への原案作成

0 学活での決定事項の具体化と実行の指

導

・ 相互批半J・ 相互援助・活動総括

班長会によって、学級内の人間関係、諸間

題等を知ることができ、学級経営上有意義で

あると思 うが、反面、特権階級的意識を高め

人間関係の上からも、あまりよくない面もな

いとはいえない。

班長指導は、ある事象をとらえて、その都

度適切な指導 をすることが望ましいと思 う。

なぜならば、班長 を育てることと、班員を育

てることとは、同 じこ とであり、同 じ場面で

指導がなされるべきだと考える。

今後は、特別に班長会をもたない方向で指

導 をしていきたい と思 う。

3.復 習 バ ズ の実 践   ‐

本校における復習バズは、その方法におい

ては、学年により多少異なるが、自主的学習

態度の育成・既習事項の定着化・効果的学習

方法などをめざしている。

本校では、 短学活を通して、「生活」と「

学習」の両面を考えているが、その中で、学

習面について述べれば、次のようである。

(1)方 法

ア.1日 の学習内容の復習バズ

・ 全教科を一通 り復習する。

その日に学習した教科の教科書とノー ト

を机上に出し、時間害1に したがって、班

で疑間点を話し合って復習する。

。 特定の教科 1,2に絞って復習する。

その日の学習でわからなかったことの多

い教7‐
ilについて、班で話し合って復習す

る。

イ。発展的な復習バズ

・  既習の題材・単元ごとに、疑間点を出

し合い教え合 う。班内で解決できない時

は、全体の場でやれる者が指導する。学

習係がその補充に練習問題 をプリントす

ることもある。

121成 果

ア. 1日 の学習内容の復習バズ

ー 3-



ズでの評価の基準 として進めたい。

0 相互学習による理解の深まり

● パターンのマ ンネ リ化を防 ぐために

流動的に とらえるとはい うものの、パ

ター ンをふまえてか らの問題ではない

か。います ぐ流動的に考えるべきか。

・  全員 に班長をや らせるとい うことと、

班長はある程度の リーダー的要素が必

要であるとい うことの矛盾を、 どう解

決 したらいいか。

● 班長にどこまでの仕事、責任を求め

て い セ` の か。

・  集団にとけこめない生徒を、集団に

弓|き 入れるには、 どうすればいいか。

e 個人差のある生徒を、どのようにす

れば参加度を高めることができるか。

本校における短学活の研究は、まだ入口で

迷い続けているといった段階であり、問題は

進歩はありえない。

今後とも、実践 と研究を積み重ねて、教師

・ 相互学習によって、疑問点・未消化の     学習方法の追究

点が学校内で解決できる。

・ 教えぅ者は教えることによって、すき  Ⅲ 問題点と今後の課題
間を埋め、わかつたという確信を得る。

イ.発展的な復習バズ

・ 既習事項の要点を整理することの弱い

者には、参考になることが多い。

0 学習係にテス ト前の予想問題という形

で、補充問題を作らせると、全員が積極

的に参加し、質問もよくでる。

勧 運営上の問題点

・ 集団が未成熟だと個人差が前面に出て

学力の低い者は、取 り残される恐れがあ

る。

0 復習の仕方には、いろいろの型があり

教科により、教材により、その型を自由

に使いこなすまでには、かなりの指導が

必要である。

・ 不適当な課題は、一方通行になったり

参加度 を低下させる。

141 Fn5題作成上の留意点

0 問題の難易度を考慮させる。

0 記憶学習を中心 とした単純な問題は、    曲積している。

参加度が高 く、有効である。          指導技術からくるもの、人間関係の未成熟

0 多面的な考えが出るような問題が作ら   からくるものt態度形式の欠如からくるもの

れるように指導する。 など、やはり、教師の指導の問題に帰着しそ

・ より多 くの生徒に興味を持たせ、参加   うなものばかりである。

度を高めさせる指導をする。 (例えば、     これらの問題も、われわれさえ、意欲的で

英語の簡単な物語を和訳させるなど。)    あれば、それはまた、実践や研究によって、

15)今後の方向 解明されてい くことになると思う。

今までの結果を反省し、次の三点を復習バ    教育すなわち研究。研究のないところに、

・ 意欲的な学習態度の育成 と参加度の向   も生徒も、バズ学習に対する確かな自信を持

上

・ 広範囲の既習事項を整理 し、理解する

つことこそ、最大の課題であると思 う。

-4-



3:学級集団づ く移J

ｏｒ　
　
　
　
　
　
　
酔



第 3分 科 会

厖 所 属 職  名 氏 名 備   考

広島 安浦中学校 校  長 曲 綬   正 助言者

愛知 知多中学校 伊 藤   浩

長崎 銭座小学校 教  頭 荒 木 真寿男 司会者

愛知 千両小学校 教   諭 丸 山 正 克

兵庫 豊富中学校 田 中 知 久 提案者

兵庫 安室小学校

愛知 中部中学校 山 口 轟 伸

広島 竹原申学校 袖 木 靖 徳

二重 鈴峰中学校 上 原 史 行

二重 三瀬谷中学校 杉 尾 茂 樹

兵庫 斑鳩小学校 井 口 恵 子

兵庫 城南/jN学 校 山 本 百合子

高知 野根中学校 亀 谷 哲 夫

吉 良 義 宏

村 中 建 一

浜 田   公

〃 森 尾 昭 博

高知 奈判利小学校 小 山 嘉 信

萩 野 良 造

20 愛知 師勝南小学校 足 羽 富 枝

愛知 柏原小学校 森 川 真 澄

22 愛知 坂下小学校 田 中 秀 幸

23 愛知 知多中学校 梅 村 百合子

24 武 山 春 雄

愛知 高森台小学校 木 立 英 嗣

26 愛知 松原小学校 今 泉 すみ子

27 愛知 篠木小学校 伊 藤 悦 子

28 大 澄 孝 子

29 栗 田 美知代

30 愛知 鷹来中学校 松 岡 節 子



彪 所 属 職  名 氏 名 備  考

愛知 双峰小学校 教 諭 村 上 逸 朗

32 〃 品野中学校 福 岡   明

33 〃 高座小学校 土 屋 正 広

34 中 西 勝 広

35 〃 中部中学校 堀 内 千恵子

36 〃 東部中学校 佐 善 康 郎

長谷り|| たつみ

38 塚 本   昇

39 奥 村 富美子

40 古 村 真佐子

奥 田 祥 子

〃 松原中学校 加 藤 惇 子

43 広島 豊中学校 小 島 秀 彦

44

45

46

47

48
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第 10回全国バズ学習研究集会

個をいかす班活動と学級経営をどう結びつけたかg

兵庫県 姫路市立豊富中学校

1。 はじめに

播磨工業地帯を南に望んではいるものの、

未だに田園の残っている地帯に、校区が位

置 している。農家といっても、兼業が多 く、

70～ 80%の家庭が、何 らかの意味で共稼

ぎをしている。このような家庭、社会環境

にある生徒たちには、次のような精神上の

傾向が見 られる。

(1)学習において

ア.意欲に乏しく消極的であり、自分で

考えようとしない。

イ.計画性が少なく、倉J造力、思考力に

欠ける。

ウ.不必要なことはしゃべるがt論理を

ふまえた発言は少ない。

工.質問はもっているのだが、発表 して

つきつめることをしない。自分の思っ

ていることを、自分のことばで発表 し

ない。

オ.授業中に質問せず、授業後に個人的

に質Fn5に くる。

(2)行動において

ア.自主性、協調性、忍耐力に欠ける。

イ.積極的に改善していこうとする意欲

に乏しい。

ウ,何事においても、教師に依存し、指

示されないとできない。しかし批判す

ることは鋭い。

工.目先をみて打算的に行動する。生徒

自身による活動行動が少なく、学級役

員は、下定限度の役割しか果たさない。

オ.個人の問題を全体の問題 としてとり

あげ、解決しょうとしない。ややもす

ると、金銭、物品で解決しょうとする

傾向がある。

力。グループ活動が未熟で、話し合いが

うまくい力>な い。

以上の傾向は、この地域の風土か らうま

れてきたものであると、同時に、われわれ

教師集団の責任でもある。したがって、す

べての教師たちの同意を得て、「生徒の主

体性、自主性を育てる。」ことを、目標に

したのは、 3年前であった。以来、この目

標をかかげて実践しており、本年度は、特

に「ひとりひとりの学力を伸ばすことを、

助けあう仲間づくりのなかで、実現する。」

ことを目標として、実践している。

2.望ましし珠瓢 を誦婦
｀
るた紅

(1)集団形成のねらい

ア.望ましい個人は、望ましい集団によ

ってのみ教育される。

イ.落 ちこばれをなくするためには、支

えあい、励ましあい、教えあう仲間が

なければならない。

ウ。ひとりひとりを伸ばすということは

すべての生徒が集団のなかで、伸びる

ことによって実現する。
工.生徒の個性は、仲間との触れあいに

よって伸びる。

オ.人間形成は、学級における人間関係



や集団と集団とのかかわりの中で、お    o 班独自のその日の目標をきめる。
こなわれる。                o 小テスト

カ.学習するという目的にむかう共同体       火 国語 (漢字の読み書き )

をつくること、つまり学習集団をつく       水 英語 (単語、基本文の復習 )

ることなくして、学習することはでき       金 数学 (計算問題 )

ない。                    e 連絡 (教師から、教科係、委員会から)

キ.授業は、学習集団を形成するなかで    ・ 合唱 (ク ラスの歌～音楽会の練習 )

行なわれるべきである。          終 りの学活 (司 会は日番 )

ク。学習過程において、認知的な過程     ・ 生活反省 (班の目標、清掃 )

(個別化 )と 態度形成の過程は相補 う    ・ 学習の反省

ものであり、集団の育成によってのみ       学習の要点、疑問′点の解決
両者は。統合される。               家庭での学習計画

(2)小集団を中核にした学級経営        o 連絡 (教科、委員会、教師から )

ア.ひ とりひとりを生かすために       o 合唱 (指揮、伴奏は生徒 )

・ 学級構成員ひとりひとりを必ず責        (ク ラスにオルガン1台 )

任ある活動の場に置き、活動せずに    ォ.班 ノTト

おれない立場に追いこむ。          ・  事実に対する自分の考え、対策、
・  ひとりひとりの悩みを、みんなで      実践を。

解決 しょうとする。             ・  自分の反省、悩みを具体的に。
0 つまずき、落ちこぼれの原因をつ     ・  みんなに対する主張、提案、ねが
かみ、みんなで支え合う。          ぃを。

・ 全11が一一日一回以上は、発言する。     ・  教師に対する願いゃ、仲間に対す
(特に朝、夕の短学活において )      る願いを。

イ.小集団から学級集団への発展のため     0 1ペ ージ分書かせる。
に                     0 ノー トにでてきた内容が、全体の
。 小集団での話 し合いを学級全体の      ものになり、解決されるよう努力す
話し合いに広める。            る。
O 小集団、それぞ機の実態をとらえ     0 書こうとすることで問題をみつけ
ることによって学級全体 も把握する。     る力がつ く。

0 個々の生徒の理解は小集団のなか     ・  ノートが生徒相互、教師と生徒と
での活動を通して行なう。          のパイプ役を果たし、学習活動の促

ウ。PJI編成にあたって              進、よりよい生活態度の育成に役だ
e はっきりした目的意識をもたせる。     つ。
0 構成人員は男 3、 女 3を原貝Jと す

る。               3。 実践 のなかか ら

・ 班がえは2ケ月毎とする。      A学 級 (2年生、男 19名 、女 16名 )

・ 班の編成方法は各学年、各学級の    ア.6班編成 (各班 5～ 6名 )

もち味をいかして行なう。        ィ.班は学習時に活用するが、同時に生
工,短学活の内容および方法          活バズとしてクラスのまとまりの基本

各学級によって、多少のちがいはあ     的な核とする。そのため班活動の機会
るが、典型的なallを あげる。         をできるだけ多く作った。

朝の学活 L・
―
」会 日番            ゥ.班編成は教師の意図のもとにする時

・ 朝のあいさつ               と、生徒に編成させる時の 2種類にし



た。

このような基本線で出発 したが、その過

程でおこったことを述べる。

(1)生活目標と班

最初、クラス全体で、毎 日の生活目標

を決めていた。

ところがどうしても、全員の真剣なと

りくみが見られず、目標自体 も、生活の

実態にそわないものになる傾向が見えて

きた。そこで、 6月 か らは、各班別にそ

れぞれの目標を決めることにした。

しかし、それでも目標自体が同じよう

なものであったり、いきあたりばったり

のものが多かった。そこで、月にいちど

各班で、その月の行事や、班の実態に合

わせた目標を10ていど作 らせ、班ノー

トに記入させた。

仮J

l.授業中無駄話をしない。

2.チ ャイムの合図を守 り、すぐ教科

書をひらいて読んでいく。

3.便所のはきものを、 1回以上そろ

える。

4.服装の点検をし、正しい服装でと

おす。 (ボ タン、名札、 リボン)

5。 一日一善をし、具体的に報告する。

6.三ない運動をする。

(特 にゴミについて )

その他、行事に合わせた目標 も多 くで

きた。

7.集合時、はやく、しゃべらずに。

(体育会 )

8.歌をうたう時は、大きく目をあけ

て正しい態度で。 (音楽会 )

9。 テス トの準備を真剣に。

(定期考査 )

このように目標は多彩になり、生活に

即したものになってきた。

しかし、反省の時には「よく守れまし

た」といったものが多 く、具体的に「 ど

のように守れたのか」と問いかけ、言わ

せたり、書かせたりしている。

(2)日 番の仕事と班

特に生活面では、班としての行動の機

会が少ない。そこで、日番と班とを合わ

せてみた。 6人からできている各班に週

1回、日番がくるようにした。

日番の仕事

短学活の司会、朝のそうじ

窓の開閉、出席簿 (遅亥Jの′点検 )

花の水かえ、お茶の用意

掃除の点検

これらの仕事を協力 し、あるいは分担

してやるうちに協力の体制ができてきた。

(3)朝の小テストと班

火 漢字の読み書き

水 英語の単語、基本文

金 計算問題     
｀

こねノは各教科によって用意されたプ リ

ントを5分 ばか りするのであるが、特に

遅れた生徒は、このような基本的な学習

さえやれない。そこでこういう生徒を班

の中で教えていったり、説明したりして

いる。 5月 か らずっとつづいている。

(4)昼食と班

昼食時、かってに席をかえたり、パン

を買って他所でたべるものもいた。

また班のなかに、男女が向かい合って

たべるのをいやがるものもいた。

昼食も班で、楽 しく語 りながら食事が

できるようにしたい。そこで、教師が班

と共に弁当をたべるようにし、各班をま

わっていった。最初は、弁当をかくした

り、だまってしまったりしていたが、だ

んだん うちとけて話すようになってきた。

そして教師がいなくても仲よくたべられ

るようになっている。

(5)レクリェーションと班

学級会の時、できるだけレクリェーシ

ョンをとり入れて、楽 しみのなかから仲

間意識がうまれるようにしている。

特にクラス全体でできるゲームのほか

にグループでできるゲームをしている。

楽 しさのあまり、教室が騒がしくなり、

他のクラスのじゃまになるのを心配する

こともある。しかし、こんな時こそ、お



=い
がうちとけ、心の交流もできている。

これがこ学習や、他の生活にも良い影響

を及ぼしている。

(6)清掃と班

班ごとの清掃区域を決めており、互い

に協力 しなければ、美しくできない。

話し合いで分担を決めたり、また反省

のなかに、厳 しい追及や、弁解 もでてき

た。特に男女が協力 してやれるようにな

った。

以上はA学級の例を、JIIと いう小集団

に関する実践に視点をおいて述べた。し

かし、これ らの小集団の活動は、いつま

でも小集団だけの範囲にとどまらない。

もっとも大きく、学級集団、学校集団へ

と伸びていく。

(7)班活動から、学級会、生徒会活動へ

生徒による音楽会

年徒会の文化委員会から音楽会をする

ことが提案され、学級会で相談のうえ、

課題曲のほかに、自由曲が選ばれた。

討議のすえに、選曲委員会が設けられ

た組、ィヾ― 卜の割 りふりで対立し、音楽

教師に意見をききにくる組があった。生

徒会執行部の中での話 し合いの内容 も学

級この間を何回も往復した。(練書時間、
場所、曲の調整、楽器の使用の割 りふ り、

指揮者選出、プログラム編成、父兄への

呼びかけ等 )発表会当日が近づ くにつれ

てクラス内の1:題 力ヽ いろんな形ででてきた。

(8)班ノー ト:

前略「 Aさ ん、体育祭に出るつもりな

んですか。自分でやる気があるのならば、

みんなにうちとけるはず。このままだと

私達女子は絶対にAさ んを創作ダンスに

は出しません。たとぇ先生が何といわれ

ようと組の恥です。

あなたはまだ覚えきらないうちに無理

に出て、『 アホラシイ』そうですがら…
みんなが放課後残って∵生懸命したのに
…。それにウソまでつかないで下さい。

ゥソをつかれた私達も気分がわるいし、

■なたもそうでしょう。ぁなたは自分で
自分をだめな人間にしてしまおうとして

いるのですよ。それをみんながなおそう

としているのに…。」

浮 きあがろうとする女子に対して、こ

のような痛烈な批半Jがでてきた。それ以

後、女 fは批判された生徒 も含めて、話

し合った結果、全員で練習するようにな

った。本人は、その後のノートに「本当

にとけこんでいけるだろうか、少し心輌

だ。」と書いてはいたが、立派に発表に

までこぎつけた。

4。 問題点 と今後の課題

(1)形 のうえでは、班がよく活動し、毎日

の学校生活のなかで、中心的核として存

在 している。

しかし、実際には、ゃゃ形式的である

面も多く、本当に支えあう仲間、みがき

合 う仲間としての班にはなっていない。

同和的視点をふまえてこのことを考える

時、もっともっと、工夫が必要だし、根

気づよい継続が必要である。

班を疎外する生徒、協調できない生徒

を批判するだけでなく、そういう生徒が

何故できるのか。その生徒はなぜ、そう

するのか、教師は、個人的にその生徒と

深くかかわる必要がある。

(2)班ノー トにでた要望とその解決

自分たちのクラス、学校について、い

ろんな要望 も、ィー トのあちこちにみら

れるようになっている。

なかでも、教師の授業に対する要望 も

時々あり、時には、授業の流れを克明に

かいて、「先生これでも、興味をもって

授業をうけられると思いますか。」と痛

烈な間を投げかけている。

これに対して、担任が「 しかし君たち

も考える必要がある。」というように、
ごまかしていると、次第に、ノート形式
化し、ほんとうのことが書かれなくなる。
教師集団の仲間づくりができてれば、こ

ういうことも率直に話しあえる:

われわれ教師の仲間づくりこそ課題で

ある。
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第 4分 科 会

彪 所 属 職  名 氏 名 備  考

愛知 中部中学校 校   長 自 井   仁 助言者

香り|1 筆岡層ヽ学校 高 橋 茂 雄

愛知 高座小学校 教  頭 西 村 精 繭 司会者

愛知 小清水小学校 教   諭 竹 本 篤 松

新潟 曽野木中学校 提案者

徳島 福島だヽ学 校

愛知 浅井中学校 西 部 公 平

愛知 小清水小学校 西 山 晴 年

徳島 福島小学校 北 村 艶 子

二重 三瀬谷中学校 西 谷   稔

新潟 関屋中学校 斉 藤   岡J

兵庫 城南小学校 沢 田 映 子

高知 奈判利小学校 山 中   和

岡 村 美智子

愛知 坂下小学校 江 崎 延 二

愛知 知多中学校 鈴 木 淳 子

近 藤 幹 夫

愛知 山王小学校 豊 田 真 一

愛知 鷹来中学校 波多野 二美子

20 愛知 不二小学校 松 本 まるみ

滋賀 能登川南小学校 桂   和 代

22 〃 政所小学校

23 兵庫 琴陵中学校 渡 辺   勝

24 愛知 神領小学校 山 内 純 子

25 〃 東部中学校 尾 関 昭 彦

26 細 江 幸 右

27 中 条 耳 子

88 大 脇 希 文

29 ″ り|1 目 四 良Б

久 圏 律 子
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度 鯰なの異械

シ ズヾ学習

予軋

の基本
つ
の修得 をめだして

新潟 市立 曽野本 中学校

鼈 曽野 本 中学 校 が 目指 す 態度 目標

(1)教室掲示「バズ学習の基本」

各教室毎に,思い思いの場所ではあるが,

全校に掲示さ鑽 日常生活の指針となって

しヽるの力亀 掲示「バズ学習の藤本』である.

1 始業の合図で学習を始める。

2 必要以外のことは話さない。

3 やめの合図で前を向く。

4

a まず,考える。

b わか らないときは,聞 く。

c 聞かれたら教える。

d 進んで発表 しあう。

e そして, まとめる。

これは,子ど色たちに 夢教科学習のなか

で,文化遺産の継魂 科学の体系的な考究殺

そ して意欲的な態度形成を轟指させ,生活

行動のなかで,近代 T打民として,主権者意

識の形成を目指させるJ… … 教育の二倶:面

を統一的に指導する具体的目標として,数

次の修正を経て,掲示されているものであ

る。

鬱)「 バズ学習の基本撼が躍指す人間像

私たちが,毎 日の生活に取 り組み,その

課題を解決 してゆくとき,それ i・8,他の如

何なる時代とも異な った現代に固有の形態

になる。それは,市民革命とその延長線上

にある「近代社会に生 きる市民」としての

生活である。市民革命は,「 自由 0平等 J

を通 して,人間の自主性 と国民主権を通 し

て集団の英智 とが,人間の幸福と進歩を築

くことを宣言 している。掲示「バズ学習の

基本」はこの近代市民の生き方を,教室で

の学習に即 して,表現 している。

(⇒  「 まず考えるJ

課題に対して,積極的に自分の最大の

力量を発揮 して取 り組み, 自E・Lの考え,

行動を確立 し, さらに他との関わ りの中

に自己の向上や,貢献を目指すとしヽう意

欲的な人格の形成を求める。

(b)「わか らないときは聞く」

「聞かれた ら教える」

現代社会に広 く根強 く存在する立身出

世主義的人間観による優越感 属辱,諦

めや, 自分にとって都合のいいときだけ,

他を利用する利己主義的人FEl観 を克服 し,

人間同志の交わりの校底に,「人間への

信頼」「人格の尊重」,そ して「社会主

義」を求めようとするものである。

lcl「すすんで発表 しあう」

「そして,ま とめる」

自分の「試論」を掲示 し,他か らの質

疑・ 批判を求め,又は異説と対比 させ,

充分な検証を経て, より正 しい結論,1よ

り高度な発展を求めるとり うことである。

自分は,ま だ未熟な人格であるとい う

自党の上に立 って,「 自分を成長させて

… 1-



椰)本校教育の全体像

に)評 価

くれるのは, この班なんだ, このクラス

なんだJと いう気持 ち,「集団の中でこ

そ, 自分の成長は保障 されるのだ」とい

う,集団の英知を信頼することを生活の

基底におこうとするものである。

このような意見の対立をかかえ,それが

実践上の種々の差となって現われなが らも

地域と,今まで築きあげてきた道筋に支え

らヽ よろめき歩みつつも,バズの旗をか

かげてきた一年間だ った。

惚)本年度の不ター ト

昨年度の総括で明確になってきている間

題状況をかかえる中で, 3月 末,県教委人

事異動が発表 され 本校 も下記のようにス

タッフを変えた。

1.転 出  校昆 教諭 (2)

2.着任  校昆 教諭 (4)(1彎級暮染め

このことは,「曽野本のバズ学習」に大き

なインパク トを与えた。すなわち,

(尋  0校長の転出…49年 4月 着任 し,一ケ

年間: 曽野木バズを実

地に体験された指導者

だった。

(財  FoM二 教論の転畠… 5～ 7年間9曽

野木中に在職 し,地域

の信頼 もあ
―~Dく ,バズ

を推進 してきた学習指

導部長と生徒指導部長

の二人だった。

(→ 約半数翁教師の入れかえ。

こうした状況下に,新任のN校長は, 野

学校経営の急激な変革は好まなしヽ。地域 と

共に,職員一同が長い閥かかって集しヽて来

たバズ学習を高 く評価 じ,「継承すべき名

のを大切に正すべき銀のは正す』という仕

事を,金職員の一致 した気持ちで, ゆっく

り,徐 々にり時間をかけてやってゆきたい。」』

と本年度の方針をのべた。 こうして

本年度

      i     :

という方向が確定 し, スター トしたのであ

る。

轄)本年度の実践

(尋  曖
部落バズ"に ついて

4月 ,急増 した新一年生の子ども,父
母を迎え,各部落とも部落バズの継続を

決定,発足 したが,地域 リーダーの交代,

新 しい父母たちの経験・ 学習不足等か ら

(別紙)

(別紙)

0 態度目標具体化への実践

(1)昨年度の総括

教師間の意見の不一致が相当にあり,対
立点につぃての徹底的な討議や納得も乏じ

く,混迷状況れ 教師集団としての凝集度

を弱めた。

(尋  自こ己批半Jか ら

。伸びる生徒の足をひっぱったのは,む

しろ先生方で|ま なかったか。到達度態

度イとを先生方の姿勢と比較せよ。

。これまでやってきた本校の教育姿勢に,

先生方がついてゆけなくなったのでは

ないか。

0自 主性の討論も共通理解とならず,中

途半端で終った。教師自身の姿勢でも

ある。もっと追求せよ。

(け バズの実践と理論から

。今年一年は「総合」ということが, ど

こかへ忘れ去られてしまったようだ。

。バズ学習―曽野本方式の全体像を, じ

っかり構成する話 し合いが不足 してい

る6時間をかけて徹底的にやり,全職

員の気持ちをまとめよう。

。復習バズは本気でやると,本校のよう

な地域性では, きわめて重要であり効

果 も大きい。問題は,先生方の労働だ

力ヽ 何とか克月艮できないか。

(0 生徒指導

。所謂,問題児からに対する同志的愛情

が,級友の中で稀薄だと思う。

個)ま とめの討議から

。バズ学習は,学習方法ではないか。

。部落バズは,精神的強制のようなかた

ちになっている。

Oバズ学習は体裁ではないか。

… 2-
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来る混乱は避けられず;地域分団を指導

する上級生たちは,深い悩みを班ノー ト

に述べることが多かった。

この状況に対し,教師債1も 早急に,協

力体制を確立する必要にせまられた。そ

どんな生徒たちだろうか。

曽野本のバズとは何か。

具体的にどうするのか6

私たち:ま何ができるのか。
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◎ 問 題 点

(1)生徒行動  |
(尋 対人関係の二 i■i性

閉鎖的・ 内向的な人格が,バズ学習の

中で,他との関わりを大切にする子ども

たちに:変わらてい ったが,それは同時

に,「社会翁中では,で きるだけ他 と摩

擦を起さずに, 
榎
伸良 く"つ きあってゆ

こう』としヽ わ方向色併存 している。

(b)対立 しなぃ学習

危倶 してしヽた F依頼心の動長」が,班
討議の際に,「 まず, 自分の結論を「試

論慮として提示 し,他と靱関わりを求め9

進歩を目指す督よいう積極的な姿勢でな

く, 機ず「―薦薔 どうなんだ ?」 と,他
の考えを聞き,脅 れに頼るか,又はそれ

に自分の考えがあってしヽれば安心するい・

とい う形態であらわれている。

(d 集圏を駿壌 させ る個性釣な子 ども

個性が強 く参集国が要求する一定の規

律の銀度向に入ることを,頑強に拒否す

る生後がいる。 この個性飾な言動は,簡

単な働きかけでは変容 しない。その結果,

生徒集国の中にあきるめ・ 連帯感の崩壊

が生 じ,統一 した目的を追求できなしヽ状

況が生 じている。

鬱)教師が解決 してゆくこと

(尋 掲示「バズ学習の基本Jにつけて

生徒の問題行動は:教師が Fバズ学習

の基本」をゆるがせにせず,厳 しく遵守

することを,生徒に要求す るなかで,相

当に解決される。特に「掲示」の後半,

班討議 。まとめの部分に力を注 ぎ,正 し

し`人間関係の確立を目指 したい。

(彎 生活上の課題について

金校課題の設定に際 して,各教師毎に

-4…

教育観がことなり:.:「 何が課題:な あが」

でまず差異を生 じ;次いで実践内容にも

影響がおよぼされる。|つ まり,教師の償J

にも確固とした統轟 目標が追求されにく

い状況がある。また,「課題解決の筋道9

成功感をどう与えてゆくか」にも研究が

及んでいない。

(a 職員研修について

不充分な研修時間しかとれない学校現

場の体制の中で,討議は問題点の提起と

か提案説明をめぐる程度で終わり,具体

的実践をどうするかまでは,仲 々到達し

ない。その結果,意志疎通が停滞 し, も

どかしさ。あきらめ 。無力感などを生み

出す一因ともなっている。

や  曽野 本 教育 の 構築 を 轟指 して

今,私たちは多くの問題に直面し,模索 し

ている段階である。しかし,先人の成果を正

しく継承し,地域・父母と連帯し,子どもの

実態を直視 し,育てるしごとを全教職員のカ

をもって推進するならば,状況 iま 必ず切り拓

けるという確信がある。

。他の立場への思いやり

。いたわりの気持ち

。交際。人つきあい上手

0話 し合い技術の上達

0意履欝曇易
なし

0な れあい

。安易な妥協

0厳 しい節度なし
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1..は じ |め に  |     ■               ‐      |1       1‐
■「生徒を自主的主体的に学業や学級、学校生活にとりくませるための指導はいかにあるべきか」とい

う問題は、われわれ教師にとって共通の課題である。

しかし、中学校の現状は、高校入試を控え、ややもすれば知識の上方的な習得にのみ急であり、ひと

りひとりの生徒が、自ら学業や生活に主体的・積極的に取 り組む態度を育成する点で、私たち教師の指

導が充分であったとはいえないと思う。

本校では、こうした反省と生徒の実態にたち、本校教育の努力点の最重点項目として、 “生徒の自主

性 :主体性の育成"を掲げ、ここ数年来、一歩一歩研究と実践を進めてきた。

特に本年度は、教科指導や道徳・学級指導・学級会活動・朝と帰りの短学時などで、話し合い活動を

より多くとり入れ、いきいきとした学習や諸活動を展開することに努め、またそうした活動を通 して他

人の立場を尊重し好ましい人間関係を育て、力を合せて課題解決に取 り組ませ、より深く自己をみつめ

確立しようとする態度の育成を目指してきた。

このような日寺に、ちょうど、タイミングよく、第10回 全国バズ大会の提案校として、指名をされ、
二層研究を推進することができた。

私たちは多くの悩みや問題点をかかえながらも、とにかく一歩でも二歩でも前進を続けねば……とい

う使命感で努力を積みかさねている。来年度はこれを素材に全校が目標を一つに定めて、一層の前進を

期したい。

2.研 究の経過

47年度  小集団を使って短学時をどう運営 したらよいかというテーマで全校的に取 り組んだ。

48年度  一部の教科でバズ学習を導入し、これが他教科にも次第に浸透 した。

49年度  新潟でおこなわれた、第7回 全国バズ大会で、教科指導というテーマで理科部が発表した。

50年度  第10回全国バズ大会で、態度目標の具体化というテーマをもらい研究を進める。

3。 研究の方法
現職教育係で態度目標を具体化する場は、短学時と教科指導時であると考え、短学時の研究は学年部

会で、教科指導時の研究は教科主任者会、教科部会で研究を進めた。

この後、学年、教科の代表者と、現職教育係とからなる推進委員が中心となり、話し合いをする時の

態度目標は、短学時、教科指導時ともに共通であることを確認した。

そして、「態度目標の具体化」というテーマを、「/1ヽ集団を使って、話し合いを進めるなかでの態度目標

の具体化」というようにとらえて、49年度の理科部の研究をもとにして、それを教師イ員1か ら考え作成

した。

この態度目標が生徒の実態に即 しているかどうかを生徒側から見なおすために、26項目からなるア

ンケー トを実施 した。

その結果をもとにして、教師側で作成 した態度目標を修正 した。

4。 本 文

話し合い活動を通して、他人の立場を尊重し好ましい人間関係を育て、力を合せてより積極的な態度

で、課題解決に取り組ませ、より深く自己をみつめ確立しようとする態度の育成を目指し、話し合い活

動の中で、態度目標を作成した。

下記には、話し合いの流れにそって、留意点、問題点、態度日標を列記した。

○ 留意点
●指導上、教師が留意して生徒にさせることがらを、「・・…・させる。」で表わした。 ン

●生徒自身がすることがらを、「・……する。」で表わした。         /
●特に、重点をおいて指導すべきことがらに、◎をつけた。

〇 問題点
●話し合ぃ活動をすすめるうえでの問題点をあげた。

○ 態度目標
●話し合い活動をすすめていって、育てたい態度を示した。‐

●特に育てたい態度には◎をつけた。

●自己評価の素材にもなり、教室内に掲示 してもすぐに役にたつことばで作成した。
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話 し合 い の 流 れ

○教師が課題を提示

する。

(1)課題の確認をする。

(2)課題について考え

る。

・ 既有知識をまと

める。

・ 既有知識の中か

ら必要なものを

取 り出 し、論理

的に組み立て解

決する。

(3)自 分の考えをノー

トにメモする。

○レデイネス

・ 既有知識の確認。

・ 既有知識が不足 して

いれ1辞甫足 し、説明

する。

○課題の条件

・ 上・中・下の生徒が

考えられる課題 を与

える。

・ 既有知識が発展でき

る課題 を与える。

○労習のポイントを明確

にする。

○課題の解決の方法をみ

つけさせる。

(1)

◎適切な思考時間を与え

る。

○時間規告1を する。

(2)

○とりくみの度合いをつ

か む 。

○無駄口がなく、静かに

自分で考えさせる。

○自分の力でしっかりと

りくませる。

○考えるとき、根拠 を明

確 にさせる。

○直観的な思考を大切に

する。

(3)

◎ メモ・ノー トのとりか

たの助言をする。

〇自分なりの考えを自分

のことばで文章につづ

らせる。

○レデイネス調査が十分

にできていない。

○既有矢日言哉をまとめる。

○上・中・下の生徒に対

する適切な課題づ くり

が困難。

(2)

○既 有知識 が課題 につ な

がらない。

◎解決の手順が悪い。

○思考の進度にかなりの

差ができる。

○資料・既有知識がどの

ように不J用 されたか、

確言忍、 評 f画 が困難。

(3)

○自分の考えをノー トに

メモす るときに、時間

がかかる。

○自分の考えを要領 よく

まとめ ることがで きな

い 。

○下位の生徒の指導をど

うするか。

○資料を適切に活用する。

(1)

○上・中・下すべての生

徒が言果題 を確言忍し考え

る。

(2)

○問題点を明確 にする。

○与えられた時間内に自

分の力で しっかりとと

りくむ。

◎解決の手順 を立てる。

○常に進歩することを考

え、一段上へとぃう気

持 ちを持 ち授業にとり

くむ。

(3)

○自分なりの考えを自分

のことばで文章 につづ

る。

○自分の考えを要領 よく

ノー トにまとめる。
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3.小集団思考

話 し合 い の 流 れ

4.全 体 思 考

立思

(1)司 会者の指示によ

って、個人の考え

を発表する。

(2)グ ループの考えを

まとめる。

(3)ま とめた考えをT
Pに 書く。

(1)

○時間の規市1を する。

○次の形式で発表させる。

対人法・隣人法

グループ討議等

○話 しかた

・ 日常会話でもよい。

・ 発表形式 (理想 )

……・と思います。

……です。

○発表で きない生徒も意

志表示 をさせる。

″j。

・ oOさ んの意見なら

理解できます。

・ △△ さんに賛成です。

○発表者の話 しをよく聞

かせる。

○賛成・反対・補足する

ところを見つけさせる。

(2)

○グループの考 えを整理

して要点だけをまとめ

させ る。

(1)

○司会者に協力しない。

○誤った答えがでたとき

バカにする。

〇個人攻撃になる。

○隣 りのグループの声が

大きす ぎて、声が聞こ

えない。

○発表 しない生徒がいる。

○特定の人がよくしゃベ

る。

(2)

○小数意見をどう扱うか。

○特定の生徒の意見にグ

ループ全体が支配 され

やすい。

○社会1生 を身につける。

○協力する態度。

〇存在を認めあう態度。

◎積極性 を身につける。

(1)

○発表を聞く態度。

・ 発表者の方を見て聞

く。

◎賛成 0反対0補足する

ところをみつける。

・ 要点をメモして聞く。

・ 人の意見を尊重する。

○発表する態度。

・ 自分の考えを、誰に

もわかるように、簡

潔に発表する。

・ 自分の意見がなくて

も、話 しを聞いて、

意志表示 をする。

○司会者の指示 をしっか

り守る。

○自分だけが発表するの

ではなく他の人にも発

表の機会を与える。

(2)

○発表の少ない人、わか

らない人に、発表の機

会を優先する。

(発表をよくする人、

わかる人は、助言の

立場 に立って、発表

の少ない人、わから

|  ない人に自信を持た

|  せる。)

(3)

◎TPを 作成のときは、

協力する。

◎TP作成のときに、そ

の内容を覚える。

OTPは 発表 しやすいよ

うにまとめる。

○発表 しやすいようにま

とめさせる。

○まとめを家庭でやって、

発表からはじめるのも

よい。

(3)

○要点を簡潔にまとめて

書かせる。

・ 図・モデル 0色分け

記号等

(3)

○時間がかかる。

○まとめ方がわるい。

OTP作 成のとき、作成

者以外の生徒が遊んで

しまう。

◎はずかしくて、なかな

か発表 しない生徒が発

表 したときには、ほめ

て自信を持たせる。

-3-



話 し合 い の 流 れ

(1)代 表のグルー

発表する。

(2)全体討議をする。

①意志表示をする。

(1)

○教師の考えにより発表

するグループを決め、

発表させる。

仔J。

・ 問題を含んだグルー

プ。

・ 良いグループ。

〇発表の しかた

・ 先生に返すのでなく、

皆んなの方をみて、

皆んなに返す。

・「・…・と思 います が

皆 さんは、どう思い

ますか。」

・ 発表は、結論を先に

いい、理由をあとに

する。

○発表は、ことば。黒板・

OHP等 を利用 してお

こなわせる。

OTPに 書けていなけれ

ば、書きながら発表さ

せる。

○図 0モ デル・記号を指

し示 して、わかりやす

く発表させる。

○発表の機会は、自分だ

けのものにせず、他の

人にもゆず らせる。

○発表者の話 しをよく聞

かせる。

○賛成・反対・補足すると

ころを見つけさせる。

(2)①

O意志表示は、ハ ンドサ

インを用いておこなわ

せる。

の 鬱 輔 硼

賛成・反対・質問・つけたし

○す ぐ意志表示ができな

いときは、個人・グル

ープで考えさせる。

OTPを 発表するときの

声がノ
lヽ さす ぎて、聞こ

えないことがある。

○自分の意見があっても、

人前で発表で きない生

徒がいる。

○いいかげんな態度で発

表している生徒がいる。

○語句の意味 を十分に理

解 しないで使用してい

る。

OTPに 書けていないと

発表 しないグループが

ある。

OTPの 書 きかたがまず

・ 文字の大 きさ

・ 色の使いかた

○発表を聞 くとき、 しっ

かり聞いていない生徒

がいる。

◎皆んなの前で堂々と発

表する。

○適切な声量で発表する。

oグループの考えを誰に

もわかるように簡潔に

発表する。

○いつも自分だけが発表

せず、他の人にも機会

をゆずる。

○発表者の方を見て聞く。

◎賛成・反対・補足する

ことを考えながら聞く。

○要点をメモしながら聞

く。

(2)①

O発表が終ったら、すぐ

意志表示をする。

○自分の考えをもって参

加する。

○人の前で発表できるよ

うに心掛ける。

◎積極的に参加する。
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話 し合 い の 流 れ

②発表者 (司会者 )

は質問の生徒 を

指名する。

③発表者 (司 会者 )

はつけたしの生

徒 を指名する。

④発表者 (司 会者 )

は反対の生徒 を

指名する。

する。

(2)②

Oわ からないこと理解で

きないことは、理解で

きるまで質問させる。

○質問は一つづつ解決 さ

せる。

○質問の扱いについては

次の方法をとる。

・ 質問については、発

表者 (司 会者)で解

決 させる。

・ 発表者 (司 会者)で
解決できないときは

生徒全体に返 えさせ

る。

◎教師が臨機応変に処

置する。

○発表者 (司 会者)は、

質問・反対・補足意見

をはっきり区別 して発

表させる。

(2)③

Oつ けたし、反対意見は

その場所を明確にして、

ことば 0黒板 00HP

を用いさせる。

(2)④

O指名は、質問 0つ けた

し 0反対意見の中でも、

今まで指名されない人

にオ旨名させる。

(2)

○語句の質問が多く、内

容の質問にかける時間

がなくなる。

○質問が広がりすぎたり、

深すぎるため、どの程

度にとどめるか、その

限界。

○問題からそれてしまう

ので、教師がどこで介

入するか。

○質問・反対・補足意見

がはっきり区別で きて

いない。

○発表者がかたよりがち

である。

○一つの問題に集中しす

ぎて進むのが遅い。

○おくれるので基礎が身

につかない。

○発表者だけがよくわか

る。

○できない人は、参力日も

できないし、向上もし

ない。

○質問は一つ一つ解決 し

ていく。

○発表者 (司会者)の態

度 o

・ 質問については、発

表者 (司会者)で解

決する。

・ 発表者 (司 会者 )で解

決で きないときは、

生徒全体に返 えし、

全体で質問を解決す

る。

○質問・反対・補足意見

をはっきり区別 して発

表する。

○質問・反対・補足意見

をするときの態度 o

・ 結論を先にする。

・ 反対のときは、根拠

を明確 にする。

・ 相手の意見をうけて

発表する。

○まとめのときの態度 o

・ 自分の意見に、発表

者の意見をつけたす

ことができる。

・ 各項目を順序だてて、

整理できる。

・ 次時に活用で きるよ

うにまとめられる。

◎生徒の考えが不十分の

ときは、 教師が補足説

明 しまとめる。

○生徒だけの意見でまと

めるのは、危険である。

○課題の解決を
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話 し合 い の 流 れ 留 立思
占
ぃ 問 題 占

ぃ 態 度 目 標

6.個人の理解

7.新 しい課題

○課題の解決がイ国人に理

解で きたか、確認する。

○課題の解決をする。

◎自己評価をする。

5。 結果の考察

実践の反省と、生徒のアンケー トの結果を考察すると、本校における生徒のバズ学習のうけとめ方は、
ほぼ満足する結果を得た。

本校生徒の80%近 くがバズ学習形態を支持 しており、また、その支持の理由も

①  わかりやすい。

② 楽しく教科が好きになる。
③ 友だちの考えがよくわかる。

等、期待以上の結果であった。

しかし、反面20%近 くの生徒が

①  時間がむだである。

②  うるさい。

③ 先生の説明の方がよくわかってよい。
④ バズ学習では成績があがらない。

と答えている。

特にこの考えが3年生に多くあったことは十分反省 しなければならない。
実践 を進めてきた指導者自身も時間がかかりすぎる。進度が遅れる等の反省があり、バズ学習形態そ

のものに対 しては支持 をしても、現実のカリキュラムの中での配当時間では時間的に無理な教科もあり、
特に三年生の受験教科では敬遠 されがちになる。

この点、今後バズ学習を進めていく上で大いに検討を要する課題である。
次に研究テーマに沿って反省すべき項目を指導者側 と生徒側からとり上げてみると次のようになる。
指導者側よりの問題点として、個人学習の指導が不十分であるため、個人学習態度が育 っていないこ

とである。生徒のアンケー トでは、個人学習で、どの程度課題が解決 しているかの間に対 して、ほとん
ど常に全解 していると答えた生徒が、一年では38%、 二年では21%、 三年では18%で 、あとの大部
分は質的に(1つ の問題が途中で終 っている)、 量的に(課題の数 )十分解決で きていないと答えている。ま
たその理由に一年では、課題 を解 く時間が少ない。二・三年では課題がむずかしす ぎると答えている。

この結果より、指導者イ員1の 課題 に対する検討の必要があることがわかる。
次に生徒側の問題点をあげてみると、話 し方、聞き方がうまくいかないという態度面がある。
現実に生徒に話 し方 (発表 )、 聞 き方の態度をアンケー トでみるかぎり、聞き方の態度で一番力を注い

でいるのは、内容を聞 きもらさないようにしているが59%で 、自分の解決 した考えと対比 して、賛成、
反対、補足を考えながら聞いている生徒が40%に 満たない。この結果よリバズ学習で最も重要な部分
で手落 ちがあったことを認めざるをえない。
つぎに発表するとき生徒はどこに一番力を注いでいるかの間に、相手によくわかるようにと答えた生

徒が一年では54%、 二年で29%、 三年で17%と 減少している。あとの大部分の生徒は、①はずか
しい、②自信がないという理由で、ただ内容の伝達のみで終っている。
これは話し合いの態度面だけの問題でなく、態度面全般に学年が進むにつれ身についていない生徒が

多くなるのは問題である。またその反省として一年生で態度訓練をしておいたからよいという安易さが
この結果を生んだのだと考えている。

-6-



これは訓練の大切さを物語っている。態度の育成は何度もくり返してしなければならない。

以上の結果の考察をふまえて、次にかかげる点が本校の今後の課題であると考えられる。

6。 今後の課題

全職員に共通理解の場 を多くもち、尚一層、内容や方法を検討 して態度の育成を計 りたい。

指導者が教材に精通 して教材の構造化を計り、効率よい課題づ くりを研究 したい。

効率のよい学習態度の育成と訓練方法 を研究 したい。

1年では態度面の指導 に重点を置 き、二・三年への関連づけを明示する。また態度面では特に個人

学習態度、話し合い態度を重点的に力を注いでいきたい。

5)3年生や受験教材に積極的にはたらきかけ、全校的にとり組めるように研究したい。

以上の五点を中心に進めていきたい。

7.お わ |り に

「態度目標の具体化」ということで、本校なりに研究を進めてきた。我々なりにかなり得るところが

多くあった。しかし、まだ十分に生徒の態度が育成されたとはいえない。

今後、内容や方法を十分検討して、よりよいものを目指し研究を進めたいと思っている。

1

2

3

4

-7-



:念  し め  :こ

教育には個別イヒと集団化の方向,学習指導と生

活指導の両面性がある。 これ らを統合した指導法

がバズ学習であるといわれている。バズ学習の指

導圏標に認知 目標 と態度目標を設定するのは,そ

のためである。

態度目標 とはなにか。それを教育計画にどのよ

うに位置づけるべ きか。 さらに,そ の指導や評価

の具体的方法は………… 「 バズ学習の学習指導

過程」の研究に取り組んだ2年間 (躍 48～ 49)
の歩みのなかで, 乙の態度目標に輿するFHa題 をさ

けて通 ることはで きなかった。 そこで,わたした

ちが試みたのは「 態度目標の構造イヒJと いうこと

であった。この試案の実践イれということが本年度

の研究の課題である。

その実践の一端を報告し,会員諸氏のご指導ご

批半Jを お願いしたいと思う。

電 バズ学習における態度 轟標

(嗜 )態度と態度翻標

態度という概念はきわめて抽象的なものである

ように思われる。その適用は人さまざまの感があ

る。そこで,共通理解をはかるために, わたした

ちは態度ならびに態度目標について,次のように

考えた。

態度 いつで もどこで も刺戦の有無にかかわらず

一定の安定度をもった行動や心的傾向のこと

態度目標 一定の安定度をもった行動や心的活動

をめざして,児童に直接的具体的に体験 させ

ること。

(2)授業における態度園標の問題点

研究当初の学習指導案を見てみよう。

社会 1年  「うちの人のしごと」%4
本時の目標

・認知 おともさんの仕事を調べ,働 く父

親の例か ら,働 く父親の 1日 の仕

事をわか らせる。

0態度 みんなに聞えるようにはきl・■き発

表 させる。

この態度目標を検討すると次の疑間が出て くる。

現 認知 目標と態度目標 との関連が不明確

認知猥標に児童を511達 させるためになぜ「 み

んなに聞こえるよう, はきはきと発表する」と

いう態度目標 (認知に達するための具体的な学

習活動 )が必要であるのだろうか。指導過程の

児童の活動の欄には確かに「 どのおとうさんの

しごとのえがおおいだろう」と中心課題が設定

され, しっかり発表させることが指導上の留意

点に記されている。そして時間は7分程である。

すべての児童が認知目標を達成しなければなら

ないものとすれば,態度目標をすべての児童に

保障しなければならないはずである。わずか7

分の時間でそれが可能であろうか。

認知目標の「 おとうさんの仕事を調べ,働 く

父親の例から,働 く父の 1日 の仕事を理解させ

る」に到達させるためには, 1年 生のこの学級

の全員の児童に要求される具体的な学習活動は

「 父の仕事について,直接父母から聞く」とい

うことではないだろうか。このことが欠けたと

したら, この授業は成立しないであろう。この

ような学習活動をすることにより,児童の事実

認識もより鮮明となり,授業展開 も生き生きし

てくるであろう。また,調べるということを 1

年笙としては「 直接父母に尋ねて聞き出す 」と

いう社会科の学習活動を通して,父親の 1日 の

第 1◎ 回全国バズ学習研究集余

ベ ズ 攀 習 をこあ :す 昏 は 文 削 燒

愛知県豊田市立小清水だ、学校
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仕事を理解するだけでなく, 調べるという資料
活用力を出7ml」 が支ぇる能力となって生 きてくるの

である。 このように毎時間の社会科め認知 目標

のための態度国標の積み上げにょって,社会科

独自の態度目標が形成されてくるのである。

イ.教科の態度目標 と訪1練 的態度目標の混同

教科独 自の態度目標 (認知目標か ら当然引き

出される態度目標 )よ り, むしろ話し合い活動

における態度目標 (訓練的態度目標 )か ら導 き

出された態度目標であるとい う感じがする。ま

た学年的系統性にも一貫性を欠いているようl・C

思われる。にれは,わたしたちの態度自標に対

する認識の不明確さ寧教科独 自の態度 目標の把

握の浅さであった。そのため単に児童の実態 とか,

教師命一面的な主観によって形式的に指導案に

記述するとい うことを反省せ ざるをえなかった。

「 みんなに聞越えるようにはきはきと発表さ

せる」露度目標は,あ る社会科の 1時間の指導

の中にのみ設定されるものではないであろう。

学級の全児童が, このような態度目標を自分の

ものにするには,到底 1時間の教科学習におけ

る態度目標の指導でできるものではない。

|いつでもどこでも束J戦の有無にかかわりなく

「 みんなに聞こえるようにはきはきと発表 」で

さる態度を育てるためには,担任の意欲的な指

導の構えと継統的な一貫性のある, しかもきめ

細かな指導を繰返し実践することなくしてでき
ないであろう。毎日の学習指導の中で「 みんな
に関こえるようにはきはき発表する」ことの大
切な意味についてわか らせると同時に, それが

できるようにきびしくしつけてぃ くことが必要

である。だからといって「 みんなにわかるよう
に話しなさい」を運発する精神的激励だけで,

児童のそのように話す能力や態度が育つもので

もなかろう。その児童の特性を見きわめつつ,

なる、く具体的に「 伺を発表するのか」「 どの

ように発表したらよいか」などについて,は っ

きりつかませること。また,児童自身が「 発表

したい」という意欲を高めるような指導助言,

さらには,児童の能力に合った発表をさせたり
することにより,児童に自信を持たせるような

指導も必要なのである。このように意図的な指

導実践を繰り返すことにょり,児童は徐々にか

らだ¢中に, はきはき発表することの能力と態

度を身につけてぃ くのである。

このような訓練釣態度目標は,各教科の指導

計画に位置づけられるものでな く,学級経営の

基盤としての学級指導命中に位置づけ られるべ

きものであろう。

(3)態度爾標の構造化

教育計画の中に態度目標は次のように位置づけ

てみた。

ス 学校生活全領域の中で育てられる態度目標

⑦教育目標か ら抽出される態度目標

④話し合いにおける態度量標

4 各教科の学習指導を通して育てられる態度目標

⑦認知 目標か ら引 き出され る態度目標

認知目標 =そ の教材の指導目標=に至J達する

のに必要な態度目標

④教科独自の態度目標

教科―例えば社会科―の学習の積みあげによ

って育て られる態度目標

⑫各教科共通の一般的な態度目標

学習訓練項目的な態度 目標

以上の態度 目標のうち,バズ学習の指導案にの

せる態度目標はィの⑦④に限定した。他の態度目

標については,学級経営・学級指導の中に位置づ

け,計画的一貫性をもって指導を進めるようにした。

なお,私たちの研究では,アめo④,イ の②④

②について計画ができ実践を試みている。ウ,ェ
について も同様に態度目標の系統表が作成 されな

ければな らないと考えている。

以上の構想に立って,わたしたちは,い ま実践

している。次にのせる実践例は, 4年生の指導の

実際の具体例である。

曳 道徳の指導を通して育て られる態度目標

二 特活の指導を通して育てられる態度目標

これ らを図示すれば次のようになる。

人格的特性 〔学校生活全領域 )ア

― 食―



2 実 践 Jll 導年 生

銀》 学級づくり

3年からの持ち上がりの学級,昨年度の学級経

営の反省の上に立って,学級づくり(学級経営 )

の重点目標を次∽ようにおさえた。

又 学級生活の中で育てたい態度目標

◎思いやりのある子

。人に迷惑をかけないで,困っていたら助け

合う。

◎かんがえる子

。自分の考えと他の考えを比べながら, 自分

の意見をはっきり述べる。

◎つよい子

0ね らいをもって進んで運動する。

◎はたらく子

。みんなと力を合わせ最後まで粘り強く仕事

をする。

4 学習訓練による態度形成をめざして

◎チャィムが鳴ったら席につき自習を始める。

◎人の発言中は挙手したり発言したりしない。

◎指名されたらかならず意志表示をする。

◎聞く時は注意を集中して聞く。

曳 話し合い学習の活発イヒのために

◎考えをまとめてから話す。

◎協力して楽しいふんいきをつくる。

◎主題からそれないように話す。

これらの人間形成をめざした態度目標は,学級

指導を軸にして,学級生活全般の中で,計画的,

一貫性をもって指導を繰り返し,児童への定着化

をめざしている。

(2)授業記録

4年生「なかまわけ」 %
◎ 本時の目標

○認知  2つの集合の共通な部分を見つけ,関

係を明 らかにする能力を養 う。

○態度  2つの関係を表や図に表して考えよう

とする態度を育てる。

◎ 展 開

ス つかむ雛   一一一略
―

イ。 しらべる段階

中町 と 0。 5ん″までの関係はどうなっているだろう

か 。

中  町 ① ③ ⑦ ⑫

0,6え爾まで ③ O⑤ ⑩ ◎

T

C

T

Cl

C2

C3

Cl

C2

表を見て気ぬついたことはあ りませんか。

各自考える 〔欄入悪考 〕 挙手 5～ 轟名

ではグループで話し合ってみましょう。

―

Aグループ・― ―

C2さ ん,言ってくださけ。

わか りません。

811に かわった所はないよ。ちゃんと書いてあ

るんだか ら◎

-3グ
ループ …………

C2さ ん,言って ください。

町別にすると4人になるけれ ど, きより号』に

すると5人になるんじゃない。

C3そ うかなあ。ぼくは ③ と⑦ と⑫が中町にも

0.5脇 までに も,両方に入っていることだと

思 う。ぜっれ 、ヽそうだよ。

一一―…Cグループ

ーCI C2さ ん,言って ください。

C2わか りません。

C3学校のまわ りに集:ま つているってことじゃない。

C4 町層彗だと入っていない子 もいるし, きょり層督

だと入つていない子 もいる。

T はい,話し合いはそこまでにしましょう。

この表を見て気のついたことを発表してくだ

さいo C4く ん, どうですか。

C4はい,言いますよ。 ぼくは,町別だと入つて

ない子 もいるし.き ょり彎懸だと入つていない

子 もいる。 どうですか。

(賛成の挙手が多数 )

C5先生,言いかえがあるよ。

C4く んに言いかえます。③と⑦ と⑫は,中町

に も,0.5腸 までに も入つている。どうですか。

(賛成の挙手 多数 )

T たしかめなが ら

中町に入つているなかまと, 0.5λ解までに入

っているなかまと,中町で 0。 5脇 までに入っ

ているとい う3つのなかまができました。

視 みつける段階

中町 と③.5勧 までのなかま∽関係を図に表してみ

よう。

T 中町と0.5加 までのなかまの関係をもっとわ

か りやすい図に表してみよう。
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うと考える。

個人思考 )

T みんなそれぞれに, とで もェ夫していますね。

01 Dさ んのは,何だかおかしいです。③ と⑦ と

⑫が 3回 もでている。

T 中町のなかまを黄色のまるいセロハン紙  0.

5勧 までのなかまを青色のまるいセロハン紙

で表す と,両方に入っているなかまは, どう

表せばよいでしょう。

C7重 ねればよいの

工。 たしか める段階

西町のなかまと, 0.5んπか ら lヵ″までのなか

まを図に表してみよう。

0っもん瀦↑υlλπ

ほぼ全員が図に表す ことができた。

◎ 考 察

叉 教科書の教材を単純イヒしわかりやすいものに

し,そ れをOHPに拡大して提示した。その結

果,個人思考への取り組みが容易にでき,小集

団の話し合」ヽも活発であった。確めの段階の適
用の問題では,ほ ぼ全員の児童が図に表わして

解 くことができた。態度 目標は達成 されたもの

と思われる。

4 明るく楽しいふんい きで学習が進め られたふ

つぶやきやとっさの発言 も多 く,全体的には騒

然 さが見られたが,そ れ らの言動は学習目標の

方同にそった ものであ り,授業を生 き生 きと展

開させた要因で もんろう。気楽に自由に発言で

きることが学習意欲を高めてい くのに大切なこ

とである。学習に全員が集中でき,友達の発言

をしんけんに聞 く態度形成は, 日頃の学級づ く

りへの意欲的な取 り組みの結果であろう。

食 小集団話し合いにおいて留意すべ きことは,

同調現象である。おくれている児童が個人思考

をすることな く優秀児に依存してしまう傾向が

生じやすい。 この点,あ るグループで 4人いず

れ も異った図が書 き表わしてあったがすば らし

いことだ。授業者の報告のなかに「 自分の考え

を出そうJと いう指導がなされていることがあ

ったが, このような指導はだヽ集団学習にとって

欠かせないものである。

あ わ り に

態度目標についての疑問から,塩田先生の著書

を読み返し, その結果,態度目標の構造化を試み

た。本年度は,そ の実践に取り組み実証したいと

考えているわけであるが,取 り組む上においても

いくつかの問題点があった。そこで,研究教科を

算数にしぼり,学習指導過程における態度目標に

焦点をあて,授業研究を中心に進めている。

態度目標の指導・評価, さらに実証的に明らか

にすることは,方法的にも表現上にもむずかしさ

を感じている。指導の結果,児童の態度変容を評

価する方法として,今,わたしたちにわかってぃる

ことは,児童の学校生活の中での言動をつぶさに

観察し,そ の言動の分析か ら見るということである。

これ も,言 うはやすいが実践となるとなかなか骨
の折れる仕事である。日暮れて道遠しである。

(昭和コ50.11.28)

C 各自,図を書こ

A  (

0。 5勧まジ
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第 5分 科 会

彪 所 属 職、名 氏 各 備 考

兵庫 小宅小学校 校 長 金 治 晴 治 助言者

愛知 勝川小学校 層 ;|1 歳 成

兵庫 姫路市教委 指導主事 吉 田 武 男 墨]会 者

兵庫 飾磨中部中学校 教  頭 宿 南 勝之助

兵庫 小宅小学校 教 諭 平 野   博 提案者

青森 五所ケ原小学校

兵庫 津田小学校

愛知 高座小学校 斉 木 秀 弘

青森 広戸小学校 桜 井 冬 樹

兵庫 砥堀小学校 柳 内   翠

兵庫 斑鳩小学校 藤 井 貞 f

兵庫 城南小学校 岩 崎 輝 代

高知 奈判利小学校 野 申 美 宏

だ
｀ヽ
  圧も  ―十

清 藤 昌 子

愛知 小牧小学校 二 沢 由美子

愛知 原山小学校 加 藤 昭 司

愛知 師勝南小学校 水 野 茂 夫

愛知 双峰小学校 吉 田 桂 子

20 愛知 北里小学校 今 井 義 夫

愛知 西尾小学校 梅 本 IE 孝

22 愛知 柏原小学校 伊 藤 貞 雄

愛知 藤山台東小学校 加 藤   鈎

愛知 岩成台小学校 教  頭 野 崎 秀 之

愛知 牛山小学校 教  諭 近 藤 敏 子

26 愛知 西藤山台小学校 牧 野 耕 三

愛知 春日井小学校 河 合 英 夫

28 愛知 勝り|1小学校 教   頭 山 本   貢

愛知 松原小学校 教 諭 長谷川 善

30 広 中   稔
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31 愛知 鷹来小学校 教   諭 佐々木 昌 子

32 梶 田 政 子

33 富 村 寛 子

34 伊 藤 小夜子

鋳 愛知 曲王小学校 高 木 保 春

馬 〃 〃 飯 塚 悦 雄

37 愛知 味美小学校 谷 口   明

38 愛知 篠木小学校 深 津 高 子

39 愛知 不二小学校 加 藤 一 成

滋賀 能登チ|1西 小学校 尾 原 薫 高

41 〃 五個荘小学校 北 村 二 郎

42 阿 藤 市太郎

43 愛知 藤山台東小学校 学 校 長 /Jヽ 茂 正

44 〃 鷹来小学校 〃 鈴 木   巌

45 高座小学校 教 諭 高 木 正 江

46 冨 田   彪

〃 日 本 安 広

48 杉 本 洋 子

49 〃 神領/JR学 校 米 倉 茂泄子

50 〃 梅 村 俊 樹

岡 崎 真理子

52 〃 東部中学校 加 納 弘 雅

53 〃 今 泉   仁

54 松 本 美智代

55 宮 崎 和 恵

関

57

58

60
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第 10回全国バズ学習研究集会

相 互作 用 を生か した学 習指導 の研 究

―口課題 と評価 につい て ロー

春 日井 市立高座小学校

尊
や
警
や
暴
や
や

尊
警
警
や
姜

1。 研 究の動機

学年が進むにつれて学習が偏在 しがちに

なるとい う現実をふまえながら,全児童が

意欲的に,し か も楽 しく学習できるように

するために標記のような研究主題 を設定し

た。それは「 動 きのある学校づくり」の体

制確立のため174も 必要なことであった。

盆。研 究 の方針 と方法

(1)方針

この相互作用の研究を通 して,子 どもた

ちに次のような うるおい と向上があること

を仮説としてたてた。

・ 児童の参加度を高め 自己実現の場 を与

えてい く。

0 理解の促進と深化拡充ができる。

・ ^子 どもたちの社会的態度の変化がより

可能である。

。 子 どもたちに所属感を与えて人間関係

のよリー層の醸成をはかる。

学習の「課題」を研究することか ら,

より深い教材研究が必要になり教材の精

選 もできて ,子 どもたちの理解が容易に

なる。

・ 即時評価が容易であるため学習活動の

効率化がはか られる。

(2)具体的な方針

0 原員Uと して毎週可能な限 り月か本を現

職教育全体協議日として研究す る。

・ 全体協議会は班 を三つに分けて協議 tノ

研究を深める。

・ 全職員が年 2回以上の公開研究授業を ′

して実践止の問題について協議する。

。 授業研究日以外の月 。木は理論研究,

輪読会等をヒノて問題点を解明してい くc

。 学級集団の成長 と,国人の発達をはかる

ため,教科学習以外の特別活動,生活指

導のすべての分野にわた り研究していく。

(3)研究の留意点

0 現職教育を進めるにあたっては,全職

員が共通基盤に立って研究を進める。

・ 研究協議な らびに授業実践等の記録を

累積し,そ れを通 して研究上の問題点と

今後の研究の方向を明らかにしてい く。

。 本年度より各教室にOHPが 設置 され

たので積極的に活用す る。

3.研究のあゆみ

「 教育とは社会化への営みJであること

を認識し,そ の方途を共通理解するために

も,さ しあたり次のようなことについて研

究や実践を進めた。



(1)生活指導 と教科指導の統合化をめざす      以上のように観点をは つきりさせて授

指導                      業研究をしてきたので,次の項以下で示

すように「 課題と評側 についての深ま

(2)班の編成について               りができたと思われる。

ア、意義

イ、人数  偶数で4人がよい。       (2)課 題

ウ、編成の方法  等質がよい。          課題とは,そ の教材の指導目標と児童
工、編成がえ  凝集度を高めるために      の学習活動の間にあって,児童の思考,    コ

も4週程度で変えるのがよい。         問題解決の働きや知識技能の定着をうな

オ、班長について  小さな先生でなく      がすものである。換言すれば仕事の内容   ゛

人間関係のかなめである。           を指示するものである。

(3)バ ズ学習の進め方              (3)よ りよい課題を求めて

ア、授業の流れ

指導のしかた。 課題の与え方。 個      ア、授業の流れの中で

人思考のさせ方。 相互活動のさせ方。      0指 導 目標達成の手がか りとなるもの。

発表のさせ方。 まとめと補足修正の       o単 元や題材の中で位置づけが明確な

しかたo                    もの

イ、授業展開夕Jに よる指導案の研究。         。高度の段階へ発展性のあるもの

ウ、発言の型式                  ・ 思考過程を深めるもの

工、ハン ドサイン

オ、学習のしつけ                ィ、児童の関心を高め思考が促進されや

力、話し合いの型                 すぃ課題

・ 簡単で単純化 された ものよりい くら

か複雑な もの

4.研 究 を深め るた めに (実践 の 中で )      。興味を換起できるもの

。かざられた時間の中でまとめられる

(1)授業ワ千究の観点の設走                もの

研究授業の研究協議内容を深めるため       o話 し合いを活発にするもの

に,研究の中心課題である「 課題と評価」

に焦点を合わせて次のような観点を設定      ウ、留意する点

して研究を深めてきた。              o課 題の語尾は指示する形 (命令形)

にして統―した方がよい。
ア、「 学習課題は適切であったか」         ・広く解すれば,教師が指示すること

・ 児童の課題への取 り組みと課題の適        は,すべて課題と考えてもよい。

否                      。
「 課題解決学習Jの姿勢をいつも考

・ 個人思考と協同思考のけじめ           ぇて学習を進めていく。
0児童の発表とそのとりあげ方

(4)課題の実践夕J(指導案から)

イ、「 相互活動や即時評価は適切であっ

たか」                   2年  体育
。話し合いの深まり              題材 体操と陸上運動, ボール運動

・解答と理由                    く)

・ 評価の観点 (尺度)
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指導上の留意点

0や り方なわかった

か。 (挙手)

0足 を曲げないでホ

ールを取れたか。

0リ レーのやり方は

わかづたか。 (挙

手,全体確認)

O長座姿勢で体前屈

をする。

・ 紙を中心に 4人

が長座姿勢でや

る。

・ 足をまげないで ,

両手で紙の上の

ホールを取る。

・ 取ったホールを

頭の上にのせ も

とへもどす 。

・ 臓番にやる。

0ボ ールをころがし

ていって置換えリ

レーをする。

・ リレーの方法を

知る。

・ 練習をする。

・ 早くやる方法を

話し合 う。

a発表をする

o競争をする。

長座姿勢で,体の前曲げをホールを使ってゃりなさい

①やり方を説明する。

O体 前属用の紙を配

0巡視し指導する。

ポ▲ルを両手でころがしていって,置換えリンーをやりな

さい。

0リ レーのやり方を

説明する。

0台,旗を置 くよう

指示する。

0兄弟グループを組

ませる。

0人数を調整をする。

課題が具体的で簡潔なため夕児童に

より理解 された。小課題の指示がわか

りやすく,児童はきびきびと活発に動

き,変化のある授業であ った。

5年 算数

題材 円と正多角形(1%)

形は正八角形か

確かめ合 う。

o工入角形の性質

を理解す る。

o8つの辺の長 さ

が同 じであ る。

o3つの角の大 き

さが同 じであ る

り紙をみて比較

させ形をしっか

りおさえる。

o自 分のものを計

らせ紙の厚みに

よる誤差のある

ことをおさえる。

形は正八角形が

確かめる。 (隣

接法)

o正八角形の性質

を理解 したか。

鱗 接法)

課題が簡潔で,指示内容 もはっきり

していたので全員の児童が学習に参加

した。そして隣接法などによって即時

評価がよく行われたので,ポ ニス トテ

ストの結果 もよく92%の 正答率を得

ることができた。しかし発見 させ る場

面,思考 させ る場面が少し少なかった

ようだ。

(5)実践をふ りかえって

成果

。本時の目標,学習の要点を指導者がは

っきりと把握できるようになった。

6教師と児童のずれが少なくなってきた

こと。

・課題を分節化して指導し,児童の理解

を容易にしたこと、

。授業の流れ,授業のしくみがしっか り

たてられるようになってきたこと ^

問題ノ点

。本時の目標をふまえて学習の要点と派

生的な内容の区別をしっか り考えてい く

こと。

。教材研究のための時間が不足しがらな

こと。

(6)評価に対す る仮説

即時評価の活動をすることにより次のよ

うな成果が得られることを仮説としてたて

た。

o子 どもたちの理解度がわかる。

。今後への励みと努力点を知 らせ ることが

できる。

0到達度をはヵ>る こと力ゞできる。

3

p62② 円をつかって正八角形をかきなさい。

過
程 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

中
，

過

l p62① 折紙でノ角形を作りなさい。

を場叫垂く⊃によっ

て折紙で入角形

を作る。

・個人で①を読

み各自で折る

0教師の指示によ

り正しく切る。

O切 りとった八角

o略

0略

o略

0略

oTPと 自分の折

o角や辺が正しく

合わさって折ら

れているか。

鱗 接法)

o切 りとった八角

学 習 活 動 評 個

0早 くや る方法 iま わ

か ったか 。 (自 由

会話)

0早 くで きたか (全

体評価 )



0努力成果をみることができる。

0確かめができる。

0学習のまとめができるQ

。指導の反省ができる。

(7)評価 も認知 と態度を両輪にしノて

子 どもたちの興味や態度や欲求などは

無意図的な偶然の機会に学習された り,

あるいは意図的な活動に付随した ものと

して学ばれた りすることが, きわめて多

いことをわれわれはよく知っている。

われわれの研究では,教科指導の主目

標である知的な面の学習に付随 して,あ

るいは同時に起 こる感情や態度や欲求の

面の学習を,主 目標の学習と同様に重視

しようとするのである。したが って,バ
ズ学習では,主 目標である認知的 目標 ,

その認知的な学習と同時に学習される態

度などの態度的 目標の二つをかかげて指

導することが強調され るので評価 もこの

二つを考えるのが当然であ る。

(8)評価活動に対する留意点

。話し合いの型 と評価方法を考慮 してい

くこと。

。児童の 自己評価があいまいなので,教
師が評価基準をしっか りしめしてやるこ

と。

。広義にいえば,話 し合いはすべて評価

活動であることを意にとめてい くこと。

0評価を目標 との関係でとらえてい くこ

と。

・教師のおさえを意識的に, くどい くら

いしっか りすること.

(9)評価の実践夕」

自己評価表

高学年 算数科の夕J

円グラフ 覇グラフの読み方

円グラフの書き方

0目 的

学習内容をより的確に把握させ,学
習を児童の ものにするために, どこが

わか り, どこがわか らないかをつかま

せる。

O成果

。その時間のわからないことがはっき

りしてきた。

O復習する力点がわかる。

。テストの勉強の力点がわかる。

e人に認められて自信がつ く。

◎ 特殊学級 生活反省の夕J

生 活 反 省 表   氏名 (

O成果

子 どもたちが反省表をつけることに

よって,あ すはすなおなよい子になろ

うとか,忘れ ものをしないようにしよ

うとし`って連絡帳をしっか りつけるよ

うになった。

◎ 図工 中学年の夕」

図工反省カードの内容

題材名 と製作年月日

1.気 をつけてやること。

2.反省表 (目 標 とそれに対する自

己評価 と相互評価)

3.一番苦労 したところ。

4.全体的な反省

5.友だらか ら

6.先生か ち

子 どもたちは,図工での製作の場合

目標をもたずにすることが多いので ,

ア

◎

ひ  に  ち

よ  う  び 火 水 木 金 火 水

とちゅうでいやに

ならずにべんきょ

うできましたかぅ

○

みんなとなかよく

せいかつできまし ○

へんじやあいさつ

っがしっかりでき

ましたか。

○

きょう1日 わすれ

ものをしませんで

したか。

巧      |
円グラフの特徴



指導において目標を意識させて,創作

への意欲を集中させた り,作品への愛

着,完成への感激を味わわせる等のた

め評価 カードを活用した。

◎ その他,各担任によるいろいろな実

践夕」があるが省略する。

イ 生活反省の班評価表

◎ 低学年の夕」 (表は省略)

1日 の勉強の成果を自分 自身が知 り,

次の日の学習意欲をもたせるために作

成 した。方法としては帰 りの会 1日 の

反省の ところで,班で反省しなが ら記

号 (よ くがんばった 一  ふっ ぅだっ

た 一  よくなかった―  )を 記入

させた。この方法では,なぜ悪かった

かとい う原因追求がなかったので,現
在では班員の氏名を書かせ,生活,学
習,清掃の 3項 目に分けて相互評価を

させている。そして悪かった理由も記

入 させるようにしたので,そ れ らの態

度が以前とくらべて進歩した。

◎ 高学年の夕J(表 は省略)

0内容

1時間 ごとに区切 り,よ い悪いを

○×で表わし,良 かったノ点,悪かつ

た点を文章表現するものであった。

し力>し いまでは, 1日 の目標を力>き

項 目も学習の他,清掃 ,給食まで巾

広 くなり,反省 もABCの ランクに

分け文章表現で表わすようになった。

〇目的

子 どもたちの授業態度,生活態度

を向上 させ,よ い態度の定着をはか

る。

0成果

具体的な目標をもって,おたがい

の注意 と反省をする。そして 自己評

価を促し,明 日か らゃろうとする気

力を起 こさせるのに有効であった。

0問題ノ点

班 目標を再確認す る機会を与えな

いと判断の基準があいまいになるの

で,注意していくことが大切である。

ウ 低学年の動作化や劇化

◎ 1年社会科  「 きゅうしょく」

給食を用意するとき当番が着用する

自衣,帽子, マスク等実際につけさせ

た場合と,ただ話し合いだけで終わる

ときがある。そのとき, 子どもに実際

に着用させるとマスクがなかったり,

ボタンがはずれていたりする。だから

4～ 5人で実演すると児童が悪い点を

指摘するので祝覚からも理解を促し,

それを定着化させることができた。

◎ 1年理科  「 きんぎょ」

「 きんざょはどんなえさの食べ方を

したのか,キ ンギョさんになってやっ

てごらん」の指示をした。すると,そ

れぞれに口をつき出してえさをのむよ

うす, ときには,え さをはきだすよう

すなどを実によく特徴をとらえて表現

している

'電

重iが多力>っ た。

1年生の表現力,書写能力はかなり

あいまいである。だから以上二つの夕J

のように,行動を通じての表現活動は ,

わかったか,わ からなかったかが教師

のみならず,子 ども同志でも半U定 しや

すく児童相互評価や教師側が評価する

うえでも役立った。

工 学習反応器

反応器の活用は中,高学年のほとん

どの学級で活用されている。材料はコ

カコーラなどのカンジュースの空かん

を利用して,円柱の′沢I面上半分を赤,

下半分を自の色紙を貼って利用してい

る。

この活用によって子どもたちが話し

合いに積極的に参加するようになった。

教師が話し合いの進み具合いを的確に

とらえることができるようになったっ
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白か ら赤にの作用が学習過程でのプr価

活動をよリー層価値づけている。

オ 観察評価

力 是認 と否認

キ 態度評価

前にも述べたように学習において知

識,技能などの認失目的な面を強調 して

も子 どもたちの学習しようとする態度

が悪ければ,学習の効果 17■ 期待できな

い。そのために毎日の学習活動におい

て,態度の向上が認知的な面の学習効

課を倍加することを考えて,態度評価

を毎時間実施してその向上 をはかって

いる。その内容 としては,話 し合いは

積極的に出来たとか,楽 しく出来たか ,

むだ話をしなか つたとかなどを評価 し

て学習態度の向上をはかっているЭ

象◎ 評価実践をバ、りかえって

◎成果

。児童の理解や思考の進みぐあいの実

態がよくつかめること

。児童に評価表をつけさせることによ

りどこまでわかったか,は っきりして

きたことっ

0話 し合い活動により児童 自身の考え

方がはっきりしてきたこと。

◎ 留意していきたいこと

。話し合いの型と評価方法の関連をも

つと追求 してい くこと。

・評価活動を意識しすぎて,頻度を多

くすることは時間的に も円滑な学習活

動を意図する上か らも問題が生ずるこ

と⌒

。態度評価 をより的確にするための研

究や実践をすること。

5。 研 究 のま とめ

(1)仮説の達成について

0 今まで学習に参加 しなかった児童まで

が学習に生 き生きと参力目するようにな り

参加度を高めたこと。

〇 学力遅進児までが学習の機会を与えら

れ楽 しく参・加するようになったこと。

O 多 くの児童の理解が促進され,意欲が

ついてきたこと。

O 社会的な態度の変化は低学年において

著 しくのびている。話し合いや発表が上

手になり,朝の会,帰 りの会,給食,清
掃など上手にできるようになったこと。

O 課題を追求することにより,授業の く

みたてについて関心 も深まり,む りのな

い授業,子 どもの考えをひき出す授業が

考えられ るようになったこと。

〇 即時評価をすることにより,児童の考

えや理解度が確かめ られ,次の課題や活

動が明確に指示できるようになったこと。

(2)今後の問題について

子 どもたちの理解の深化拡充をもっと

高めるため次のことを深めてい く必要が

ある⌒

○ 教材研究によって教材の精選化や授

業の くみたての研究をすることの

O 目標,課題,評価 との関連をもっと

しっか り追求してい くこと。

O 学習活動のさせ方,話 し合いの深め

方をもっと堀 りさげてい くこと。

o 学習ヲ|1練 としつけの徹底をはかるこ

と。

O 評価活動の手段に習熟すること。

最後に短時日の研究のため不備な点が多い

か ら大方のご叱正とご指導をお願いしたい。



6.学習課題 と騨価宏
(中学校 )

「



第 6分 科 会

乙 所 属 職 名 氏 名 備   考

兵庫 濯新中学校 校   長 前 田 義 夫 助言者

愛知 高座小学校 荻 原 克 己

東京 小平第四中学校 教  頭 望  月 禾口_三良6 司会者

愛知 松原中学校 教  諭 赤 羽 寿 行

兵庫 飾磨中部中学校 提案者

兵庫 日新中学校

広島 豊浜中学校 橋 浜 ■ 人

愛知 東部中学校 丹 羽 一 男

広島 豊浜中学校 江 熊 康 夫

香川 善通寺東中学校 伊 崎 義 晴

二重 鈴峰中学校 角 田 明 士

〃 中 野 宏 明

二重 協和中学校 東 稔

二重 三瀬谷中学校 西 村   lll

岐阜 泉中学校 楓   美恵子

福井 日野中学校 納 村   力

新潟 関屋中学校 小 林 洋 一

愛知 愛教大附属中学校 桜 井 芳 昭

愛知 味岡中学校 滝   英 紀

120 愛知 日進中学校 丹 羽 詔 一

愛知 鬼崎中学校 富 岡 みどり

22 愛知 豊山中学校 加 藤 逸 雄

23 愛知 西尾/jW校 平 岩 俊 英

24 愛知 知多中学校 神 戸 康 彦

25 愛知 中部中学校 妹 尾 恭 宏

26 愛知 高蔵寺中学校 高 見 宣 明

愛知 鷹来小学校 林   太 郎

28 〃 品野中学校 井 上 俊 幸

静岡 大里中学校 松 野 裕 瞭

30 大 石 亮 夫



ん 所 属 職  名 氏 名 備   考

静岡 大里中学校 教 諭 大 石 篤 広

32 滋賀 能登り|1中学校 長 瀬 文 雄

33 〃 五個荘中学校 片 桐 賢 治

34 〃 青野中学校 辻   正 三

35 〃 五個荘中学校 広 島 孫 一

36 愛知 幸部中学校 平 尾 和 英

37 〃 東部中学校 校 長 梶 田 稲 司

38 教   諭 右 高 徳 夫

39 松 本 重 雄

加 藤 孝 司

奥 村 浩 康

岡 村 英 勝

堀 場 正 美

44 永 野   進

〃 松原中学校 学 校 長 輸 田 皓 峻

46 広島 豊中中学校 教  諭 横 手   茂

47

48
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第10回全国バズ学習研究集会

ひ と り い と りを 生 か す 教 育 実 践
~~課

題 と評価を とお して 一

愛知県春日井市立業部中学校

1. は し め に

づズ学習の理論が「小集団による学習」と
し〕う形で本校に根をおろしてから,はや十年
になる。これまでの実践の歩みをふりかえっ
てみると,大 きく三つに分けることができる。

まず,当初のパズ学習は,全校的な研究体

制のできないまま,個人的な研究として取 り

入れられた。それが,共通の場である短学活
の指導を通して,全校的研究体制へと発展す

ると,基本的な理論,班編成や学校づくりの

方法,話 し合いの技術など,基礎的な研究が

積極的に積みあげられるようになった。
つぎに,研究対象が,教科指導の場に本格

的に移され,課題の要求 0役割などを問題と

しながら,効果的な課題をとりだすために,

基本的な授業構造の研究,教材を構造的にみ

る研究がなされた。なおこの間には「教師に

理ヽ論を,生徒にも理論を」の考えで,教師

用のてびき,(昭・44)生徒用のてびき (昭 0

46)が作 られた。

この頃から,認知と態度の同時達成のため

には, どんな手だてが有効かという研究が学

習のいたる場でなされた。それと同時に,課
題のねうちを教材の構造面からみるだけでな

く,い きたものとして授業のひとこまに位置
づけ,パズを組織化 していくような課題の創

造が,授業実践記録の蓄積を通 して進められ

ていった。

こういう大 きな節を経て,課題をどのよう
に設定 し, どう取 り組ませるか, また,すべ

ての子どもを参加 させ,学習意欲を高めるた

めの課題は,ど うなくてはならなぃのかとい

う問題に取 り組んできた。しかし,課題提示

にいくら力を入れてみても,課題に対する評

価が適確になされなければ,つ ぎの課題は生

きてこないであろう。つまり,課題へのとり

くみと評価活動とは表裏一体のものであり,

日標→とりくみ→評価 (自 己調整)→次の目

標というサイクルが軸となって,授業が構成
されなければならない。わたしたちの研究で

は, この「評価」の分野が手薄であった。そ
こで本年度は評価を重点的にとりあげること
にした。

学習活動の中に,評価をとりあげることに

よって,つ ぎのょぅな成果力ゞあがることを期

待 したい。

(1)学習目標を把握 し,到達への見通 しをた

てることができるであろう。

(2)目 標への到達度を自己評価することによ

り,つ ぎへの学習意欲をひきだすであろ

う。

(3)相互の交流によって自己の学習のたしか

めやつまずきの克服等,自 己調整ができ

併せて人間関係 も高まるであろう。

(0学習前と学習後の理解度を比較 し,ひ と

りひとりの生徒の変容を知ることができ

るであろう。

(5)生徒がどのような力を身につけたかを判

断 し反省したうえで,指導計画 0方法の

改善に役立つことができるであろう。

わたしたちは, このような成果を実現 させ

ていく過程こそ,生徒の「 ひとりひとりを生

かす教育実践」につながることと確信するも

のである。
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2。 評価 について

教育の目標が生徒の自己教育あるいは自己

指導を援助する過程にあると考えるならば,

その前提としての自己評価活動を援助するこ

と,つまり自己評価のできる場を設定してや

らねばならない。

また, ある行為に対する自己評価が, 自己

を調整 し,次の目標に向かっての行為につな

がるのであるから,評価は常に即時的になさ

れねばならない。したがって,目標 → 学習

→ 評価 (必要な調整)→ 次の目標という

サイクルを学校教育において (と りわけ授業

において)意識的にできるような場を設定す

ることが必要になってくる。

つまり授業はつぎのように組みたてなけれ

ばならないことになる。

(1)目標の具体化

まず適切な課題を構成し,提示 しなけ

ればならない。生徒はそれを通 して今な

ににとりくまなければならないか。どの

ようにとりくんだらよいか, という問題

に直面 し,日標を定める。

(2)学習経験の組織化

まず考える→ バズ ご 全体討議など,

課題への積極的なとりくみを指導する。

従来,わたしたちが最 も多 くの力を注い

できた場面である。

(3)学習効果の評価

目標がどの程度達成されたかを即時的

に明確に評価させる。ここで得た確認や

要約が,次の学習べの大 きな原動力にな

ることを意識化させるのである。

また,そ れと同時に,教師は自己の指

導目標の達成状況を知 り,課題の構成や

それへのとりくませかたを評価 し,次の

授業への改善に資するようにしなければ

ならない。

以上のように,評価は目標やとりくみとの

関連において, また自己評価として即時的に

なされねばならない。ある一定期間を経たあ

との長期的な評価 も重要であるが,わたした

ちはまず即時的なものの重要性に着目し,実

践をはじめたところである。いわゆる個人の

ラン°クづけゃ競争心をあおりたてるような評
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価については, この際論の外である。

5。 授業 の組みたで

学習課程のなかに,課題と即時評価を位置

づけ,自 己実現のできる指導過程の追求をこ

ころみた。

(1)1時間の授業の流れ

ア.学習過程と課題

学習課程を準備 。中心・確認の 3つの段階

に区分し,そ れぞれの過程において課題が設

定されている。準備過程でだされる課題は,

新しい学習に対するレディネスや動機づけの

意図と同時に,中心課題に迫る意図をもって

与えられる。中心過程でだされる課題は,本
時の目標に迫るものであり,こ の課題にとり

組むことによって理解や思考がうながされ,

目的とされる知識や技能を習得することがで

きる。確認過程でだされる課題は,学習した

ことの確認と新しい問題に気づかせていくも

のである。

イ.課題と評価

準備・中心・確認の各過程に即時評価が位

置づけられている。準備過程では,即時評価

活動をとおして,本時の目標を把握させ,準
備課題へのとりくみの意欲化をはかる。中心

過程では,課題にとりくませ,即時評価する

ことによって,わかって学習がすすめられて

いるかどうかたしかめ,知識理解・技能の習

得の促進と定着をはかる。確認過程では,即

時評価活動をとおして,本時の学習の理解の

確認と定着をはかり,つ ぎへの学習の意欲化

計画化をはかる。

ウ.各過程と即時評価のこころみ

〔準備過程〕

<即時評価の方法>
●プリテスト,ポ イント表,課題表,小テ

ス ト, ドリル

<ね らい>
・ 学習前の学力 (知識・技能)を診断する。

・ 本時の学習目標 (学習内容・みとおし・

ポイント)を把握させる。

O経験と直面する事実とのずれをとらえ,

中心課題とのとり組みの意欲化をはかる。

0本時 0小単元の学習の計画化をはかる。

〔中心過程〕



<即時評価の方法>
●ポイントの整理,技能評価表,反応器

机間巡視,挙手

<ね らい>          ‐

0課題にとりくむなかで,おたがいに意見

をだしあい,相互活動をとおして,知識

の理解,技能の習得を深める。

・ 課題が適切かどうかみる。

〔確認過程〕

<即時評価の方法>
0自 己評価表,ポ イントの整理, ポースト

テスト,進度記入表, ドリル

<ね らい>
・ 学習したことを,友に話したり,書いた

りすることによって正しく認識させてい

く。

・ 学力 (知 識・技能)の確認 と定着をはか

る。

・ 発展的・応用的課題に気づかせ,つ ぎへ

の意欲化をはかる。

Oつ ぎへの学習の計画をうながす。

(2)即時評価の実際例

ア.学習課題表

単元の目標や学習内容を学習課題表で事前

に知らせ,学習意欲を高めるとともに,学習

の方向性や目標の明確化をはかることにある。

イ.プ リテスト

本時を学習するにあたってiプ リテス トを

おこなっている。この内容は,基本的事項の

確認,本時の学習内容に対する予想,生徒の

先行経験的なものなどである。プリテストに

とり組むことにより,本時の学習目標の明確

化,問題の意識化をはかるとともに,そ の結

果を授業展開に生かすことをねらっている。

ウ.ポ イント表

ポイント表は,学習をすすめていく着眼点

を内容とする。生徒がこの学習の手がか りを

もとに,自 分で学習活動を点検 していくよう

にした。したがって, この表で, 自分の学習

をたしかめたり,学習のつまずきに気づいて

いくことができる。

工.技能評価表

.技能評価表は,学習の到達目標を内容とす
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る。この表は,生徒に学習の目標を明確にす

ると同時に,課題へのとり組みの意欲化をは

かることをねらっている。生徒 は, この表で

技能習得への到達段階を自己評価 し,自 分の

学習のつまずきに気づいていくことができる。

オ.ポ イントの整理

学習のポイントをノートに整理することに

より,学習のつまず き,つまり,わからない

点,疑問点を明確にすることができる。

力.反応器

教師は,反応器を自から赤にする状況のな

かで,学校全体の思考の進み具合いや一応理

解できた生徒とそうでない生徒を判断するこ

とができる。生徒は,自分がわかったか,わ

からないかを自から赤へ移行する動作によっ

て,よ り確かに意識することができる。この

ことにより,話 レ合いのけじめがはっきりし

フィードバックのきっかけとなる。

キ.机間巡視

机間巡視をし,相互活動を観察するなかで

教師は,生徒がわかって学習をすすめている

かどうかたしかめることができる。また,生

徒の学習のつまず きを発見し,フ ィードバッ

ク情報を与えて, バズ活動 させた り,つ ぎの

授業の展開に生かしていくことができる。

ク。相互活動による即時評価

相互活動のねらいのひとつは,話 し合いの

なかで,おたがいに学習活動をたしかめてい

くことにより,各自の思考をゆさぶ り葛藤さ

せて思考を高めていくことができる。

つまり,話 し合い活動で,生徒は<考 えを

さそいだし合ったり><つけたし合ったり>
<教え合ったり><助 け合ったり><比べ合

ったり><つ きつめ合ったり>をおこなって

いくなかで, 自己評価をおこない,理解・技

能の習得の促進やより確かな認識をしていく。

ケ.自 己評価表

1時間の学習内容を自己評価することによ

り,理解できたこと,わからないこと,疑 Fm5

なことがはっきりしたり,技能の習得程度,

技能の到達目標とのへだたりがはっきりして

くる。このことが,つ ぎへの学習の意欲イL

計画化をうながす。



(D 相互活動によるフィードバック

学習活動をたしかめ,「学習のつまずき」

を契機により確かな理解 と認識を高めていく

ために, フィードバック情報を与えて,相互

活動をさせていくことを重視している。

学習の流れのなかで,生徒は,理解や思考

がうながされ, 目的とされる知識や技能を習

得していく。このなかで,教師は,わかって

学習がすすんでいるかどうかたしかめていく

必要がある。自分の考えをもって話 し合いに

参加しているか。理解できているか。どこが

わからないか。どんな疑間があるか。これら

の問題を自分自身で明確にさせ,自 分の課題

としてとり組むよう追いこんでいく。さらに,

生徒の学習を援助しながらフィードバックを

させていき,知識の理解・技能の習得の促進

と確認を深めるのである。

4.研究実践を通 して

わたしたちは,何をどのように教えるのか,

何をおさえるのか,と いう観点にたって,ひ

とりひとりの生徒を生かし,の ばすべく「授

業の充実Jを合い言葉として数多 くの授業研

究を通 して懸命に努力を積み重ねてきた。

しかしそれが研究を深め大 きな成果につな

がったということとは別である。なぜならわた

したちは授業課程における即時評価,自己評

価活動のほんのとりつきの部分について実践

したにすぎないからである。

だがこの営みを通 して,生徒自身が自己理

解,自 己指導, 自己実現をめざし主体的に学

習するための,自 己調整機能の大切 さを認識

すると同時に,教師自身の変容にもつながっ

た。それらは,過去10年来継続 してきたバズ

学習理論の追求による教師集団の共通理解と

校内研究体制の中でこそなし得たことだと思

う。

以下教師や生徒の変容の様子をアンケート

をもとにまとめてみた。

・  教材の流れ全体を見通して, 1時 間の授

業構成を考えるようになった。

O 授業における課題の位置づけを考えるよ

うになった。

O 課題をより焦点化し妥当性に注意をはら

うようになった。

・  準備 。中心・確認の過程における,それ

ぞれの課題の性格がはっきりしてきた。

● プリ・ポーストテス トによる授業構成が

予想外に生徒の意欲をもやすことになった。

また,評価活動の具体的な試みとして,プ
リ・ポーストテスト・学習課題表 e進度記入

表 。自己評価表などを提示する実践は,生徒

たちに

・  何を学習するのか,はつきりしてきた。

・  取 り組むべ き内容が,は っきりしてきた。

・  事前に学習することがわかり,家庭学習

がや りやすくなった。

・  予習内容が,は っきりするようになった。

・  理解 したかどうかがわか り, どこまで到

達したのかを知 り,フ ァイトがわいてきた。

などの反応を得ることができた。このような

自己評価活動は, きわめて個人的な営みのよ

うに思われるかもしれないが,わたしたちは

生徒の相互活動の中で即時評価がなされてい

る事実を重視している。相互活動自体が生徒

ひとりひとりの自己評価につながり, フィー

ドバックの機会となって効率を高めているの

である。

本年度の現職教育は, まず伺よりも全教師

が共通理解の上に立って進みはじめた事実 ,

そして, とりわけ評価活動を意識することを

通して,各教科独特の授業構成を生み出し得

たことは,大 きな収獲であった。

5。 今 後 へ

実践を通 して,わたしたちは多くの困難や

問題にぶつかった。
● プリ・ポーストテス トの時間確保。

・  態度評価をどう位置づけるか。

・  定期テストの結果を, 自己調整機能とし

ての自己評価にどうつなげていくか。

0 特別活動・クラブ活動での評価活動。

これらは今後への問題として考えたいし,

現在の実践研究をより深めることにつながる

と思っている。

教育内容の再編成が論ぜられ,教材の精選

が進められる中で,わたしたちは限られた時

間内に「何をどのように教えていくのか」と

いう目標に向かって,なおぃっそうきめの細

かい実践研究を進めたいと思っている。
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第 7分 科 会

鷹 所 属 職  名 氏 名 備  考

徳島 元福畠小学校 元 校 長 四 宮 恒 夫 助言者

愛知 春日井市教育委員会 指導主事 大 野 曼 郎

大阪 寝屋り|1市 教育委員会 後 藤 昭 広

徳島 堀江北小学校 教 頭 池 上 誉 雄 司会者

大阪 寝屋jll第四中学校 教 諭 田 中 英 明 提案者

兵庫 高丘中学校

愛知 藤山台中学校 佐 伯   稔

徳島 堀江北小学校 黒  田 ッルエ

二重 三瀬谷中学校 広 田 文 生

福井 日野中学校 伊 藤 達 雄

高知 野根中学校 島 崎 泰 輔

〃 谷 口   毅

洲 崎 千恵子

高知 奈判rll小学校 松 村 栄 蔵

15 内 田 みどり

二 重 二重大学 市 川 千 秋

二重 黒田小学校 教   諭 丹 羽 健 哉

愛知 長久手中学校 伊 藤 昭 三

愛知 北里小学校 千 田 俊 彦

20 愛知 知多中学校 宮 前 照 美

愛知 小野小学校 桑 原   錯

22 愛知 高蔵寺中学校 加 藤 忠 徳

23 愛知 藤山台中学校 稲 垣 菊 夫

24 岩 田 鎮 人

25 〃 二 村 信 耕

26 熊 谷 一 文

27 小 林 三 洋

28 滋賀 能登川北小学校 寺 田 敏 信

29 〃 政所小学校

愛知 藤山台中学校 学 校 長 葉 山 七 生



彪 所 轟 職 名 氏 名 備   考

愛知 に来中学校 学 校 長 長谷メ|1 春 雄

32 〃 東部中学校 教   諭 小 林 崇 男

長谷川 俊 彦

吉 田 英 雄

35 加 藤 憲 夫

36 〃 小 森 好 治

37 水 野 歌 子

38 大阪 寝屋り|1第四学学校 赤 井 信 也

39 辻 本   勇

40 加 茂   正

愛知 松原中学校 名 倉 幹 雄

42

43

44

45

46
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111.小校め現潟 :・ .

: ?地成性  。■位の実態、 。挙横体制  。その花        ■

2、 生無 導の基本的なか墓え

生徒指導 |よ k間 の尊厳」とぃぅ考ぇをに基づいて、ひとウひとつの

生徒豊の人籍めようよき券こ とめざしてしヽる。ぃぃがえね |き 、`それぞft

:に 内在賀齋宙値を導ったひと/〕 ひとつめ生徒重が自己理解をラ黒め、色己指

‐導亡彗し、色己質規,左 はかる過程 吉援助すぅことであ

`tさ
らに、生徒  |

箋 |ミ と Pて挙経 、学年、学校とぃ|っ た集団生堆がょ今楽 しく、充実 し、 |

意義ゴ翼ぃるの |ミ すること菫目春熟ミじている。             ■

生徒Lの |ユ 燿場` らいえ |き 、`ひとゥひとつの生徒バ自己を見つめ 、倉己を ■

おみ 、よゥょ k生 を薇 ぃこしヽこうとする自己失見への通[程 であり、現史
‐ ‐

のII浩の中ご人間としてめ真実のあウお産業め、)す枝内タトめ生活の中ひ  ‐

1 自らの責任 |ミ おいて角轟め人格奮形成 してぃこうとめざすこみさ`あるこ  .‐´

:プ毅師の立場 なぅぃぇ|き 、ヽ生徒 ひと/Jひ とつの内爾ノ庄 |ミ旬 きつ`|す る指導

であ つ、数 師 とJ■ ttlの 、だの深層 とポ層 が 13ヽ れあ う血脈相通 げる共感 的   :

な瑳碑和ミ立って、ひとゥひとっの生徒Lと 「人間」として育てようと願 う

人間愛の奪勢 で`ある。

どこで、私 たちは次の |ゲ つの廂EJを グク`けヽて取1つ くんでいます。

3‐ ケフの柱

(1)｀ 親身 ・゙・ひとつの暮ちこぼしぅなく。・・

1    生往指 導 饉 、すべ ての生 徒 在対 象 に、し、その ひと ウひ と 参質旬

‐
・  きか1す る二のでなくて|さ ならなしヽ.し かし、今 こで見碁され、も、れ

らム、誰められをなった生徒がぁ尋ゥにも多ク`うためで1こ なかぅぅ

.か
`私

たちは、ひとゥひとうの多ど`もにかける親Lの願 い言わがもの



として受けとめ、第こつくんでいか凝静ならそい:

(2)見 つめる。・・ ひとりひとウと本当 lミ 理欝
～

よう°

電 徒縄導饉、ひと,ひ とウの人格の増刊レ 差異と具体的 :ミ 理,解 |■‐

た上でヽ二 しくイ子なわれなくてはならない。J をあため lミ 1惑 t魯たち饉

日瞑場 らヽ生徒=た
ち主争面釣にとらえるよう琴あな1す 製 |きならない■‐

t3)認轟る。・・生徒の人格 ど鍵め、そなどれめ立場を       |

自党主壼よう。i・

・    二

電 位1毒導饉、ひとうひとウ約メ、格吉尊重 し、個性の碑長在餞うな

がら、同時にj社会的費質ゃイT勤菫島めようとする営みき`ある。L    ‐

ひと今ひと今の生律 :ご 、麟丈岬ゃイャ爾降 う`こびとつの人碁としな謬め |11‐

ら彙、集轟の中 :ミ じっ寺`うとイニ重づけられているという自党によって.:

太さを勇魚と自イ言色得るので`ある。名ま―~ち :ま そのこと菫大t夕こレなしヽ ■‐‐

なな:す魚 1意 や゙ウない。

魯)助 ごす 。・・強 くこ しく生圭ぬく力こ育てる。・・

■ 4主指導 |よ 、聾状にFFし て具奮珀り'え緊的 に自己実現在図る力表

義 ぃ、望量じひ奮諏 ′♪成
=合

わて、よつ強 く正 仁く生きる力や舞力主

雑五 さきること宣わかしているっJ

私たち|よ 、励 彗じ:ミ よって、ひとつひとうの生徒_の 自i性 や憔奮理i

左高めるよう援勁 し、よつ毒震的な生毛態度 左身 |ミ ワ|す さすようiぎ が

tす て い力
｀
終 |ご

｀
そ うな い 。

(ケ)足 並みそうえて・・・すべての教師が力在合わせて ・゙・

雅 徒指導は、合教師の共通理解のもとに組織的 '言†量1的 |ミ 全表育

推動の中で、積オ盈的 e主 体的に取Lウ くむことが大切で`ある・J

そのため 1ミ 鍾、長期の展望 にたった拒導/7tX静
l在雄:立 し、生徒たちの

内面|ミ こで`違ウうるよう議4り を環めると同時 1ミ 、家こ・珪銃経レ会・関

辱嗜訪鵠関との連携も永にしていがなtす ね|き な`らない。
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,爾 ,真 にささえさ ぃ個人のェコ`在許Ⅲ なぃ集団

:  (2)ガ瘍中の層刊ら・喩蟷義の機会め層鋼呆につぃて

: ら 1  理諄 と史身発の一体になめざしての層希修始動
一を
一一

tう)合教育滝勲中における生篠指導言†量の具体イこと質鐵あ推進 |ミ ついて―.

ィ、ゲ薇イ子事等め点、棟・検討および
｀
イ主置づけゃれらいの明庫化    :

口、な辞 クリヤュラムと仏学ヵ先月度のキだ
｀
て

く4)4薇護着との連携について



第 10回 バズ学習研究集会

生 徒 指 導 ・ 生 活 指 導

―一一生徒会活動を中心 として

姫 路 市 立 高 丘 中 学 校

1.は  し め に

本校では地域社会をも含めた全体的バズ教育

体制の中で、学校生活のみならず生徒たちの生

活全般において、集団と個の関係を重視し、相

互作用にもとづく自主協同の精神に満ちた人間

づくりに努めてきている。

これまで町バズ、7校時バベ 教科バズなど恒常

的教育活動について何度か提案 してきたが、今

回は生徒会活動、なかんずく専門部活動に視点を

据えて生徒活動実践のいくつかを述べてみたい。

2.生 徒 会 組 織表

3。 専門部委員会の充実

生徒会活動を発展させるカギは専門部委員会

がにぎっているといってもよぃ。しかし学期始

めに学級から選出された委員はどうしても委員

としての自覚に之 しい。そこで最初の専門部委

員会では委員の活動内容をはっきりと指導しな

ければならない。指導については生徒会規約 0

委員会活動の手引等を活用し全職員があたって

いる。

次に専門部委員会は学級生徒の問題や意見を

取 りあげて検討 し、その対策および活動目標を

決めていくのであるが、これを全校生徒に徹底

す るのに次のような方法をとっている。

1/f)委 員は会議の内容や決定事項を学級に持

ち帰って報告する。

(口)委員会の部長は会議の内容や決定事項を

生徒集会で報告す る。

|う 生徒会役員会は各委員会の決定事項をプ

リントして配布する。

さらに専門部委員会は目標のきめっぱなし、

活動のや りっぱなしにならないよう毎週月曜の

朝礼で活動の点検やその成果を発表することに

している。発表することによって成功感・満足

感を味わせて次の活動の意欲を湧かせたい。

生 徒 評 議 会

―
風
　
紀

部

―
会
　
計

部

―
広
　
報

部

―
図
　
童
日　
部

―
整
　
美

部

―
ベ
ル
マ
ー
∠
郡

―
保
　
体

部

―
放
　
送

部

―
購
　
買

部

―
町
バ
ズ
課
題
作
成
部

専門部委員会ク

ラ

ブ

撞
蘇
ｋ

ム

町

班

長

会



4。 専門部委員会の役割

風紀部委員会 O会員の生活規律の維持向

上

0風紀や生徒会の調査統計

会計部委員会 0学級の会計事務 (諸費徴

収など )

01円玉の集金、集計

○学級の病気見舞

広報部委員会 0学級新聞、生徒会誌の編

集

○広報活動 を通 して校内の

改善連:絡 はかる。

図書部委員会 ○学級図書館の運営
:  

○学芸会、弁論大会の企画

推進
:整

美部委員会 6学校内の生活環境の整備

○定期的に掃除用具の整理

分配

～
レマニク部委員会

F o～
レ々 一クの募集t整理

保体部委員会 ○競技会、体育会などの立
~    

案推進    :

放送部委員会

(現在は希望制

による)

○保健衛生活動の処理

○運動場および用具の使用

法く時間場所の協議

○校内連絡、生徒会連絡、

学校事務連絡

○ レクレーション放送、時

間的な放送

購売部委員会 O学校生活に必要な物資の

(2年生のみ) 購入販売

町バズ委員会 。各委員1教科担当による
1       

課題の作成

○翌日モーニングバズの答

合せの司会

※委員長連絡会 ○学級あ連絡 0調整

○各委員会の連絡 0調整

a専 門部委員会の活動日程

学級会 …̈………モーニンルミズ・7校時バズ0

1 間 よ
:l :    貫軍昌韮EL言撃

(翌 日 )

|

医翌璽画甕藝酢…・月に1固定期的に開く(月

中行事に入れる )学級か ら

提出された意見ゃ問題点を

討議 し活動の具体案を作る。

必要に応 じて部毎に開く。

評議会……………各部の意見をまとめる、内

容に問題があれば専F]部委

員会へ返す。

「 生徒会だより」の編集

生徒集会・・。・…… 各̈部の部長は会議の経過・

(翌 々 日)

|

決定事項 を報告する

「 生徒会だより」の発行

生徒朝礼・………‥各部の部長は活動の成果や

(毎週月曜日)  反省を報告する。

11の 部があるので、生徒会

役員が調整 して 4～ 5の 部

が発表する。

6.専 門 部委 員 会 の開 き方

① 委員会の活動内容をはっきりとする。

(生徒会規約 17条 )

② 各委員は学級からの問題を提出し議題とする。

③ 学期の活動事項、重点目標を決め実行の

手だてを考える。

④ 書記は会議の内容を委員会ノートに記録する。

⑤ 各委員会は会議の内容を記録 して学級に

持ち帰り、モーニングバズ。7校時バズに

おいて報告 し徹底をはかる。

③ 部長は生徒朝会時に全校生徒に報告 し徹

底をはかる。

※会合は担当教師の指導 と助言のもとに開き、

決定事項は職員会・学校長の承認を得た後
に実行する。 (生徒会規約 32条 )
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7全 校生の心をつな ぐ朝礼

だいたい朝礼は教師の訓話や注意で終わり、

生徒の参加意欲が低いものである。

ここで生徒会がその主体となり運営をすれば

内容に変化が生まれ、生徒も積極的に参加する

のではあるまいか。次にその内容を述べてみよ

う。

1/r)集合・整列…… 放送部・生徒会役員・学

級委員長

(口)校歌斉唱………生徒会役員 。学級委員長

|→ 校長のおはなし・表彰

(→ 専門部委員会の点検 。報告・キャンペーン

委員長

8。 モーニング′瞑 の実施要領

(生徒会の示すサンプル )

① 時間設定と内容

8:20……挨拶と出欠確認

8:22

2

8:27

:

8:30
※ 冬時間

④服装、所時品の相互点検

〇小テスト方式による教科学習

・…結果の個人別記録、反省、指導

は 20分づつずれる。

② 曜日ごとの計画
1月 ⅢO10全 校二1斉の服装検査

火・́・…国語(漢字書取 り、読みt熟語、反
■ 対語 )

水・。・…学年単位の服装検査    ‐

木……数学 (基礎的な計算 )

金……学級単位の服装、所持品などの検査

土……町バズプリントの答えあわせ

③ 服装所持品検査について

O風紀委員の指示によって行なう。

0点検するものは、時間と学級の実態等を

考慮して流動的且う重点的に行なぅ。
0実際の点検は班単位で。

○記録の様式は生徒会で統一 したものを用

意する。

④ 教科学習について

○国、数、英の中、2-3科 目をする。

O①② で示 した方法以外に、学級独自の

方法を採ってもよい

例えば

① 2教科です る。

② l教科を週単位でする。

③国― 数― 英へ順に してい く。

○問題は学級の教科班が責任をもってつく

る、一冊のノー トに出′した問題は記録 し

ておくこと。

○問題は黒板に書 く、素早 く

○解答も教科班で責任をもつ

○採点は自己または相互で行な う。

○解答は個人用のノー ト(別に各自用意 )

にする。

○個人の記録は各班ごとにまとめて記録す

る。

○生徒のつ くった問題は時々教科担任の指

導をあお ぐ為に、先生の所へ持 っていく。

問題は 5分程度でできるものを出す。



9お わ り に

以上述べたように、生徒会活動を活発にするた

めの方向づけを行ない、生徒たちの自己理解、

相酬 を通じ、協調的自己実現へ意欲的な取組

みを求めてきたが、現在強力に進めている実践

活動例を以下に示し結びのことばとします。

①ピラの配付・掲示

(「 ～しょう」式の各委員会によるキャ

ンペ ー ン )

②生徒会だよりの発行

(各委員会の報告・計画 0決定事項等 )

③朝礼、学年集会での点検・報告 。キャンペ

④服装その他持ち物規程の作成と徹底 (風紀

部 )

⑤モーニングバズの自主的推進

⑥休業中の生活と学習計画、反省、諸注意に

ついてのプリントの自主的作成。

そ の 他

以 上



第 1の 国盆閂∫ヾズ学習研究集会

曲甦権導 0は 己実現を論ざす生後や育餃

愛知県春 轟井市立藤綺台靱攣絞

1.は じ 峰 :こ

バズ学習 6年理, それは本校倉I立以来の年輪に

相当している。開校当時わずか 100堪 という生徒

数 も,現在では 790名近い。

志向する教育体tllを バズ学習 :こ 求めてきた私
=

ちは,生徒数の増加や施設・設備の拡充とともに,

地道な研究をつづけて津た。「 バズ学習の基盤づ

くり」「学習過程における評価活動J F自 己指導

自己実現をめざす生徒の育成選など,そ 桑に轟さ

れた足跡は,教鍮も生徒 亀互ひに協力しながら種

み上げてきた教育の成果であったように思われる。

本年度は,去年‡こつづいて F呻 己指導 。自己実

現をめざす生徒の育成理者蝿ごて研究に取 り組ん

でけるcそ のねらいは,生徒たちが社会生活を営

む中で,自 分の半J断 に基づいて決断し,進んで自

己を実現しようとする姿勢を保たせるとと急製,

臨この行動の過程を,目標にしたがつて制御して

いけるように務めさせることである。

2。 変容を懸待 けて

そのような目標を満たすため:こ, 評生活の統合

化の強調」「集類の機能の強調」 罫きびしきな楽

しさの強蒻」「 白律と多律選の 4つの強調をふま

えて,研究を推進 していけば,生徒によりよい変

容を期待することができるだ4う 。そ準で,次の

ような仮議をつ●たてた。

身につけていくだろう。

② 何がよい行ないかフ伺が悪い行ないかを

自ら判断し,建設的輔 爾 進するだろう。

③ 集国のよい影響を受けながら,考 えを深

め,自 己を確立していくだろう。

④ 集団の中で自己の責任を自覚し,協力す

ることの大切さを見つけ,みんなで新しい

ものを作 り饉していく力となるだろう。

紗。な 饒 鶉 輻

仮説を裏付 tす る指導の場として,ま ず学業ξ饗導

が考えられる。けれども,学校における種々の指

導は"饉々げらばあまこ行なわれるものではなく,

個々の生後の全人鶉な発達な麒るためまと統合鶉ξこ

働 くように計画晦‡と進鰈黎れなくては難らなb｀。

したかって,権互 :こ密接鑢麗達をNは ように務め

ることを忘れたくなけ聰

学業指導は,一定の教材
'4つ

いての理解や技畿

の学習がどのように撻選 されるが, どのようにす

れば生徒の学奮の意欲が高まるかといつた鐘と写

問題に鐙ってくはゅ

⇔ 曖襲蝙鰤鰊疸颯ξ⑮

生後の導習意欲を高鰈るたり意こ9 量時闇の授業

などのように流していったちよいが,教科ま曇よっ

て,繭容によつて差異まま咆るが, FT毅鋳な授業

の流れ』を定着 させ,鎮後の臨主擁な学習脅鍵 じ

てぃる。数に示 したのは,部分的な過程である。

生徒自穿が,単習亀笙溝亀自分の 2の と

・してともえ,自主鋳 0意欲的な豊溝態度を

一 豊 ―



←―く指導内容量理解で懸たわ。)

総 学習にのでな態度

授業の流れにしたがって, どのような学習態度

を育てていけばよいか,「今自分は何をするとき」

なのか,すなわち,今 どこを読むのか,何につい

て話 し合 うのか,何 を考えるのか,何について書

くのかをはっきりさせることでぁる。そして次の

ようなことを意図してける。

① 始業の合国で

・ 前時の学習の復習を中心に話し合う。

・ 前時までの学習を基盤としたドリルを行なう。
0本時の学習目標や生活経験を話し合う。

◎ 夢曖咤≧徒麗ζ渉緻

鍮むだ講―攀進鍍
。ま置かどとを考えないで,課題だけに取 り組む。

③ 先鐘の方巻向け

・ 先生の説明・助言 一→聞くときには,話 し手

の方に注目する。

④ まず自分で

・ 課題の意味を考える。

・ 各自の資料で調べる。

O各自の知識を整理する。

・ 各自の意見をまとめる。

⑤ みんながみんなで

・ 自分の考えを人に説明することによって,知

識や技能をいっそう明確にする。

・ おたがいに情報を活発に交換する。

⑥ みしかくはやく

・ 短い時間で,学習の能率をあげるようにする。

⑦ 発表とまとめ

e発表のときは理由づけをして………。

●だれもが発表できる機会をつくる。

これ以外にも,ま だまだ多 くの態度面が要求 さ

れる。態度形成にIま ,訓練の必要性を説いている。

③ 全体のみとおしを立てて

その場に応じた行動のできるようにするために

:ま ,訓練の必要性を説いたが,そ こへ到達するた

めのみとおしを立てることも大切でみる。それは

単元 (題材)ご とに, どの時間には, どんな課題

に取 り組むかということである。学習計画の立案

が生徒にしっかりできてしヽれば,予習課題や復習

課題も事前に察知することになり,家庭学習への

意欲的な取 り組みを期待することもできる。

総 予習プ リン ト

さきほど,家庭学習への取 り組みについて少 し
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ふれたが,家庭学習の指示 もしないで,自主学習

はのぞめないもある教科では,毎時間半紙 4分の

1の「予習プリント」を配布する試みをしている。

この予習プリントを作る時の留意事項として次の

ようなことをあげている。

① 次時の中心課題となるような予習課題である

こと。

② 適当な難度を持ち,教科書や参考書を調べる

とわかるようなものであること。

③ 興味深く調べられるようなものであること。

④ 朝の短学活に友だち同志で確認し合い,わか

らないところは教え合うことをすすめる。

このような試みは,い くらか教師の負担になる

が,そ れへの報酬は,大 きくはねかえっている。

O 即時評価と自己評価

自己指導でさる人間を育成するために,最 も根

本となることは,今学習していることがわかった

のか,わからないのかを学習者自身が明白にする

ことである。これがなされなければ次へ進む手だ

ても考えられないし,学習への意欲も湧くはずが

ない。だから生徒自らの手による自己調整機能と

しての評価を考えたいのである。

社会科における,その評価活動を次のように示

している。

腰購 評価と自己評価につけては,す でに去年の

バズ学習大会の提案要項にもふれたが,そ の具体

的な手だてとして次のようなものがある。

⑪言ってみよ書いてみよ。②自己評価表6③是認

と否認。④学習のプロフィールタ 通れらの方法に

より,生徒が自らの学習を自らの手で診断し,自

ら治療するようにしている。
.

4.学緩集国の成熱を求めて

教育が集団で行なわれるのは,あながち経費や

場所からの制約ばかりではあるまい。集団の高ま

りの中で,自 己をみつめ,集団の影響を受けて個

を高めようとする重要なファクターがあるからで

ある。

中学生の頃は,友だちの影響を受けやすい。親

や先生が言っても聞かないが,友だちの言 うこと

はすぐに聞く場合がある。

学級集団の成熟を期せずして,教育の効果をあ

げることは不可能であろう。「 よい個人はよい集

団からのみ作 られる」のである。

① 短学活の充実

‡日の学校生活の中で,短学活は生徒たちの手

によって計画され活用できる場であって,主体性

な伸ばすのにふさわしいところである。したがっ

て, それを意図した運営が必要になってくる。こ

れまでに試みられてきた主なものをあげてみる。

① 短学活の内容を学級独自で充分検討し,計画

を立てる。

② プログラム委員会による運営と活動を重視す

る。

③ 生活の設計と反省を軸とする。

④ 生活憩度の反省表を活用する。

⑤ 復習パズをとり入れる。

③ 個人の問題を学級の問題として解決する。

⑦ 班活動 1週間の反省表を活用する。

こうした実例によって,朝 ,夕 の短学活を有効
に生 力ゝ している。

-3-
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総 わたしの主張

生徒が相互に影響し合う場として「 わたしの主

張」を実践してきた。これ:よ毎朝,短学活時にプ

ログラキ委員の司会により, 2～ 8人 が 3分程度

自分の考えや意見をまとめて話すのである。これ

は,①自己の考えの確立 ②自分の発言に責任を

持つ ③けい影響を与え合つ ④主体的な発言の

場となる。今までにさまざまなスピーチがなされ

てきたが,その内容例を挙げてみると,

①清掃にっぃて   ⑤役割と責任

②いいクラスとは  C静かにしてくれ

③あいさつ運動   ⑦老人に席をゆずろう

④クラプから学んだ C性格について

もの

です轟こんなことぱのやりとりから,生徒の自己

をみつめさせる場として, クラブ活動の必要にせ

まられる。次にその活動例をあげてみよう。

「 パレー部 の場合麟

働 練習過程例

① ランニング◆体操 .サ ーキット

② l年生の指導 (2。 3年生)

③ 2年生の指導(3`⇒ 1年生ランニング

④ グループレシーブ

⑤ 学年同志のパス.レ シープ

⑥ アタック

⑦ l年生の指導 (2。 3年生)

③ 整理体操。反省

魏 溝 鏃 餃 言

清掃はいっか りゃらなければならなして とは,

君たちはよく知っているtま ずだ。しかし現状など

うだ4う 。

との広い学校の等で少なくと2進 曇だけは自分

の命 1準 賭けて美 しくしようと思 うところを志願じ

よ争ではないか。尋ミだけは自分の諸 りとなるよ

らな,そ んな清掃をしてみようではないか。

この働きかけの後,C難 り当て制から志願争[へ ,

O難 り当て制から1年間固定制へ ③多人数制か

儀少人数ellへ c清掃計画をみっありとなどを意

吻した。

そうして次のような「清掃宣言Jを発した。

⑬ わたしは金な睦けて美しくします。

り 曲分白身に誇れる裁うに美しくします。

0 あ飽じふ轟なたも馬ヽきな歯車です。躇亀それぞ

祓磯み合っていなくてはならない畿車です。

辱.ウ ラプ活動を通 して

「めなたはクラブ活動が楽しいですか。」「はい

楽しいです。」 Fどんなととが楽しいですか。」「み

んなが力を合わせて一生けんめいやっているから

(2)ク ラブ活動圏誌に, 1日 の活動内容の記録を

交代でさせる。ただ単に技術面の評儀だけでな

く,精神面の評価 もする。

(3)ク ラブノー トで,各学年ごとに,活動におけ

る問題点P悩みなどを書いて提出させている。

縫)ク ラブ活動をとおして,生徒の自主性を費りヽ

よりよい計画のもとに積極飾な活動を健すよう

に務めている。それには,技術面の上達だけな

考えさせるのではなく,精神面の指導 も大切なこ

している。

瘍。お お り ξこ

パズ学習な態度面から追求してきた◎理絋より

も具体飾を実践をモットウla_視野を広めてきたつ

ぶりである。ここまこ掲げたのは,そ の l rll‡ 通すぎ

なもヽ:態度的な変容は,短時国では,のぞやべ く

もなしヽ。冒頭に述べたように,生徒 亀教師亀亘い

に協力しながら, どんな小 さな問題で亀親場にな

って考え, ともに解決 して掛けるような根気が必

要である。

仮説への農家は, これからともいえるし,か な

つ深イ絶していると亀いえに。いずれにして (今後

もそれへの験手なf鯰 ぼすように務吟たいΦ

-4T



彦.療沐鰤躙颯懸掌縄痣



築 8命 科 会

彪 瞬 属 職  名 氏 名 備  考

広島 豊呻学校 絞 長 新 田 正 彦 助言者
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愛知 神領小学校 教 諭 今 尾 啓 一

滋賀 五個荘小学校 田 附 昭 良 提案者

香川 筆岡小学校

広島 豊中学校 猥 中 俊 治

高知 奈判利中学校

愛知 神領小学校 飯 塚 富 恵

広島 竹原中学校 友 田 詔 三

香∫|1 善通寺栗中学校 谷 口 晋 一

香川 筆岡小学校 近 藤 才 子

宮 本 玲 子

徳島 福島小学校 高 田   勲
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中 山 元 三
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25 長崎 矢上小学校 秋 田 恵 子
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27 富 坂 和 枝
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29 高知 野根中学校 谷 田 喜四郎

日 置 三 男
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33 小 原 幸 一

34 愛知 長久手中学校 伊 藤 昭 三

35 愛知 五条小学校 今 村 富 彦

36 愛知 西春小学校 間 井   清

伴 野 愛 平

38 愛知 小牧南小学校 教 頭 長 縄 錠 吉

39 愛知 水南小学校 教 諭 大 沢 孝 三

40 愛知 水無瀬中学校 鈴 木 勝 馬
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44 新 見 精 三

愛知 小牧中学校 中 沢 忠 史

46 愛知 豊山中学校 校  長 石 黒 鋸 次
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49 愛知 知多中学校 米 村 千 恵
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56 〃 高蔵寺中学校 吉 田   丹

57 〃 春日井小学校 〃
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〃

水 野 克 昭

58 〃 勝||1小 学校 春 田 幹 男

59 〃 松原小学校 小 幡 一 子

60 大 柳 勝 美
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66 小 沢 吉 生

67 〃 鷹来中学校 長谷り|1 弥 生

68 静岡 大里中学校 斉 藤   磐

薮 崎 定 雄

70 滋賀 五個荘小学校 小 管 融 宣

石 部 清 和

72 静岡 大里中学校 漆 畑 和 子

73 兵庫 琴陵中学校 奥 野 敏 子

74 愛知 坂下小学校 学 校 長 長谷川 正 己

〃 不二小学校 本 多 利 博

76 〃 春 日井小学校 田 中   健
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諭 津 田 方 子
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教 諭 梶 田 春 由

82 桑 原 進 一

83 〃 東部中学校 林   敏 明

84 加 藤 洋 子

85 〃 田 川 正 子

86 沢 村 保 雄

87 川 村 辰 子

88 水 野 郁 子

89 〃 松原中学校 森 田 利 夫

90 〃 藤山台小学校 伊 藤 正 臣
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第 10回全国バズ学習研究集会

バ ズ 学 習 舎 轟.本 構 懸

一一 バ ズ学習 に学ぶ本校の姿 一一

滋賀県神崎郡五個荘小学校

l変 わ りゆ く姿

(1)バ ズ学習へのきざじ

昭和 43年 9月 に統合新校舎の完成をみた

が、この年は、1日 三校舎の研究の教科が算数

であったことから、その研究のテーマを

「算数の指導において、児童に興味や必要

感をもたせ、算数のよさをいっそう感得さ

せるには、どのようにすればよいか。特に

定着化をはかるには、どのようにすればよ

いか。」

と設定 し、その柱 として次の3項 目をおいた。

○ 学習意欲をたかめ、児童相互の意見の

交換を活発にする工夫。

② 能力に応 じた課題を与える工夫 c

③ 授業の流れとして、あしば一→ 中心―

→た しかめる一→ 生かすという学習の型

に つ い て 。

しか し、先に述べたように、 9月 に新校舎

完成 ということで、その移転に伴 う種 々雑多

な事務や作業のために、研究のための時間が

確保 されに くいこともあって、充分な研究推

進はなされなか った。

(2)バ ズ学習 との出会い

昭和 44年度にはいり、前年度の反省や、

五個荘の子 どもの性格・特性か ら、子 どもた

ちが受け身の学習や、や らされていた学習を

子 どもたちがする学習に しなければならない6

そ して、子どもに生きてはたらく力になるよ

うにい う ことで、

「 新指導要領の趣旨を生かし、主体的に学

習する態度を育てるにはどうすればよい力週

というテーマを設定 した。そうしてここに、

いわゆるバズ学習との出会いが、これに造詣

の深か った新着任の学校長と、鋭意研究熱′む

な算数科主任を車の両輪にして、スター トし

たのである。

何から始めたらいいのか、どう構えたらい

いのかわからないままに、まずは文献による

理論学習か ら始めることにな り、村上芳

夫氏著になる「主体的学習の発展Jを手引書

として輪読 と話 し合いを進める一方で、先進

校の参観もなされていった。暗中模索 .群 盲

象 をなでるの中で、毎日の学習指導の中での
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実践もなされていったが、それは次のような

計画であった。

O 学年部 (低・ 中 0高 )を 中心 とした授業

研究をおこなうが、 1ク ラスは、全校全職

: 員参加の研究授業 とする。

1 0 事前研究 `事 前授業 も重視 していく。

0 研究会は原則 として、授業のあったその

日の放課後に実施する。

|  こうした計画によって動き始めると共に、

1子 どもたちに主体的に とりくませる手だてと

して、予習課題の必要性が痛感 されるように

なってきた。そ うして、ここに

| 「 算数科の予習課題を、 どのように考 え、
|  どのように与えればよいか」

| とい つたこともヽ授業研究 のポイントとなっ

:て 来たのである。 (予習課題の適否、生き .

1生か されていたか、バ ズの回数 と所要時間 .

発間の適否 .子 どもの反応などが 授ヽ業の観

点 とな った。)

こうして、この年は、バズ学習について、

おぼろげなが らわか り、その進む方向がつか

めたのである。

(3)バ ズ学習への進展

前年度は、子 どもの主体的な学習態度 を育

てるために、個人学習の指導に眼を向け、特

に予習課題 を持たせ、その予習課題の解決を

ジ ャンプ台として、教室内での協力学習を展

開 しよ うとしたわけである。

昭和 45年度は、この協力学習にバズ学習

を入れることによ って、■層子 どもひとりひ

とりの学習 二― 予習課題解決の実践結果 ―

が生か されることに着 目し、ここに、バズ学

習 を研究の焦点 として とり組むことにな った。

研究のテーマも

「磨き合 う学習をめざして」

わた したちは、この年、名大の塩田先生、

斯界の大先輩 徳島県福島小 .豊 川市中部小

とい う大先達を得て、バズ学習の理論 と実際

とをぐんぐん吸収することが出来たのである。

研究態勢 としては、

-2-

0 校内研究推進委員会の結成

0 週間学校 日課の中への学年部会と教材研

究日の位置付け

〇 事前 .事後を含めた年間20回の授業研

究 (予 習課題 :バ ズ課題に対する子どもの

反応 )

〇 バズ記録票の活用

0 講師招へいと先進校参観

この結果の批判と評価を仰ぐため、46年
1月 に郡内対象の研究発表会を持 ったのであ

る。.そ うしてt子 どもたちが互いに磨き合う
とい うことは、ねば り強 くそれぞれの意見を

た しかめ合 うこと、つま り「 いもこじ」であ

る。そのいもこじには、バズ学習方式が最 も

適切であるとい う結論に達 した。

この年の反省 として挙げ られた問題点は、

次 のようなものであった。

O 予習課題は、学習課題の充分な分析の上

にこそ成り立つ。

② 入門期 (低学年 )に おける訓練。基本的

な生活訓練 。ことばの訓練・バズの訓練・

学習方法の言1練 など、どう位置付け、どう

実施 してぃくか。

③ 人間関係。話 し合いの中でややもすると

結論や解答を性急に求めたがる。結果は優

劣をつけることになり、人間関係をくず し

ていくおそれが生じる。

C 学習の流れとバズ

あしば→ 中心→ 確かめ→ 高め→ 生かす

バ ズ      予習課題
ヒ)欄係づけ?)← |

(4) 言果匙ヨoと りく」卜・ 調目面

バズ学習をとり入れて 2年、た しかに子 ど

もは変わ って来たようである。 しか しどこか

まだ教師対子 どもという姿で、子ども同志で

磨 き合 うところまでは成長 していない 46
年度は、子どもの姿を見つめなお し、思考態

度の開発をすすめる指導体制 の確立をはかろ

うということになった。
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③

O 子どもの態度に関する実態調査

〇 学習環境――クラス

〇 予習態度――家庭で

○ 予習効果 ―― 家庭で・バズ

○ 学習態度―一 個人・友達・ グループ

o 人間関係――個人・ グループ・教師

② 目ざす 五個荘の子ども(態度目標 )

低学年 楽しく話 し合い、参加できる。

(た ずねる )

中学年 話 し合い、わ
｀
かるまで考える。

(気づく )

高学年 話 し合い、求めて考える。

④ 学習構造図を作成し授業研究を深める。
O 認知目標と態度目標の同時達成
〇 予習課題と学習課題の位置づけ
0 目標・課題・バズあ関係を明記する。
これらをふまえて、テーマは

「 話 し合い、求めて考 える子 ども」を

めざして

こうして 1年 、前年に比べて子 どもたちに

課題にとりくむ身がまえが、できてきたよう

である。 しか し他方においては、他の教科学

習ゃ学校生活の中では不充分であ り、もっと

教育活動の中へ、バズが浸透できるようにす

ることと、指導法や子 どもの思考傾向 .活 動

が能率的につかまえられる千だ_■ (器機の活

用 )な どが、反省 としてあがってきた。

尚、この年は、批判を県内と、先進校 とに

受けるべく、 11月 に発表大会 をもらた。

(5)バズの原点にもどって

人事移動などで職員構成が変わ り、職員の

中でも、バズについて初歩からの研修 を求め

る声 もあり、 46年からは、学習の中ヘバズ

をとり入れるのではなく、バズ学習を基盤に

して、主体性をどのように培 うかとい ぅ方向

に変わ ってきたことへのとまどいもあ り、こ

こで一度、バズ学習の原点に立ちかぇってみ

ようということにな った。窓 国とする教科も、

算数のほかに、国語 と理科にも広げることに

なった。学年たて害Jり の三部会制になったの

である。

テーマは

「バズ学習の基本性の追求 と効果の拡張J

以下、二部会のテーマと研究の柱を紹介 し

よう。

① 算数部会          |
「数学的な思考を深めるバズ」

〇 関係思考を深める理解要素 と態度要素

の活用。

〇 学習構造の検討。

〇 課題解決の視点とバズの方法。

〇 自己評価 と相互評価

○ バズ活動による思考の深化。

② 国語部会

「読み深めのための過程におけるバズ

学習のあ り方 J

9 授業案め基本的な流 し方。(予 習課題ゃ

バズの位置付け )

○ 授業観察の方法。

〇 学習構造図の作成。

③ 理科部会

「科学的思考を育てるバズ学習のあ り

方」

○ 指導過程 とバズの位置付け。

O 課題設定のための レジネステス ト作成。

o 評価につながる態度 目標・認知 目標の

分析 と具体化。

三部会 とも学習構造図・課題の学年別年間計

画の作成が、あげられている。

この 47年 は、内にこもった研究の 1年 間

と言ぇ、反省 として出てきたことは、

① 課題の設定の しかた とその分析。
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② 評価― データーに基づいた科学的なもの。

が、大きなこととして挙げ られる。

(6)授業改造をめざして

「 人間形成 と授業改造」

48年 は、過去の反省の上に立 って、特に

基本と考 えられる。課題の与え方・ バズのさ

せ方・授業の進め方・評価の仕方など、バズ

学習そのもののあ り方ゃね らい、実践上の具

体的な方法や技術について研究の総まとめを

してみ ようということにな った。

① 指導内容をよく検討する。

② 適切な課題を作成 し、それを効果的な方

法で提示する。

③ 課題について個人ごとに

④ 疑問点・不明点・予想な

ループで話し合わせる。

O グループで話し合ったこ

で話 し合わせる。

とり組ませる。

どについて、グ

とを、学級全体

⑥ 最後に教師が補足 .修 正 しまとめる。

このような手順で、典型的な授業 として実

証授業を実施 し、それを分析 し評価すること

によって授業の基本原理 を明 らかに しようと

した。

名大大学院 と塩田先生の指導 と協力を得て、

ヘ ッドホーン着用に よるバズのようすの記録

もなされ、科学的なデーターによる分析 .評

価ができた点、大きい収穫であ った。

テーマに挙げ られた「 人間形成」 という面

で残 されたものは大きか った。もっと他人を

理解 し、自分を知 り、互いに認め合 う協調性

協 同性 を育て、社会的な価値感への視点 を拡

充する特別活動分野でのバズ学習の重要さを

痛感 させ られた年であったL

(7)読 みら、かめとバズ学習

49年 は、県の国語研究団体の発表会場校

を依頼 されたこともあって、国語科での研究

とな った。「読みガ、かめ」がテー■となった。

初発の読後感想 を手がか りに、自分達の追

求 したい問題 を出 し合い (個 人 。グルー プ )

全体討議の中で、整理統合 して課題 を作 り上

げミその課題にそ って学習を個 人で ,グルT
プで深めてい く。バズ学習 を活用することに

よって、思考が互いにゆすぶ られ、読み とり

が、深ま ってい く。そこに子 どもの大きな変

容が見られたのである。

2 今 後 の 問 題 点 に か え て

こうした変遷 を経て本年 を迎 えたのである。

「 ひ とりひとりを生かす」ことを、再度見つ

めなお し、

〇低学年  心に強 く感 じたことを大切に、

それを手がか りに して学習を展開

していき、

〇中学年  表に出てこない、子 どもの底に

流れるものを、 どのように学習の

場に生か していくか、

O高学年  共感 を呼ぶ課題づ くりをね らい

何が共感を呼ぶのか、意欲的な追

求は、どうした ら生まれるか。

という各学年のテーマを設けて今 日に至 って

いる。

数年を経 i昼 して感 じることは、バズ学習へ

の道の広 さと深さは沢Jり 知れず、そ してまた

「ノミズ学習は離 した くないJと いう楽 しさと

自信 (?)で ある。

今後更に深めたいものと して、

① バズをさぐる (原点に立ちかえり、更に

飛躍する )

② 課題づ くりと分析 (子 どもによる発見 .

見通 し)

③ 生活指導 とバズ (人間形成 。人間関係 を

つ くり上げるもの )

④ それでもなお、話せない .話 さない子へ

の手だて 一――入Fl期 の手だてを含んで 一

〇 高学年では、他からの注入知識や理解

で話すのではなく、自分のことば、自分

の考えで、バズの仲間にくいこむ。

o 低学年では、ことば ― 表現 ― に困

っている場合、ことば さが しの解決。

―「4-



第 二〇圃全国バズ学習研究集会

本校におけるバズ学習の基本姿勢

香川県善通寺市立筆岡小学校

赫  宮 本 玲 子

本校 に お け るパ ズ学 習 の基 本姿 勢

本校は昭和 45年 ,対話を通して豊かな人間

性の育成と真の理解に もとづ く学力の向上をめ

ざしてパズをとり入れた。はじめの 3年間は態

度変容のためのパズ ,あ と 3年は互いにみがき

あいながら学力伸長をはかる学習パズの研究に

とりくんできた。今 ,その概要を簡単にのべて

みることにした。

1 生 活 バ ズ

純農村であった本校の児童にも,青々とした

田地がしだいに住宅や中小工 場に 変えられるに

つれて素朴さが失われ ,計算高い利己主義が見

られ′るようになった。

そこで ,は じめの 3年はパズの基盤であるあ

たたかい心のふれ合いを求めて朝のパズを中心

に子どものあらゆる生活の場でバズをさせ ,お

互いを知り,親しみ ,「 何でも言えるJ「誰も

が話しかけて くれる」という雰囲気づくりに力

を入れた。 また ,話そうにも語いが少なかった

り ,対話のセンスが欠けたりする者も多いので

話術の基本指導をしたoそのためかしだいに明

るくはきはきと意見をのべたり ,他人の話もよ

く聞けるようになってきた。

2 学 習 バ ズ

どの子どもにも発表の機会を多く与え ,ひ と

りひとりの学習意欲をかきたて ,き びしくみが

き合う中で ,学力の伸長をはかろうとして学習

パズにとり組んできた。

その第 1年度では ,バズの学習展開での位置

づけを各教師が自由に行 なうとい う模索の年 と

して実畿霧たもそこでは ,従来の話し合いとほ

とんど変わらずさほどの変容がみられなかった

が ,学 習を効率的にするための 3段階法を開発

し ,次年度から次の 3バズを深めてい く方法の

研究に着手 したも

(1)導入バズ

すべての児童か意欲的に学習に参方目できる

ために ,学習問題について自由に考え ,気楽

に発表させること :こ よって本時の学習課題を

つかませる。

総l 深路バズ

学習課題を解決するためにバズで自他の考

えを対比 o論争・ 修正するなどで自分の考え

を深めさせる.

棒)定 着バズ

学習内容の理解を深めるために学習し、た要

点をバズでまとめさせる。

学習中での上記 3バ ズをささえるものは ,パ

ズカをつけるために続けている朝のパズ (5～
10分)である。今で1オ どの子 もパズに興味を

もち ,明 るい学習が校内にあふれている。

3 バズ学習∫こ対する児童の反応

COD一斉学習よリパズで

学習する方がよしヽ

O安心してべんきょ

うができる.

キ
■低

%
94

%
100

86

○考え́が深まるこ
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ズ 5年
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パ
　

ズ

深

め

パ

ズ

0友だちを気にしないで ,自 分

の思ぅたことがどんどんいえ

るt

'こ
の時閥に何を学習す るかが

わかる。

°
/.

99

98

0友だちの考えがわか&
。自分のつ まづきがわかれ

○発表することで自分の考えが

きまる。

Oバズをしている間に新しい考

えができるのでおもしろい。

90

85

78

70

定

着

ノヾ

ズ

0学習したことで ,わかったこ

ととわからないことがはっき

りするし

。わからないところは教えても

らえ るのでわか盈

○友だちに教えてあげることに

よって自分に もはっきりわか

る。

○学習のまとめをことばで言い

合 うからならったことがよく

わかる。

①家でどんなべんきょうをして

くればよいか力ゞわ力ゝる。

95

30

30

80

90

以上 ,学習バズについての児童の意見である

が ,児童がこのょう:こ興味をもって参力露してい

る学習バズを手だてとして児童ひとりひとりの

能力を大切に伸ばしてや:り ,た いものであ在 僣

を生かすことは個の平等ではな く.,それぞれの

能力をよりよく伸1ゴ すことである1と 思い ,今後

特にこの点を充実してもヽきたい。

4 バズ学響の深fヒ

(1)ひ とリバズ導入

導入バズ ,深 めバズ ,定着パズと組み立て

て実践してみると,ど うしても子どもひとり

ひとりが課題について自らとり組み ,自 分の

考えをまとめてからパズにのぞまないと深め
パズで論争にまで高まりにくい。そして ,自

lら の力が学習課題を解決した喜びや ,定着を

深め ,次の学習に転移する力になりにくいよ

うに思われる。そこで ,今後はひとリバズを

どのように考え ,どのように運営することが

ひとりひとりの個性を育て学力を高めること

になるかということを研究 したいと思ってい

る。

12j 次時への足がかりとなる課題パズ

定着バズの学習した要点をまとめるという

段贖 ,子どもなりに新しい疑問や課題を見

つけることがたびたびあるが ,こ れらを足が

かりに ,次時につながる課題パズをどのょぅ

に考え ,ど うとり組ませるかという研究も必

要になってきた。この研究によって最終目標

の自主協同学習に到達できる道が開けるので

はないかと考えている。

5 学 習バズ の実装例

1.2年生時代は学習中に主体的パズをした

り,論争が起きるところまでのパズは ,できに

くいと思うが ,低学年の時代にこそ,学習バズ

の基本を身につける努力をさせることが中・ 高

学年で自分から学習しようとするもとをつくる

ことになると考えてい&そ の意味をふまえて

次の学習指導案例をのせることにした

第 2学年算数科学 習
:指

導案

① 目標

加減の順思考と加法の逆思考を組み合わせ

た3要素2段階の問題を図式化し立式を理解

させ &
資料

子どもがうんどうじょうであそん

でいました。そこへ ,男の子が 5人

女の子が 8人 来たのでみんなで30
人になりましたらはじめ ,なん人い

たのでしょう。



o学習指導過程

③ どんな問題です

め、

0ひとりで考えて手

引きカー ドに書き

ましょうこ

。とらえ方はよいか

ふたりで話し合っ

てごらんc

0と らえたことを発

表しましょう。

◎わかったことをま

とめましょう。

機 どんな集まりに
分けたらよしЪです

れ
○図にかいて考え ま

しょうこ
○考えたとお り式に

表わしてみ ましょ

うも

⑥どのしかたがいち

ばんよ くわかるか

1つ だけ○をつけ

ましょう。
○同じばんごうに○

をつけた人が集ま

ってわけを話し合
いましょう。

0ま とめた式のべん

りさについても話

しましょう。

◎わかり
'こ

くもヽ人は

先生のところへ集

まりなさい。

バ ズ ● グ ル ー プ

機 っマンヽることD ○

もとめること⊃ D
とヽ

き

方

はじめに

つ ぎ に

まとめて

こ た え

P蟹羹轟獅  じ
て教師の目のとどかない者をみ

深めパズ

だけの組み合

わせでは能力差が大

きすぎるので ③ も

まじえてパズするこ

導入パ ズ

① ひとリパズ

手引きカー

③ P.B    3分

③ C.B    7分

① ひとリバズ   5分

0 0.B     5分

O C.B    7分

同思考 O,B   5分

わからた Gわからない G

点意留

1.問題を読むも

(1)要素の分

析
○わかってい

ること

0も とめるこ

と

129 要素の把

握

0全体の人数
○あとからき

た人数
0は じめいた

人数

2.問題を解 く。
O要素の類別
○図式化
0立式化

3.効率的な解

き方を見つけ

る。

①30-5-8
05+8
30-13

o3卜 (5+8)

4.補 充問題を

する。

0問題を確実につか

ませる。

0考えをまとめてい

くための手引きカ

ー ドを用意する。

。問題の関係をはっ

きりつかませる。

O式を 1つだけでな

くいろいろ考えさ

せ る。

・ 減々法

・ 加減法

0()の 再確認を

する。

○説明をきいて考え

力竣 わ り ,高 まる

ことが学習の効果

であることに気づ

かせる。

学 習 活 動 発 間 ・ 助 言

①

Ｏ
①

ａ
　
　
　
　
　
　
　
ゼ



0 評価

ア、個人Sl」評価

Aク テスは指導案通り ,Bタ ラスは教師

の指導◎を省いて指導した結果次の通りで

ある。

立式例

1.30-5-8=1?  ▲  30-8+5=17
23卜 13轟 17  △ ∞+13=43

3.34-(5+8)=17 △  5X8,13+17,
5+8

成  就 .値 一一一一言

（機 ③ ⑤ 立 式 図式

A B A B A B A B A B

ひ

と

リ

パ

ズ
立

震 18

2 20 30 23

② ②

A 20 20 餓

躍
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‐Ｐ
‐
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購
計
叫
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３
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40 30 40 38

質ザ

轟

創
―
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覇

20 20 55 47

機 ②

⑬

り

５
轟

回
歴

"
回
④

四

◎
５
　
口
型

Ｃ
‐唱
曜

り

回
璽 20 40

⑭

国
◎
回

④ ⑬
l

の

国
75 ⑮

○け図式正,磁ιま図式か誤

6 結 果 の 考察

(1)学習パズ!才 低学年ではどうかと危ぶまれて

いるが ,適当な動言 o手ぞ|き などの手だでを

すれば ,一斉学習にくらべて ,学 習に対する

参加度は極めて高 く,学習効果を圭嚇 こと

ができ&
上学年では ,その上意義や価値を理解して

積極的にとりくむ姿勢ができているので ,も

っとすばらしい学習パズが期待できる。

佗, また ,算数のような論理釣な思考型の教科

にあっては,,ひ とりひとりを重視して ,ひと

りがとり組む姿勢をつ くることで算法の模儀

に終わることがなくなると考えている。

(3)学習パズでも個ガ」指導の手だてを要所要所

で加えなければ ,Bタ ラスの時のように ,ひ

とリバズから終わりまで思考が固定して高ま

らないものや Fダル~フ・
間で安易な続-lζ終

わるものや,その反対に ,多数意見におされ

て良い意見がいっこむこともあ&
軽)固定したダ々十 プでは個のイ申長に良い結果

をもたらさなしヽにともあるので ,時には ,自

主グループそつくってバズさせることも大切

だと思うも

そのための機敏な移動 ,率直な行動ができ

るよう,お りにふれて練習させることも大切

である。

「 3人 よれば文殊の智意」 学級のひとり

ひとりがそれぞれにパズ的場をもち,一言一

言を楽しく語り高めていく態度を育てるため

にささやかではあるが ,さ らlrC,努力を続け

ていきたいと考えているこ

ギ
一
′ル
亀

マ

・　
．‘ぜ鷺
．〕

イ、グループ別評価

醗識く 計

立式澤式

立

二式

A 一理 回
＾

B 国 ＝
国

轡
回

50 轟
A ⑥

⑤

饉
嚢 20

７
獄
Ｈ

B ⑩
圃

囀

Ａ
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第 /θ回全国バズ学習研究集会

ひ と り ひ と り に

わ か る 授 業 を

■,は じめに

わた したちは、昨年度、「教材の精選」の

研究を通 して、学習指導の効率化 をはかろ う

としてきた。つまり、指導内容を見直 して基

本的事項 を精選 し、「 なにをJ教えるかに主

眼 をおいて考えて きた。

そ うした中で、当然のことなが ら、「 なに

を」 とともに「いかに」教えるかが問走1と な

って きた。

その「いかに」についての本校の教言市の関

心は、大別 して  ・ OHPO活 用  ・教

材教具の活用  ・学習形態にかかわる問題

であった。

そ こで、本年度は、これ らが別々に論せら

れるべきものでないことを全員が確認 して、

当面、実践に切 りこむ角度をこの三つ として

部会を構成 し研究をすすめることとした。

学習形態の部会では、1目 来の一斉学習にあ

きたらず、班の活動を授業にとり入れる動 き

が多 く見 られたことか ら、小集団をつ 〈つて

学者する形態 (バズ学習 りに着 日して研究 を

すすめることとした。

と なFCを バズ学習に期待したか

これまでにも、班の活動を授業にとり入れ

た光景は多〈みられたが、今回、意識的に「

愛 知県春 日井 市立神領小学校

バズ学習」 をとり入れていこつとするにあた

り、反省的見地から今までのとり入れかたに

ついて検討 してみた。その中ででてきたおも

な ことは次のよつであった。

・ ■時間の授業の中に、班の活動 をしつか り

位置づけないまま、一時的な思いつ きでと

ク入れ ることがあった。そのために、学習

の流れが脇道にそれた り、時間がかか りす

ぎた キ)して 1本時の目様が達成できないこ

と澤 ったっ

。児童か ら意見がでな 〈なって沈滞 してし
｀
ま

った学習6Dふん囲気 を盛 りあげるために班

の活動を不」用 したことがあった。■た、教

師の期待する反応がない時、班の話 し合い

に問題をぶつけて しま うことがあった。い

わは、これ らは、教師の不適確な発問など

の処理 を班の活動にゆだねて しまつ教師の

「 逃げ」ではなからたか。

。理科の共同実験 や社会科の分担調べなどの

ように、従来の形でのグループ学習の よう

なと り入れに終 つていなかつたか。この場

合 、班の出した結果をFn5題にすることが多

く、ひとりひとりの思考や理解 (個ガ

“

ヒリ

についての配慮がおろそかにな りがちでは

なかったか。

・班 と班 との得点競争などの形で班の活動を

使 っていなかったか。これが、学級内に必

要以上の競争意識 をあおる結果とな り、か

えつて人間関係の ミゾを深 くしてはいなか

つたか。



・ 遅れた児童に、班の リーダーなどが教える

とい つ形で、児童を「 小型教師Jと して利

用す ることが 目的ではなか つたか。

また、バズ学習に対 して、次のような心配を

もっているもの もある。

・一部の児童だけの活動に終わ り、他の もの

が下積になるおそれがある。

・ ひ とりひとりの十分な思考がなされず他力

本願にな りがちである。

。リーダーによって差が大 きくなるかそれが

ある.

・ 注意力が散漫にな り、騒が しくなるし、時

間 もかか りやすい。

しか し、一方には、バズ学習に対 して次のよ

うな期待を同lHK持っている。

・ 自分の考えや方法が述べやす く、学習に参

加する機会が多い。

0多数の前では発言 しない子 も発言する。

。学習が活発にな り、意欲 的になる。

'集団の中の一員としての自覚が高まる。

・学級に協力態勢が育ってい く。

・ 学習の しかたが実践的に体得されてい く。

以上のような反省や指摘の検討をすすめて

t/bっ た中で、さしあた り,わた したちは大 き

く言 って次の 4点に期待 して、バズ学習にと

り〈むこととした。

(1)小 人数で話 し合い、活動することは、参

加 (発言 )の機会が多 くなることであり、

一度、発言すれば当事者 としての意識が

はた らき、主体的な学習となるc

O他の人の考えを聞 くことによって、自分

の考えが意識化 され、話す ことによって

考えが組織化される。

③「所属Jや「承認」の欲求が適度に刺戦

されることによってbみ ずか らの必要と

して望ま t´ い方向へ 自己変革 してい (。

0望ましい社会的態度や価値感が身につい

ていく。

わたした ちは、パズ学習の基本的な理念に

ついては一応の理解をしながらも,一面では、

個々の場面については「 そんなに つま くい く

ものだろ うか ?」 とい う不安 をもつている。

それに、研究体 tllも 組織化 できていないざヽL

か し |ゝわ た したちは、断片的にな りは しても、

ひとつひとつの実践を通 して解消 しながら、

研究体制をも確立 していこうととりくんでき

た。

5,問題点の整理

わたしたちは、二・四・六学年の授業を観

察 し、班の活動を授業にとり入れた時の問題

点を把握 しよつとした。このころは、バズ学

習の基本的なことがらについての理解 も不十

分な時期であった。たから、授業 も、班の活

動を従来のようにとり入れた ものであり、観

察者 もしっか りした観点をもつていたわけで 11争

はなかつた。しかし、参観後の討議の中では、

バズ学習の基本的な理念について学びながら.

今後、何を問題に していつたらよいのかがは

っきりしてきたような気がするの

教師償Iの 問題としては、

a班の活動をさせる意図が不りj確である。～

一斉指導と班の活動とのかね合いはど,あ

つたらよいか。班 l・
C活動させるのにふさわ

しい課題とはどんなものか。

b班での話 し合いが、学級全体の話 し合いに

ひろがっていない。
～

ノ班に埋 もれた意見

を、どのようにしてみんなの前に出きま師 もヽ

それを学級全体の話し合いに組織するには

どうしたらよいか。

C班が活動 している途中での教師の指示の追

加 (追いかけ発問 )が多い。ヘノ課題を与

える前の一斉指導の重要性。

d個 人思考の機会がしっか り位置づけられて

杯なかった り、軽視されている。～ 集団

思考の必要性と。それを成立させる基盤に



についての教師の認識がたいせつ。

等々が出されてきた。

児童債Iの問題 としては、

a話 し合いの態度や技術が未熟で、話 し合い

がスムースに進まず 、深ま りが少ない。

b班内 l・
Cかいて も発言する児童が固定化 して

いる`)(高学年に目立つ )

Cボス的な児童が発言をひとりじめに し、他

の児童の発言 をじゃました り、思考を中断

させて しま う。 (中学年 )

d学級内、班内 1/C権威関係がみ られ、せっか

〈の意見が消されてしまつた り、発言じよ

うとする気 をそいで しまつときがある。

Oリ ーダーによつて班む鰹の間に差ができて

いる。

f児童の発言や思考が観念的であり、生 きた

自分のことばでの発言が少ない。

な どが出されてきた。 もちろん 、これ らのこ

とのほ とん どは、単に児童のFne題ではな 〈、

これ までの指導のまずさの結果 としてとらえ

な くてはならない。

この ほ か に

・バズ学習をす る意味を子どもたちに 、どう

自覚させてい くか。

0班編成 (人数、方法、期間等 )は どの よつ

に した らよいか。

・ 学年の発達段階によって活動の技術や話 し

合いの深まる度合は異なると思われ、それ

らは系統的に指導 しなければならないが、

それぞれの到達の 目標 をどうかさえた らよ

い か 。

とい つことも出て きた。

これ らのことの多 くはゝ先進校ではすでに

解決の方途 を見出 していることであろ うが、

わた したちは、それを参考に して、自分たち

の授業 で確かめなが ら自分のほん と

'の
力に

していこうと、日々の実践にとりくんでいる。

4,実 践 の 中 で

l■)授 業研究を通 して

「 班の活動をとり入れること1/Cよ つて、児

童は より意欲的に学習に参加するであろ う」

と考え、三年生の算数科の授業で、フイルター

方式の手法によって授業記録 をとつて、検証

してみた。

この中で、わたしたちがつかんだお。もな も

のは次のよつである。

o班の活動の中で、課題を解決する話 し合い

のほかに、自然発生的な相互作用 (注意 し

合い、はげまし合い、つぶやき等 )が 、確

かに児童の学習意欲 を大 き〈もりあげてい

る。特に、落着 きに欠ける児童や学力の劣

った児童への影響が顕著である。

も結論男ヽ直線的に由セ:で 乞課題より、多少、

難度があって も多様な考え方ができるよつ

な課題の方が:児童のとりくみは意欲的で

あるし、た とえそれが解決できな くて も、

その後のとりくみ も意欲的である。

o班の活動の成果は、事前・事後の一斉指導

Ol lヽ たによつて きまる。導鋪なでは、課題

へのとりくみ方、課題のもつ条件等をしつ

か りおさえ、事後では、教師による補足・

まとめが不可欠である。

o班の リーダーの条件は、学力的にす ぐれて

いることではな く、メンバーからより多 〈

の考えをひきだせることである。

0机 間巡視による個別指導は、一斉学習にお

いては単にその児童に対 しての ものであっ

たが、パズ学習においては班の全員に対 し′

て有効な働 らきかけ となる場合が多い。

o班 の活動の中で、子 ども同志による即時評

価やフイートパックがなされ、それが理解や

意欲につなかつてい くことが しは じばある。

oバ ズ活動の効果をあげるためには、話 し合

いなどの活動の技術を習熟さ贅た り、約束

ごとを定着させることかたしヽせつである。

0-斉  一 個人 一 班 一 一斉の流れ

の区切 りをはつきりさせることが、児童の

活動を焦点化させることになる。



奪

まだまだ未熟な授業による検証ではあった

が、これだけのことを具体的な場面を指摘 し

ながらつかめたことは、「
パズ学習Jの よさ

を体験的 に理解す ることとな り、これが、今

後のとりくみの上の大 きな自信 となったこと

も確かである。

0 活動のルールの設定

パ ズ活動を円滑にすすめるために、これま

で整理 してきた班活動の問題点 をふまえ.パ

ズ活動の ルーノじを設定 した。

これ 1/Cよ って、話 し合いの技術 や心がまえ

を身につけさせようとするわけではないが、

人の意見を聞いた り、自分の考えを述べた り

す る技術や心がまえ といつたような もの も、

バズ活動を円滑にすすためには不可欠である

と考えたのである。なぜなら)、 バズ活動の多

くはも言語を媒介 としてすすめられるか らで

ある。課題解決の糸日となる発言 も、聞 〈態

度が悪ければ、その芽はつぶれて ヒノま つoま

た。バズ学習の持 っている「 話 しやすさ」「

学びやすさ」は、不用意な指導の もとでは b

依 頼心・無駄話・なれ合い 。注意散漫 とい う

ことにもつながる危険性をもつている。

こうした問題は、教師はか りでな く、児童

ひ とりひとりの自覚的な活動によって、は じ

めて解決される性質のものである。

どんなことをルールとして設定すべ きかは、

児童の実態、教師の技量によって異 って くる

と思われるが 、一応、低 。中・高のそれぞれ

に 3つ ずつのルールを決めた。 これは、でき

るだけ少ない約束ことを徹底させ、学年 を追

うlrC従 って、より効果的な班の活動ができる

ように積み上げてい こつとい う考えか らであ

る。

(低学年 )

0「ハ イ」 とこたえて、しまいはっき り。

oか りめ tき りめをつけ よう。

o「ヤメ !」 といわれた ら、前を見 よ。

(中学年 )

oむだ話もついほ う0

0ま ちがった答えをたいせつにせ よ。

oか ならず、反応を示そ う。

(高学年 )

0人に話させ よう。話をひとりじめにするな。

0人 にた よるな。

oき び しさを持 とつ。自分に、相手に。

このルールは、また試案 として試みている

にす ぎないが、教室の前面 l・

rc大 き〈掲げると

ともにさ常に教師の日か ら出されることに よ

って、児童の活動に緊張が生まれ 、班で活動

しているのた とい つ意識が 、児童の間に芽生

えているように思われる。

5,おわりに

わた したちは ,「
~バ

ズ学習Jに意識的にと

り〈みは じめて、まだ半年あ崚 りしか経過 じ

ていない。だが、この半年の間に、わた した

夕■。毎日の実践の中か ら、直接も肌でその

有効性を感 じとることができた。

とノか しヽ有効性がわかればわかるほど、そ

のすすめ方についての具体的な問題に直面せ

ざるをえな くなってきたことも事実である。

わた したちは、これか らく、今まで同様、こ

れ までに整理 してきた問題について、一つず

つ 、体当た りでぶつかつて、バズ学習の理論

を深めなが らぅパズ学習の方法をたえず学び、

発見 し、創造 していきたいと考えてねるの

(■ 975 ■ 1)
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